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はじめに 
 
このたびは、CX-Process モニタソフト 形WS02-LCMC1-JV2をお買い上げいただきま
して、ありがとうございます。 
 
形WS02-LCMC1-JV2は、ループコントロールユニット形 CS1W-LC001、ループコント
ロールボード形 CS1W-LCB01/05/05D、およびループ CPUユニット形 CJ1G-CPU□□P
の運転／モニタをするためのパソコン用周辺ツールです。 

「プログラマブルコントローラ」の表記について 
本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として
「PC」を使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。 
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）および計装の知識を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA現場を管理される方 

お願い 
・本マニュアルは、CX-Process 形WS02-LCMC1-JV2を使用する上で、必要な情報を記
載しています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してくださ
い。また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元において
お使いください。 

「ご使用に際してのご承諾事項」について 

1. 保証内容 

①保証期間 
当社商品の保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたします。 
②保証範囲 
上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の提供
または故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたします。 
ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたしま
す。 
a)カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いならび
にご使用による場合 

b)当社商品以外の原因の場合 
c)当社以外による改造または修理による場合 
d)当社商品本来の使い方以外の使用による場合 
e)当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合 
f)その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合 

 なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、当社商品の故障に
より誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。 
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2. 責任の制限 

①当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社
はいかなる場合も責任を負いません。 
②プログラミング可能な当社商品については当社以外の者が行ったプログラム、また
はそれにより生じた結果について当社は責任を負いません。 

3. 適合用途の条件 

①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法
規または規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシステム、機械、装置
への当社商品の適合性は、お客様自身でご確認ください。これらを実施されない場
合は、当社は当社商品の適合性について責任を負いません。 
②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などによりご
確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、万一故障があっ
ても危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。 
a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタロ
グ・取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用 

b)原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、安全
装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備 

c)人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置 
d)ガス、水道、電気の供給システムや 24 時間連続運転システムなど高い信頼性が
必要な設備 

e)その他、上記ａ）～ｄ）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途 
③お客様が当社商品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される場合
には、システム全体として危険を知らせたり、冗長設計により必要な安全性を確保
できるよう設計されていること、および当社商品が全体の中で意図した用途に対し
て適切に配電・設置されていることを必ず事前に確認してください。 
④カタログなどに記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に
際しては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。 
⑤当社商品が正しく使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じることがない
よう使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ守ってください。 

4. 仕様の変更 

カタログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事
由により、必要に応じて、変更する場合があります。当社営業担当者までご相談のう
え当社商品の実際の仕様をご確認ください。 

5. サービスの範囲 

本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。 
お客様のご要望がございましたら、当社営業担当者までご相談ください。 

6. 適用範囲 

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。 
 

 

海外でのご使用について 
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（ま
たは技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づ
く輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。 
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関連マニュアル 
 
CX-Process 形WS02-LCMC1-JV2モニタソフトの関連マニュアルは、下表のように構
成されています。併せてご覧ください。 

Man.No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCC-837 
（本書） 

形
WS02-LCMC1-JV2 

CX-Process モニタ Plus 
オペレーションマニュアル 

モニタ Plusの操作マニュアル
です。 

SBCC-823 形WS02-LCTC1-JV5 CX-Process ツールソフト 
オペレーションマニュアル 

ツールソフトの操作マニュア
ルです。 

SBCC-821 形 CS1W-LC001 ループコントロールユニット 
ユーザーズマニュアル 

ループコントロールユニットに
関するマニュアルです（計器ブ
ロックの詳細を除く）。 

SBCC-834 形 CS1W-LCB01/05 
形 CS1D-CPU□□P
形 CJ1G-CPU□□P 

ループコントロールボード 
プロセス CPUユニット 
ループ CPUユニット 
ユーザーズマニュアル 

ループコントロールボードに関
するマニュアルです（計器ブロ
ックの詳細を除く）。 

SBCC-822 形 CS1W-LC001 ループコントロールユニット 
計器ブロックリファレスマニュ
アル 

とくに各計器ブロックの詳細に
関するリファレンス用マニュア
ルです。 

SBCC-835 形 CS1W-LCB01/05 
形 CS1D-CPU□□P
形 CJ1G-CPU□□P 

ループコントロールボード 
プロセス CPUユニット 
ループ CPUユニット 
計器ブロックリファレンスマニ
ュアル 

とくに各計器ブロックの詳細に
関するリファレンス用マニュア
ルです。 
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安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

このオペレーションマニュアルでは、CX-Process モニタ Plusを安全に使用していただ
くために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 
表示と意味は次のとおりです。 
 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 

 
安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

 本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 

  

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 
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ループコントロールユニットの運転を開始する前に、以下の点を

確認してください。 

①組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着

されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の号機

No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致していること。

万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子で設定し

た号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを誤って入出力

（読み書き）してしまいますので、十分ご注意ください。 

②ループコントロールユニット内のシステム共通ブロックの初期

設定が正しく設定されていること。とくに、ループコントロー

ルユニットが使用するCPUユニット内のノード端子用データメ

モリ（DM）が、PLCの他の用途と重複していないことを確認し

てください。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして

思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

③ループコントロールユニットから CPUユニット I/Oメモリへ

のデータ書込を行う計器ブロック（例：全ブロック送信、拡張

CPU間 Do/Ao端子、CPU間 Do/Ao端子など）を使用する場合、

その I/Oメモリへの割付エリアが PLCの他の用途と重複してい

ないことを確認してください。万一、重複していた場合、PLC

のシステムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 
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・ループコントロールボードの運転を開始する前に、以下の点を

確認してください。 

①HMI I/F用データを割り付ける指定バンク No.の EMエリア

（システム共通ブロックの ITEM050：「HMI I/F用メモリ割付

先 EMエリアバンク No.」（0～12）によって指定）が、CPU

ユニットや他のユニットが使用するエリアと重複していない

こと。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わ

ぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

②ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPUユ

ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ

と。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ

動作をし、けがをする恐れがあります。 

③組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装

着されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の

号機 No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致してい

ること。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端

子で設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを

誤って入出力（読み書き）してしまいますので、十分ご注意

ください。 

④ループコントロールボード内のシステム共通ブロックの初期

設定が正しく設定されていること。 

・EMメモリをファイルメモリ化するときは、必ずループコントロ

ールボードの運転を停止させてから行ってください。 

ループコントロールボードが運転中に、ループコントロールボ

ードのHMI I/F機能で使用しているバンクNo.の EMメモリがフ

ァイルメモリ化されると、PLCのシステムとして思わぬ動作を

し、けがをする恐れがあります。 

 

外部への接点出力またはアナログ出力に割り付けられた I/Oメモ

リアドレスに対して、ループコントロールユニット／ボードと

CPUユニットの間で、重複して書き込み処理を行わないようにし

てください。 

万一、同一アドレスに対して、書き込み処理をした場合、外部に

接続した負荷が思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

 

信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者

側でフェールセーフ対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 
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ループコントロールユニット／ボードへ、計器ブロックデータ（初

期設定データ、または運転データ）を転送するときは、転送先の

宛先の確認、および PLCシステム全体（ループコントロールユニ

ット／ボードを含む）の安全を確認してから行ってください。 

装置や機械が、想定外の動作をする恐れがあります。 

 
モニタ Plus用タグの設定/ネットワーク構成を更新した場合、そ

の更新した設定に従って、モニタ Plusの画面構成を正しく設定し

てください。 

各種設定を正しく更新しない場合、機器が想定外の動作をする恐

れがあります。 
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安全上の要点 
 
CX-Processモニタ Plusを使用する際には、次のことに気を付けてください。 
 
・本モニタ Plusは、ツールソフトによって作成したモニタ Plus用タグファイルをもと
に、ループコントロールユニット/ボードのデータをモニタ／操作します。 
モニタPlus用タグファイルを出力するには、ツールソフトのVer.3.2以上が必要です。 
ツールソフトは、Microsoft  Windows95/98/Me/2000またはWindows NT4.0（Service 
Pack4以上）上で動作可能です。 

 
・作成した計器ブロックデータは、ツールソフトによる十分なシステム運転確認（負
荷率などのチェック、[実行]－[運転]－[運転確認]）、および十分な動作確認（[動作
確認]－[開始]）を行った後、本運転に移行してください。とくに、負荷率が 60%以
下となることを確認した上で、本運転に移行してください（負荷率の詳細について
は、ループコントロールユニット・ユーザーズマニュアルの 3－2項「動作の説明」
を参照）。 

 
・ループコントロールユニット/ボードの運転停止時にアナログ出力または接点出力を
ある値に保持したい場合、ループコントロールユニット/ボードの運転中フラグ（割
付リレー）の b接点を入力条件としてアナログ出力ユニットまたは接点出力ユニッ
トの各割付リレーをある値に設定するように、CPUユニット側のラダープログラム
を組んでください。 

 
・CPUユニットの運転停止異常時（FALS命令の実行時を含む）に、ループコントロ
ールユニット/ボードは、運転を停止します。その時に、アナログ出力値を直前の値
にホールド、最小値、最大値のいずれかにする場合は、アナログ出力ユニットまた
はアナログ入出力ユニットの出力ホールド機能を使用してください。 

 
・設備の安全を確認してから、PLC本体の電源を ONにしてください。 

CPUユニットの動作モード（「プログラム」モードを含む）にかかわらず、PLC本
体の電源 ONと同時に、ループコントロールユニット/ボードによる外部へのアナロ
グ出力値、および接点出力の更新がされます（内部的には、CPUユニット→基本 I/O
ユニット／アナログ出力ユニット経由）。 

 
・信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセー
フ対策を施してください。 

 
・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
・PLCの動作モード切替え（電源投入時の動作モード設定を含む） 
・接点の強制セット／リセット 
・現在値や設定値の変更 
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・PLCのベース取り付けネジ、端子台のネジ、ケーブルのネジは、ループコントロー
ルユニット・ユーザーズマニュアルで指定した規定トルクで締め付けてください。 

 
・システムダウン、あるいは電源断などが起こった場合、CX-Processの設定ファイル
が保存されないことがあります。定期的に、設定ファイルを保存することをお勧め
します。 

 
・計器ブロックデータのバックアップ（RAMからフラッシュメモリへ）実行中に電源

OFFされた場合、バックアップは正常に終了しません。電源 OFF時間が 24時間以
内の場合には、スーパーコンデンサにより RAMデータが保持されていますので、
電源 ON時に、再度バックアップが自動的に実行され、その後、運転を開始します。 
しかし、電源 OFF時間が 24時間を超え、RAMデータが消失した場合には、前回正
常にバックアップされたフラッシュメモリデータを使用して運転を開始します。こ
の場合、前回フラッシュメモリにバックアップしたデータにより運転中であること
を通知するフラグ（COLDスタート自動実行フラグ：A35807）が ONしますので、
その情報を確認の上、必要に応じて、最新の計器ブロックデータをダウンロードす
るなどの処置を行ってください。 
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マニュアル改訂履歴 
 
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付
記されます。 
 

 

改訂記号 

Man. No. SBCC-837C 

 
 
 
改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 

－ 2003年 10月 初版 
B 2006年 10月 Ver.2.0へのバージョンアップに伴う改訂 
C 2009年 6 月 Ver.2.1 へのバージョンアップに伴う改訂 
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バージョンアップのご案内 
CX-Processモニタ Plusは、Ver.2.0から Ver.2.1へバージョンアップしました。 
バージョンアップの内容は、以下のとおりです。 

項目 従来（Ver.2.0） 今回（Ver.2.1） 

使用可能なOS Microsoft WindowsNT4.0 
Workstation(Service Pack6a以降) ／ 
2000 Professional 日本語版（Service Pack4
以降)／WindowsXP Professional 日本語版
（Windows95/98/ME/不可） 

Microsoft Windows2000 Professional 日本
語版（Service Pack4 以降)／ 
WindowsXP Professional 日本語版／
WindowsVista Ultimate,Business 日本語版
（Windows95/98/ME/NT4.0不可） 

 

お願い 

 

モニタ Plusでは、Ver.2.0より前のバージョンのループコントロールユニットを使用

できません。 
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CX-Process モニタ Plusをインストールする前によくお読み下さい。 
ソフトウェアをインストールすると、お客様は、以下のソフトウェア使用許諾契約書
に同意したことになります。もしお客様が同意しない場合、ソフトウェアをインスト
ールしないでください。 
保証およびアフターサービスは、添付の登録票により登録されたお客さまにのみ提供
されます。  
添付の登録票に必要事項を記入のうえ、オムロン株式会社あてにご送付下さい。 
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1－1 モニタ Plusとは 
1－1－1 概要 

モニタ Plusは、ループコントロールユニット/ボード内の計器ブロックのデータを、
Controller Link、シリアル通信、またはイーサネットを経由して、取り込み、制御画面
（現場計器イメージ）、トレンド画面、グラフィック画面、アナンシエータ画面等で、

モニタするWindows2000/XP/Vista用のソフトウェアです。ループコントロールユニッ
ト/ボード内の計器ブロック作成用ツールソフトとセットで使用します。  
大別して、以下の 4つの機能を実現します。 
 

● ループコントロールユニット/ボード内の計器ブロックの運転状態の監視 

・調節ブロックの PV、SP、MVなどのモニタ、アナログ信号のモニタ、接点信号の
モニタを行います。 
・ループコントロールユニット/ボードの運転開始/停止指示を行います。 
・CPUユニットの動作モードなどのステータスを表示します。 

● ループコントロールユニット/ボード内の計器ブロックの運転操作 

・調節ブロックの、設定変更、オート／マニュアルの切替、マニュアル操作、PID定
数等のチューニングを行います。 
・調節ブロックごとの演算停止指示が可能です（チューニング画面のみ） 

● ループコントロールユニット/ボード内の計器ブロックの警報状態の監視 
調節ブロック、警報ブロックの警報の発生時の表示、および発生履歴の保存を行いま
す。 

● モニタ Plusの画面のコンフィグレーションを行う機能 
ユーザのニーズに応じて画面をコンフィグレーションすることができます。 

上記機能と画面の関係は、以下のとおりです。 
 画面 運転状態の監視 運転操作 警報状態の監視 
オーバービュー画面 － － ○ 
制御画面 ○（PVのバー表示） ○（SP変更、オート

／マニュアルの切替、
マニュアル操作） 

○ 

チューニング画面 ○（1ループの PV、SP、
MVのトレンド表示） 

○（SP変更、P、I、D
の変更など） 

○（バーグラフの色
変化） 

トレンド画面 ○（調節ブロックまたはアナ
ログ信号のトレンド表示） 

－ ○ 

バッチトレンド画面 ○（調節ブロックまたはアナ
ログ信号のトレンド表示） 

－ － 

折れ線プログラム 2
画面 

○（折れ線プログラム 2のト
レンド表示） 

○（対象となる折れ線プ
ログラム2ブロックの
運転/停止） 

○（対象となる折れ線
プログラム2ブロック
に関する異常） 

ユーザ 
カスタ
マイズ 

グラフィック画面 ○（接点またはアナログ信
号のグラフイック部品に
よる状態表示） 

○（接点のオン/オフ
操作、アナログ値の設
定） 

○ 
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 画面 運転状態の監視 運転操作 警報状態の監視 

アナンシエータ画面 － － ○（警報発生時に、
色または音で通知）

操作ガイド画面 ○（内部スイッチのオン時
にメッセージ表示） 

－ ○ 

ユーザ
カスタ
マイズ

システムモニタ画面 ○（ループコントロールユ
ニット/ボードの運転開始/
停止状態表示、実行エラ
ー、RAMサムエラー、バ
ッテリエラー表示、CPUユ
ニットの動作モードなど
のステータス） 

○（ループコントロー
ルユニット/ボードの
運転開始/停止指示、） 

○ 

アラームサマリー画
面 

－ － ○（警報を発生日時
とともに保存） 

操作ログ画面 － ○（SP変更などの運
転操作履歴を保存） 

○ 

システ
ム固定

システムモニタログ
画面 

○（運転開始/停止の履歴、
実行エラーの履歴を発生
日時とともに表示） 

－ ○ 

 

お願い 

 

モニタ Plusでモニタ／設定できるデータは、タグ名が付いている下記データのみで

す。また、このタグ名の設定は、ツールソフト Ver.3.2以上によって行うことにご注

意ください。 
 

モニタ Plusでモニタ／設定 
できるデータ 

ループコントロールユニット ループコントロールボード 

計器ブロックデータ ・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID
（形式 013）、流量バッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形
式 031）、指示操作（形式 032）、比率設定（形式 033）、指
示（形式 034）、2位置オンオフ（形式 001）、3位置オンオフ
（形式 002） 

・演算ブロック： 
上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、
オンオフ弁操作（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆
モータ操作（形式 223）、モータ開度操作（形式 224）、タイ
マ（形式 205）、カウンタ（形式 208） 

接点信号 接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209）を介した接点
信号 

モニタ Plusへ送信 入力選択（形式 162）を介したアナログ信号 アナログ信号 

モニタ Plusから設定 定数出力（形式 166）を介したアナログ信号 
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1－1－2 各画面の概要 
●オーバービュー画面 

 
各画面のメニュー画面、および警報表示画面の働きをもちます。  
●制御画面 

調節ブロックおよび一部の演算ブロックのモニタ／設定、アナ
ログ信号のモニタ、接点信号のモニタ／設定を行います。  

●チューニング画面 

調節ブロックの P、I、D定数などを変更する画面です。 
 

●トレンド画面 

 

 
調節ブロックの PV、SP、MV、または他のアナログ信号の、時
間経過に伴う変化を記録計のイメージで表示します。 
モニタプロセスの開始／終了と同時にトレンドデータを収集
開始／終了。 

●バッチトレンド画面 

 

調節ブロックの PV、SP、MV、または他のアナログ信号の、
時間経過に伴う変化を記録計のイメージで表示します。 
タグデータ（デジタルまたはアナログ）をトリガとしてトレ
ンド収集開始／終了。 
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●折れ線プログラム 2画面 

折れ線プログラム 2（形式 157）の設定値に対する現在値のト
レンドを記録計のイメージで表示します。 
時間軸のグラフを見ながら、表形式で折れ線の設定も可能で
す。 

●グラフィック画面 

 
装置の状態を図形で表示する画面です。 

 
●アナンシエータ画面 

接点の状態（おもに警報状態）を一括で表示する画面です。
 

●操作ガイド画面 

接点信号が ONになったとき、登録しておいたメッセージを
表示する画面です。 
 

●アラームサマリー画面 

警報履歴を表示する画面です。 
 

●操作ログ画面 

操作の履歴を表示する画面です。 
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●システムモニタ画面 

システムの状態、およびループコントロールユニット/ボード
の起動・停止をする画面です。 
 

●システムモニタログ画面 

運転開始／停止の履歴、実行エラーの履歴を、発生時刻
とともに記録し表示する画面です。 
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1－1－3 モニタ Plus使用の条件 

1）FinsGatewayのインストール 

モニタ Plusは、以下のように、通信ドライバ FinsGateway（Embedded版）を使用して、
ループコントロールユニット/ボードが装着された PLC（プログラマブルコントロー
ラ）と通信を行います。 
したがって、同一パソコン上に、必ず、FinsGateway（Embedded版）をインストール
して使用することが必要です。 

ツールソフト モニタソフト 

FinsGateway（Embedded 版） 

Controller Link サポートボードRS-232C ポート 

 
ソフトウェア 

ハードウェア Ethernet ボード 

 
FinsGateway（Embedded版）は、以下のいずれかを使用できます。 

・ SerialUnitドライバ 
・ Controller Linkドライバ 
・ CLK（PCI）ドライバ 
・ ETN_UNITドライバ 
 

 

お願い 

 

・FinsGateway（Embedded版）をインストールしていない場合、モニタ Plusを立
ち上げることができませんのでご注意ください。 

・CX-Process（モニタ Plusおよびツールソフト）は、通信ドライバとして
FinsGateway Version 1を使用することはできません。必ず Version 3以降を使用
してください。 

・CX-Programmer／CX-Protocol／CX-Motionなどの他のツールソフト（CX-Server
によって通信）または専用シリアルドライバ利用のアプリケーションが、オンライ
ン接続中の場合、それらと同一の COMポートを使用して、CX-Process（モニタ
Plusおよびツールソフト）を上位リンク（SYSWAY）によってオンライン接続（シ
リアル通信初期化）することはできません。他のツールソフトまたは専用シリアル
ドライバ利用のアプリケーションをオフラインにしてから、CX-Processを再度オ
ンライン接続（シリアル通信初期化）してください。 
逆に、CX-Processをオンライン接続（シリアル通信初期化）中には、 CX-Server
によって通信をする他のツールソフトをオンライン接続することはできません。 

・本CX-Processを FinsGateway Version 1と同一のパソコンにインストールして使
用することはできません。 

 

参 考 

 

本モニタPlusには、FinsGateway Version 3、および 2003（Embedded 版）がバンドル

されています。 

通信ドライバにFinsGatewayを使用する場合、どちらか一方をインストールしてください。

なお、FinsGatewayの「ランタイム版」を使用することも可能です。ランタイム版がす

でにインストールされている場合、Embedded版をインストールすることは不要です。
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2）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 

本モニタ Plusが、PLC（プログラマブルコントローラ）と通信するための、ネットワ
ークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定は、ツールソフトのアドレス設
定（[設定] | [アドレス設定]）または［設定］|［PC変更］）によります。 
このため、モニタ Plusの通信設定はツールソフトで行います。 
 

お願い 

 

モニタソフトおよびモニタ Plusは、PLCとの接続用通信ドライバに FinsGatewayを

使用します。そのため、モニタソフトおよびモニタ Plusを使用する場合は、ツールソ

フトの通信ドライバには、必ず「FinsGateway」を選択してください。「CX-Server」

を選択した場合、モニタ Plusを、PLCにオンライン接続することはできません。 

 
 

3）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 

モニタ Plusとのデータ交換に使用する計器ブロックを登録し、結線します。 
モニタする項目によって、以下の計器ブロックを登録/結線します。 
 
モニタ項目 登録/結線 ループコントロールユニット ループコントロールボード 

計器ブロック
データ 

計器ブロック
の登録のみ 

全ブロック送信（形式 462）、
全ブロック受信（形式 461） 

システム共通ブロック（形式
000）の HMI I/F関連機能の設定

接点信号 計器ブロック
の登録と結線 

接点信号を接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209） 

アナログ信号 計器ブロック
の登録と結線 

入力選択（形式 162）、定数出力（形式 166） 

 
 

モニタ Plusから、接点を操作（設定）
／表示するためのブロック 

モニタ Plus から、アナログ信号を
入力するためのブロック 

モニタ Plusに、アナログ信号を
出力するためのブロック 

メインの計器ブロック 

モニタPlusから、計器ブロックの ITEM
タグをモニタするためのブロック 
（ループコントロールユニットのみ）
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4）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 

モニタ Plusは、ツールソフト（Ver.3.2以降）によって設定したタグ（CSVタグおよ
びモニタ Plus用タグ）を介して、ループコントロールユニット/ボード内のデータを
読み書きします。 
したがって、モニタ Plusを使用する場合、CSVタグおよびモニタ Plus用タグを設定
することが必要です。 

● ループコントロールユニットの場合 

1. 全ブロック送信（形式 462）、全ブロック受信（形式 461）の登録 
2. タグの設定 
・計器ブロックデータ： 

CSVタグの設定 
・個々の接点信号： 
内部スイッチ内の個々の接点に対して、モニタ Plus用タグの設定 
・個々のアナログ信号（LCU→パソコン）： 
入力選択（形式 162）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ
設定 

・個々のアナログ信号（パソコン→LCU）： 
定数出力（形式 166）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ
設定 

● ループコントロールボードの場合 

1. システム共通ブロック（形式 000）の HMI I/F機能関連の設定 
2. タグの設定 
・計器ブロックデータ： 

CSVタグの設定 
・個々の接点信号： 
内部スイッチ内の個々の接点に対して、モニタ Plus用タグの設定 
・個々のアナログ信号（LCB→パソコン）： 
入力選択（形式 162）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ
設定 

・個々のアナログ信号（パソコン→LCB）： 
定数出力（形式 166）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ
設定 

注：ループコントロールユニット、ループコントロールボードのいずれの場合も、計器ブロ
ックデータ以外の、個々の接点信号、アナログ信号をモニタ/設定するには、以下の計器
ブロックをモニタ Plus用に別途、貼り付けて結線することが必要です。 

  ・個々の接点信号をモニタ Plusでモニタ/設定する場合、接点信号を接点接続（形式 201）
＋内部スイッチ（形式 209）に入出力することが必要です。 

  ・個々のアナログ信号をモニタ Plusでモニタする場合、アナログ信号を入力選択（形式
162）に出力することが必要です。 

  ・個々のアナログ信号をモニタ Plusから設定する場合、定数出力（形式 166）からアナ
ログ信号を入力することが必要です。 
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5）モニタ Plus用タグファイルの生成 

ツールソフトにてモニタ Plus用タグファイルを生成します（[実行]－[タグファイル出
力]－[モニタ Plusタグ]）。 
 

お願い 

 

モニタ Plusを起動中に、モニタ Plus用タグファイルを出力すると、以下のダイアロ

グが表示されます。 

 
モニタ Plus起動中にモニタ Plus用タグファイルを出力しても、タグ情報は更新され

ません。更新するには、モニタ Plusを再起動してください。 

 

6）計器ブロックデータのループコントロールユニット/ボードへのダウンロード 

計器ブロックをダウンロードします。 
 

7）モニタタグファイルのコンパイル 

モニタ Plusを起動し、メインウィンドウの［起動］または[Setup]ボタンをクリック 
モニタ Plus用タグファイル（monitor.csv）をもとに、モニタタグファイル（ファイル
名：mtagmstおよび mtagsubmst）が自動生成されます。 
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1－1－4 ツールソフトとの関係 

■ タグ名の設定 

（前記の「1－1－3 モニタ Plus使用の条件」に示したとおり）モニタ Plusで計器ブ
ロックデータをモニタ／操作する場合、ツールソフトによる以下の操作が必要です。 
1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 
2）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
3）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
4）モニタ Plus用タグファイルの生成 
5）計器ブロックデータのループコントロールユニット/ボードへのダウンロード 
6）モニタタグファイルのコンパイル 
 
なお、モニタ Plusは、タグ名が付けられているものはすべて同列で扱います。 
 

■ 各 ITEMの設定 

計器ブロックの各 ITEMの設定に関しては、以下のように使い分けます。 
基本的に、ツールソフトによって初期設定データ（S）を設定し、モニタ Plusによっ
て運転データ（O）を設定します。 

○：基本的に設定、△：可能だが S例外、×：設定不可能 
ツールソフト 
分類 

記号 
（Type）

ITEM 例：PIDブロック ツール 
ソフト 

モニタ
Plus 

初期設定データ S 各計器ブロックの初
期設定用パラメータ 

正逆動作方向、SP設
定方式、補償方式など 

○ × 

運転データ O 各計器ブロックの運
転用パラメータ 

例：PIDブロックの
SP、警報設定、PID定
数など 

△ ○ 

注：初期設定データ（S）、運転データ（O）の分類は、ツールソフトの各 ITEMデータ設定画面
に表示されます。 
各計器ブロックごとの ITEM詳細については、計器ブロックリファレンスマニュアルの以下
の内容で確認してください。 

例） 
ITEM種類 ITEM 

 
データ内容 読み書き方法 

R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、－：読み書
き不可、 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読み
書き。 
（S）：初期設定データ、（O）：運転データ 

   ツールソフトによる モニタ Plusによる 

パラメータ 004 演算周期(秒） R/W(S) － 
パラメータ 008 上上限警報設定値 R/W(O) R/W 
 012 ヒステリシス設定値 R/W(S) － 
パラメータ 023 ローカル SP設定値 R/W(O) R/W 
 024 SP設定方式（初期設定） 

0：ローカルのみ、1：リモート／ロー
カル可能 

R/W(S) R 

 

参 考 

 

アナログ値の場合、基本的にモニタ Plusで設定します。ツールソフトで設定するとき

は、工業単位のスケーリングした値で設定することはできず、0～100%の%単位の値

で設定しなければなりません。 
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1－1－5 画面と計器ブロックの関係 
画面と計器ブロックの関係は、以下のとおりです。 

使用計器ブロック（○：使用、－：使用せず） 画面 

ループコントロールユニット： 
全ブロック送信、全ブロック受信
の登録 
ループコントロールボード： 
システム共通ブロックの HMI/IF
機能関連の設定 

入力選択（形式 162）内部スイッチ 
（形式 209） 

定数出力 
（形式 166） 

ユーザ
カスタ
マイズ 

オーバー
ビュー画
面 

－ － － － 

 制御画面 ○（基本 PID、高度 PID、ブレンド
PID（形式 013）、流量バッチ仕込
み（形式 014）、指示設定、指示
操作、比率設定、指示、2位置オ
ンオフ、3位置オンオフ、上下限
警報、折れ線プログラム 2、オン
オフ弁操作、モータ操作、可逆モ
ータ操作、モータ開度操作、タイ
マ、カウンタ） 

○（アナログ信号、
またはアナログ値の
パラメータ） 

○（接点信号、または
接点のパラメータ） 

○（アナログ出
力） 

 チューニン
グ画面 

○（折れ線プログラム 2） － － － 

 トレンド
画面 

 バッチ 
トレンド
画面 

○（基本 PID、高度 PID、ブレンド
PID（形式 013）、流量バッチ仕込
み（形式 014）、指示設定、指示
操作、比率設定、指示、2位置オ
ンオフ、3位置オンオフ、の PV、
SP、MVのみ） 

○（アナログ信号、
またはアナログ値の
パラメータ） 

○（接点信号、または
接点のパラメータ） 

○（アナログ出
力） 

 折れ線 
プログラ
ム 2画面 

○（折れ線プログラム 2） ○（拡張測定タグと
して指定可能） 

○（拡張測定タグとし
て指定可能） 

○（拡張測定タグ
として指定可能）

 グラフィ
ック 
画面 

○（制御画面と同じ計器ブロック
のタグ ITEM） 

○（アナログ信号、
またはアナログ値の
パラメータ） 

○（接点信号、または
接点のパラメータ） 

○（アナログ出
力） 

 アナンシ
エータ画
面 

○（制御画面と同じ計器ブロック
のタグ ITEMの内の接点） 

－ ○（接点信号、または
接点のパラメータ） 

－ 

 操作ガイ
ド画面 

－ － ○（接点信号、または
接点のパラメータ） 

－ 

 システム
モニタ画
面 

－ － － － 

システ
ム固定 

アラーム
サマリー
画面 

○（タグ登録時に自動アラーム割
付をした接点） 

－ ○（タグ登録時に自動
アラーム割付をした
接点） 

－ 

 操作履歴
画面 

－ － － － 

 システム
モニタロ
グ画面 

－ － － － 
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1－1－6 モニタ Plusの仕様 
項目 仕様 

品名 CX-Processモニタ Plus 
形式 形WS02-LCMC1-JV2 
適用 PLC機種 CS/CJシリーズ 
適用ユニット ・ループコントロールユニット Ver.2.0以降 

・ループコントロールボード 
・プロセス CPUユニット 
・ループ CPUユニット 

パソコン DOS/Vパソコン 
CPU 最低限の条件：Pentium MMX233MHz以上、推奨条件：Celeron 400MHz以上 

使用可能
なパソコ
ン OS Microsoft Windows2000 Professional 日本語版（Service Pack4 以降)／ 

WindowsXP Professional 日本語版／WindowsVista Ultimate,Business 日本語版 
（Windows95/98/ME/NT4.0 不可） 

 メモリ 最低限の条件：128Mバイト、推奨条件：256Mバイト以上 
 ハードディスクド

ライブ 
最低限の条件：650Mバイトの空きエリア、推奨条件：800Mバイト以上の空きエリア 

 モニタ 最低限の条件：XGA 、推奨条件：XGA以上、最低 1024×768、256色 
 CD-ROMドライブ 1台以上 
 マウス 推奨条件：マウスまたは互換性のあるポインティングデバイス 
 プリンタ Microsoft Windowsがサポートするプリンタ 
 サウンドボード 1枚 
同時インストールが必要なソ
フト 

FinsGateway（PLCとの通信方法に応じて選択） 
・SerialUnitドライバ（上位リンク用） 
・Controller Linkドライバ（Controller Link用） 
・CLK（PCI）ドライバ（Controller Link PCIバス用） 
・ETN_UNITドライバ（Ethernet用） 

接続方法 CPUユニット（ま
たはシリアルコミ
ュニケーションボ
ード／ユニット）と
の 
接続 

FinsGateway 
SerialUnitドラ
イバを使用時 

CPUユニットのペリフェラルポートまたは内蔵 RS-232Cポート、シリアル
コミュニケーションボード／ユニットのRS-232Cポートにパソコンを接続
・接続ケーブル： 
  CPUユニットのペリフェラルポートへ接続時： 
形 CS1W-CN□□□（2m、6m） 
  CPUユニットの RS-232Cポートへ接続： 
形 XW2Z-□□□-□（2m、5m） 
  （形式の詳細は、2-2項「PLCとの接続」参照） 
・PLCとの通信プロトコル：上位リンク（ツールバスは不可） 

Controller Link経由
での接続 

FinsGateway 
CLK（PCI）ドラ
イバを使用 

Controller Linkサポートボード（PCIバス）装着のパソコンに搭載し、
Controller Linkユニット装着の PLCに対して通信 

 

 FinsGateway 
Controller Link
ドライバを使用

Controller Linkサポートボード（ISAバス）装着のパソコンに搭載し、
Controller Linkユニット装着の PLCに対して通信 

 Ethernet経由での接
続 

FinsGateway 
ETN_UNITドラ
イバを使用時 

Ethernetボード装着のパソコンに搭載し、Ethernetユニット装着の PLCに
対して通信 

ループコントロールユニット/
ボード内データの指定方法 

ツールソフトにて CSVタグおよびモニタ Plus用タグ（CSVモニタタグ）を設定。そのタグ
を指定してデータを指定します。 

オフライン操作機能 オンライン操作画面の内、ユーザコンフィグレーション画面を作成 
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項目 仕様 

オンライン
操作機能 

オーバービュー
画面 

制御画面、トレンド画面などの画面への遷移用ボタンを配置。1画面あたり、4列、
8行表示。 
最大 32画面。制御画面のボタンには、各ループの警報状態を表示。 

 

ユーザコ
ンフィグ
レーショ
ン画面 制御画面 PID、指示などの調節器ブロックを、現場計器イメージで、1画面あたり最大 8ル

ープ表示。最大 400画面。 
SP、PV、MVの数値表示、PVのバー表示（スケーリング表示）、SP、MANなど
の設定操作。警報発生時、バーグラフの色変化。 
チューニング画面への遷移も可能。 

  チューニング 
画面 

PIDブロックの P、I、Dなどの各パラメータを設定する画面。PV、SP、MVのトレ
ンドをモニタしながら、調整が可能。最大 400×8＝3200画面。警報発生時、バー
グラフの色が変化。 
ファインチューニング（ユーザ要求度合に応じた PID定数の調整）が可能。 

  トレンド画面 各計器ブロックのタグ ITEMから出力されるアナログ信号を、一定周期で収集しフ
ァイルに保存。必要時に、1画面に最大 8点まで多点記録計の画面イメージで表示。

   リアルタイム 
トレンド 

1、2、5、10、30秒周
期、最大 480タグ、10、
20、50、100、300時間
分を保存 

   

データ収集
（ロガー機
能） 
 

ヒストリカル 
トレンド 

1、5、10、30、60分周
期、最大 960タグ、30、
150、300、900、1800
日間分を保存 

ボタン操作によるCSV形式
での手動保存、または定時
間隔でのCSV形式での自動
保存が可能（1、2、3、4、6、
8、10、12、18、20、24、48、
72、96、120、240時間ごと）

   データ表示 横軸：表示時間軸：2、4、8、12、24時間軸のスクロール可能 
縦軸：8点共通の軸、目盛りを 1、2、5、10倍拡大可能 
表示開始時刻を指定すると、その時点からデータを表示。 
表示色：赤、黄、緑、青、マゼンダ、パープル、シアン、白 

  バッチトレンド
画面 

各計器ブロックのタグ ITEMから出力されるアナログ信号を、タグデータの条件成
立時に、一定周期で収集し、自動データ保存。過去データと重ね合せ表示可能。

   データ収集 1分または 1秒周期、最大 960タグ、 
10日間または 4時間分を保存 

ボタン操作によるCSV形式
での手動保存、またはバッ
チ終了ごとにCSV形式での
自動保存が可能 
バイナリデータでの過去デ
ータの自動保存 

   データ表示 横軸：表示時間軸：以下の時間軸のスクロール可能 
         1、2、4、6、8、12、24、36、48、72時間 
         7、10日 
縦軸：8点共通の軸、目盛りを 1、2、5、10倍拡大可能 
表示開始時刻を指定すると、その時点からデータを表示。 
表示色：赤、黄、緑、青、マゼンダ、パープル、シアン、白 

  折れ線プログラ
ム 2画面 

折れ線プログラム 2（形式 157）の設定値に対する現在値のトレンドを表示。時間
軸のグラフを見ながら表形式で折れ線の設定も可能。 

   データ収集 1、10、60秒周期、 
3、30、180日分を保存 

ボタン操作によるCSV形式
での手動保存、またはバッ
チ終了ごとにCSV形式での
自動保存が可能 
バイナリデータでの過去デ
ータの自動保存 

   データ表示 横軸：表示時間軸：2、4、8、12、24、72時間軸のスクロール可能 
縦軸：目盛りを 1、2、5、10倍拡大可能 
表示開始時刻を指定すると、その時点からデータを表示。 
表示色：黄、水、緑、紫 

  グラフィック 
画面 

あらかじめ用意されているプラント計装用のグラフィック部品を画面に貼り付け
て、プラントの状態変化を表示。最大 200画面。 
・用意されている図形／画像部品： 
テキスト表示、直線、矩形、角丸矩形、楕円、多角形、画像 
・用意されている機能部品： 
 ・グラフィック固定表示部品： 
  テキスト、計器、温度計、発信器、オリフィス 
 ・グラフィック可変表示部品： 
  アナログ表示：バーグラフ表示、数値表示、タンク 
  アナログ設定：数値設定 
    接点表示： ポンプ、バルブ、パイプ 
    接点操作：スイッチ 
 ・画面表示用部品： 
  ジャンプ（画面呼び出し）部品、 
  FPスイッチ（フェースプレートポップアップ）部品 
 ・グラフィック画面を、1画面ごとにファイルとして保存／読出しが可能 
 ・複数のグラフィック部品を、グループ化し、ファイルとして保存／読出しが可能

  アナンシエータ
画面 

警報／異常発生時に、色替えおよび音によって、通知。同時に、画面要素上に、全
角 8文字×2行のメッセージを表示。 
1画面あたり 4列、4行に計 16個の画面要素を表示。最大 5画面。 
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項目 仕様 

オンライン
操作機能 

ユーザコ
ンフィグ
レーショ
ン画面 

操作ガイド画面 指定した内部スイッチの ON時に、あらかじめ登録しておいた全角 32文字×2行の
メッセージを発生時刻とともに表示。 
登録可能数：最大 1000メッセージ、メッセージ色：16色 
1画面で最大 1000個のメッセージを表示 
CSV形式で出力可能。 

 システム
固定画面 

アラームサマリ
ー画面 

調節器、警報器ブロックから発生する警報の記録（異常発生時刻、Tag名、PVま
たはMVの発生時の現在値、警報種類など）を保存し、後で一括表示。 
1画面で最大 1000個のアラームメッセージを表示。  
CSV形式で出力可能。 

  操作ログ画面 グラフィック画面のデータ部品およびスイッチ部品での操作や、制御画面またはチ
ューニング画面にてループコントロールユニット/ボード内の ITEMデータを変更
した記録（操作発生時刻、Tag名、変更前 ITEMデータ、変更後 ITEMデータなど）
を保存し、後で、一括で操作履歴として表示。 
1画面で最大 1000個の操作メッセージを表示。  
CSV形式で出力可能。 

  システムモニタ
画面 

ループコントロールユニット/ボードのシステムエラー情報を表示。 

  システムモニタ
ログ画面 

運転開始／停止の履歴、実行エラーの履歴を発生時刻とともに記録・表示。 
CSV形式で出力可能。 

ループコントロールユニット/ボードは、それ自体に、マンマシンインタフェース機能
を持ちません。したがって、各計器ブロックの運転状態をモニタするためには、モニ
タ Plusと接続して使用することが必要です。 
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1－1－7 モニタ Plusでモニタ／設定できるデータ 
モニタ Plusを使用してモニタ／設定することができるデータは、以下のとおりです。 

項目 ループコントロールユニット ループコントロールボード 

計器ブロックデータ ・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID
（形式 013）、流量バッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形
式 031）、指示操作（形式 032）、比率設定（形式 033）、指
示（形式 034）、2位置オンオフ（形式 001）、3位置オンオ
フ（形式 002） 
・演算ブロック： 
上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、
オンオフ弁操作（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆
モータ操作（形式 223）、モータ開度操作（形式 224）、タイ
マ（形式 205）、カウンタ（形式 208） 

接点信号 接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209）を介した接点
信号 

モニタ Plusへ送信 入力選択（形式 162）を介したアナログ信号 アナログ
信号 

モニタ Plusから設定 定数出力（形式 166）を介したアナログ信号 

 
ツールソフトを使用して、あらかじめ以下の設定が必要です。 

項目 ループコントロールユニット ループコントロールボード 

計器ブロックデ
ータ交換用 

全ブロック送信（形式 462）、
全ブロック受信（形式 461）
の登録 

システム共通ブロック（形式
000）の HMI I/F関連機能の設定

接点信号交換用 接点信号を接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209）

1.モニタPlusと
のデータ交
換用計器ブ
ロックの登
録/設定 アナログ信号交

換用 
入力選択（形式 162）、定数出力（形式 166） 

2. CSVタグ、モニタ Plus用タグの
設定 

・計器ブロックデータ： 
ツールソフトにて、各計器ブロックを選択して、[設定]－[タ
グ設定]－[CSVタグ]により、CSVタグを設定する。 

・接点信号： 
内部スイッチ内の各接点に対して、モニタ Plus用タグを設定
する。小項目を選択し、右クリック－[タグ設定]－[モニタ Plus
タグ]。 

・アナログ信号： 
入力選択または定数出力の各アナログ信号に対して、モニタ
Plus用タグを設定する。小項目を選択し、右クリック－[タグ
設定]－[モニタ Plusタグ]。 

3.モニタタグファイルの作成 モニタ Plusを起動し、[起動]または[Setup]ボタンをクリック 
 

お願い 

 

モニタ Plusでモニタ／設定できるデータは、タグ名が付いている上記データのみで

す。また、このタグ名の設定は、ツールソフト Ver.3.2以上によって行うことにご注

意ください。 

1－1－8 モニタ Plusで作成できるファイル 
モニタ Plusにより作成されるデータは、以下のとおりです。 
 

種類 内容 

グラフィック画面データ 
（拡張子：grf） 

グラフィック画面のデータ。1画面ごとに作成 

部品データ 
（拡張子：itm） 

グループ化された部品（機能部品、図形／画像）*1のデータ。
グループファイルの保存時に作成。 

＊1：ジャンプ部品、FPスイッチ部品を除く  
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1－2 基本的な操作フロー  
 

ここでは、モニタ Plusでモニタを実行するまでの操作の流れを説明します。 
モニタ Plusで設定/操作を行う前に、ツールソフトで次に示す設定を行う必要があり
ます。 

■ モニタ Plusによる画面のコンフィグレーション 

● （第 5章「画面のコンフィグレーション」を参照） 
・モニタ Plusによる監視システムの設計を行います。 
・オーバービュー画面に、制御画面、トレンド画面、グラフィック画面、アナンシエータ画面を登
録する形で、作成します。 

・登録時に、ツールソフトで設定したタグ（CSVタグおよびモニタ Plus用タグ）を選択する形で、
ループコントロールユニット/ボードのデータを画面上で指定します。 

・システムモニタ設定ウィンドウにおいて、PLCとの通信条件を設定します。 
 
以下の操作によります。 
1 [Omron]｜[CX-Process Monitor Plus]｜[CX-Process Monitor Plus]を選択 
2 メインウィンドウで、[Setup]ボタン 

3 パスワードを入力 

4 セットアップダイアログで、[System Monitor Builder]ボタンをクリックして、システムモニタ設
定ウィンドウを設定 

5 セットアップダイアログで、[Graphic Builder]ボタンをクリックして、グラフィック画面作成ウィ
ンドウを作成（タグ名の指定を含む）、保存 

6 セットアップダイアログで、[CRT Builder]ボタンをクリックして、ビルダウィンドウで画面を登
録（タグ名の指定を含む） 

7 ビルダウィンドウの[設定]メニューから[保存]、[OK] 

■ ツールソフトによる設定・転送 

● （ツールソフトオペレーションマニュアル（SBCC-823）を参照） 
1.ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスの設定（[設定]｜[アドレス設定]） 
2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
3. CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
・CSVタグの設定（[設定]－[タグ設定]－[CSVタグ]） 
・モニタ Plus用タグの設定（[設定]｜[タグ設定]｜[モニタ Plusタグ]） 

4.モニタ Plus用タグファイルの生成 
[実行]｜[タグファイル出力]｜[モニタ Plusタグ] 

5.計器ブロックデータのループコントロールユニット/ボードへのダウンロード 
6.モニタタグファイルのコンパイル 
モニタ Plusを起動し、[Setup]ボタンをクリック 

7 パスワードを入力 
注 1：ツールソフトにおいて、上記操作を実行していない場合、モニタ Plusでモニタすることはで

きません。 
注 2：ツールソフトにおいて設定したネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスの設

定がモニタ Plusでも有効です。 

■ モニタ Plusのインストール 

● （第 2章「セットアップ」を参照） 
1モニタ Plusのインストール 
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■ ●モニタ Plusによる画面のコンフィグレーションの確認 

● （5－7項「コンフィグレーションの確認」を参照） 
・コンフィグレーションした画面にしたがって、ループコントロールユニット/ボードのモニタが行
えるかどうか確認します。 

・モニタプロセスの起動によって、システムモニタ設定ウィンドウにて設定した通信条件にしたが
って、FinsGateway SerialUnit通信が起動します。（FinsGateway Controller Link、Ethernetは手動で
の通信設定が必要です。） 

 
以下の操作を行います。 
1 メインウィンドウで[Setup]ボタン 

2パスワードを入力 

3 セットアップダイアログで、[起動]ボタン（コンフィグレーションした画面のモニタプロセスの起動、
および通信の起動） 

4 オーバービュー画面で、各画面を選択し、各機能が正常に動作することを確認します。 

■ ●モニタの運用開始 

● （第 4章「モニタ画面の機能と操作」を参照） 
ループコントロールユニット/ボードのモニタを行います。 
 
以下の操作を行います。 
1メインウィンドウで［起動］ボタン 

2 オーバービュー画面で、各画面を選択します。 
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2－1 インストール 
 

モニタ Plusをインストールは、以下の手順で行います。 
 

モニタ Plus Ver.1のデータ変換作業 
（2－1－5項参照） 

FinsGateway（Embedded版）のインストール 
（2－1－1項、2－1－2項参照）

はい  

モニタ Plus Ver.1のデータ変換作業 
（2－1－5項参照）

モニタ Plus Ver.1の DBの変換 
（トレンド DB変換ユーティリティ） 

モニタ Plus Ver.1の DBの移動 

グラフィック画面データの再設定 
(グラフィック画面を使用していた場合)

変換されたデータのコピー 

いいえ 

モニタソフト、モニタ Plus Ver.1
のアンインストール 
（2－1－3項参照） 

はい 

いいえ 

 モニタソフト／モニタ
Plus Ver.1 をすでにイン
ストールしている 
 

モニタソフト／モニタ 

Plus Ver.1のデータをモニ
タPlus Ver.2で使用する
 

モニタソフトのデータ変換作業 
（2－1－6項参照）

モニタソフトの DBの変換 
（トレンド DB変換ユーティリティ） 

ツールソフトにて設定済みのモニタタグ
をすべてモニタ Plusタグに再設定 

モニタソフトの DBの移動 

グラフィック画面データの再設定 
(グラフィック画面を使用していた場合)

再設定したモニタ Plus Ver.2タグを制御
画面、グラフィック画面に再割付 

変換されたデータのコピー 

モニタソフトのデータ変換作業 
（2－1－6項参照）

（アンインストールすると、
画面構成データ、トレンド情
報が消去されます。） 

モニタ Plus Ver.1 

モニタソフト 

新規 
インストール 

アップデート 

（以前のデータを使用し
ない） 

 使用するモニタソフト
／モニタPlusのデータ
のバージョンは？ 

モニタソフトのアンインストール 

（2－1－3項参照）
モニタ Plus Ver.1のアンインストール 

（2－1－3項参照）

モニタ PlusVer.2のインストール（2－1－4項参照） 

 
 

お願い 

 

・本ソフトはWindows2000/XP/Vistaを OSとしたパソコンにインストールすること
が必要です。Window 95/98/Me/NT4.0では動作しません。 
・必ず、FinsGateway（Embedded版）をインストールした後に、モニタ Plusをイ
ンストールしてください。モニタ Plusを先にインストールすることはできません。

・FinsGateway（Embedded版）をインストールしていない場合、モニタ Plusを立
ち上げることができませんのでご注意ください。 

・本 CX-Processを PLCと上位リンクによってオンライン接続する場合、本
CX-Processを FinsGateway Version 1と同一のパソコンにインストールして使用
することはできません。 
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2－1－1 FinsGatewayのインストールの前に 
モニタ Plusを使用するには、モニタ Plusをインストールしたパソコンに通信ドライバ
（FinsGateway）をインストールすることが必要です。 
 

■ FinsGatewayのバージョンについて 

本モニタ Plusには、FinsGateway Version 3、および 2003（Embedded版）がバンドルさ
れています。通信ドライバに FinsGatewayを使用する場合、どちらか一方をインスト
ールしてください。 
なお、FinsGatewayの「ランタイム版」を使用することも可能です。ランタイム版がす
でにインストールされている場合、Embedded版をインストールすることは不要です。 
 

● 通信ドライバの選択 

モニタ Plusでは、以下の通信ドライバをサポートしています。 
・FinsGateway Ver.3.12 
・FinsGateway Ver.2003 
お客様の用途によって、インストールを行う通信ドライバを選択してください。 
以下に目安となる選定方法を示します。○：対応、×：非対応 

・ OS 
OS

通信ドライバ 
Windows2000
（注 1） 

WindowsXP 
（注 2） 

WindowsVista 
（注 3） 

FinsGateway Ver.3.12 ○ ○ × 
FinsGateway Ver.2003 ○ ○ ○ 
注 1：モニタ Plusでは、Windows2000 Professional Service Pack 4 以降のみサポート。 
注 2：モニタ Plusでは、WindowsXP Professional のみサポート。 
注 3：モニタ Plusでは、WindowsVista Ultimate/Business のみサポート。 

・ 通信 
通信方式

通信ドライバ 

ツールバス
（Toolbus）接続時

パソコン側 Ethernet 
二重化時 

FinsGateway Ver.3.12 × × 
FinsGateway Ver.2003 ○ ○ 

 

■ FinsGatewayインストール前の確認事項 

・ すでに Version 2以前の FinsGatewayをインストールしている場合： 

「手順 1) FinsGatewayの設定を保存します」から実行してください。 

・ 初めて FinsGatewayをインストールする場合： 

「手順 4) Microsoft Internet Explorerのセットアップ」から実行してください。 
 

■ FinsGatewayインストール前に行うこと 

手順 1）FinsGatewayの設定を保存します 

必要に応じて、現在の FinsGatewayの設定を保存します。 
 

お願い 

 

設定を保存せずに FinsGatewayをアンインストールした場合、FinsGatewayの設定

情報が初期値に戻る場合がありますので、必ず設定を保存してください。 

 
1. CDに格納された「設定の保存/復元」プログラムを実行します。 
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<CD-ROMドライブ>:¥Fgwv3¥FgwUtils¥SettingSalvage.exe 

 
2. ダイアログボックスの「ファイルへ保存」ラジオボタンをクリックして選択し、
［OK］ボタンをクリックします。 
 

手順 2）旧バージョンの FinsGatewayのアンインストール 

旧バージョンの FinsGatewayをアンインストールします。アンインストールの方法は、
商品のマニュアルにしたがってください。 

 

お願い 

 

FinsGatewayのアンインストールは、FinsGatewayが使用するすべてのファイル、登

録情報を削除しません。これに起因して、FinsGatewayの再インストールが正しく行

えない場合は、商品 CDに含まれる次のプログラムを実行して、FinsGatewayが使用

していたすべてのファイル、登録情報を削除してください。 

<CD-ROMドライブ>:¥Fgwv3¥FgwUtils¥FgwRemover3.exe 

 

手順 3）システムの再起動 

旧バージョンの FinsGatewayのアンインストール後は、かならずシステムを再起動し
てください。再起動せずに、次以降の手順を実行した場合、システムが正しく更新さ
れない可能性があります。 

手順 4）Microsoft Internet Explorerのセットアップ 

システムにMicrosoft Internet Explorerが存在しないか、インストールしているバージョ
ンが古い場合、FinsGatewayのインストーラは、更新するよう警告します。Microsoft 
Internet Explorerを更新してください。 
商品は、Microsoft Internet Explorerを含んでいません。Microsoft社から入手してセット
アップしてください。 

手順 5）HTML Helpランタイムコンポーネントの更新 

システムに HTML Helpランタイムコンポーネントが存在しないか、古いバージョンが
インストールされている場合、以下の手順にしたがって、HTML Helpランタイムコン
ポーネントを更新してください。FinsGatewayのインストーラは、その旨警告します。 
1. 商品 CDに格納された HTML Helpランタイムコンポーネントを実行します。 

<CD-ROMドライブ>:¥Fgwv3¥Update¥hhupd.exe 
2. プログラムの指示にしたがって、HTML Helpランタイムコンポーネントを更新しま
す。 

3. 更新プログラムは、最後にシステムの再起動をうながすメッセージを表示する場合
があります。 
再起動を促された場合は、必ずシステムを再起動してから次の作業を行ってくださ
い。再起動せずに、FinsGatewayのセットアップを行った場合、FinsGatewayは正し
く動作しません。 
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2－1－2 FinsGateway（Embedded版）のインストール 

■ FinsGateway Version 3を使用する場合 

インストールの順は、FinsGateway Version 3をインストールした後、FinsGateway Update 
3.12をインストールします。 

 
● FinsGateway Version 3のインストール 

1. CD-ROM内の、［Fgwv3］｜［FGW3ee］フォルダ内の以下のいずれかのフォルダ
を、PLCとの通信方法に応じて選択します。 

  
 

フォルダ名 内容 

Clk Controller Linkサポートボード（ISAバス）を介して、Controller Linkによって、
ツールソフトおよびモニタ Plusを PLC（プログラマブルコントローラ）と接
続する場合 

Clk(PCI) Controller Linkサポートボード（PCIバス）を介して、Controller Linkによって
ツールソフトおよびモニタ Plusを PLC（プログラマブルコントローラ）と接
続する場合 

Etn Ethernetによって、ツールソフトおよびモニタ Plusを PLC（プログラマブルコ
ントローラ）と接続する場合 

Serial 上位リンク（SYSWAY）によってツールソフトおよびモニタ Plusを PLC（プ
ログラマブルコントローラ）と接続する場合 

 
以下、ここでは、上位リンク（SYSWAY）の場合で説明します。 

 
2. Explorerなどから、CD-ROM内の［Serial］｜［disk1］内の以下のアイコンをダブ
ルクリックします。 

 
以下の画面が表示されます。 

 



2－1 インストール 
2－1－2 FinsGateway（Embedded版）のインストール 

2-6 

2 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ 

3.［次へ］をクリックします。［ユーザの登録］ダイアログボックスが表示されます。 

 
 

4. 名前と組織名を入力し、［OK］をクリックします。 
［確認］ダイアログボックスが表示されます。 

 
 

5. ［はい］ボタンをクリックします。 
［インストール先の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

 
 

6. ［次へ］ボタンをクリックします。 
［プログラムフォルダの選択］ダイアログボックスが表示されます。 
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7. インストール先を確認して、［次へ］ボタンをクリックします。 
インストールが開始されます。 
インストール終了後、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
［完了］ボタンをクリックします。 

 
● FinsGateway Update 3.12のインストール 

1. Explorerなどで CD-ROMを開いて、［Fgwv3］｜［FgwUpdate］内にある以下のア
イコンをダブルクリックします。 

 
2. 以下のダイアログボックスが表示されます。 
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3. ［次へ］ボタンをクリックします。 
 ［情報一覧］ダイアログボックスが表示されます。 

 
 
4. インストール先を確認し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 ［ファイルコピーの開始］ダイアログボックスが表示されます。 

 
 
5. インストール先を確認して、［次へ］ボタンをクリックします。 
 インストールが開始されます。 
 インストール完了後、以下のダイアログボックスが表示されます。 
 ［完了］ボタンをクリックします。 
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■ FinsGateway Version 2003を使用する場合 

1. CD-ROM内の［Fgw2003］フォルダ内の「setup.exe」（¥Fgw2003¥Fgw2003¥Disk 
Images¥Embed¥setup.exe）をダブルクリックします。 

 以下の画面が表示されます。 
「次へ」をクリックします。 

 
2. 以下の画面が表示されます。 

 
 
3. 「ユーザ名」と「会社名」を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 
4. 必要なツールソフトで必要な通信ドライバを選択します。 
 特に問題がない場合、すべてチェックして［次へ］ボタンをクリックします。 
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5. インストール先を指定します。 
 特に変更する必要がない場合、そのまま［次へ］ボタンをクリックします。 

 
 
6. 以下の画面が表示されます。［インストール］ボタンをクリックすると、インスト
ールが開始されます。 

 
 
7. インストールが完了すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 
 ［完了］ボタンをクリックして、コンピュータを再起動してください。 

 
 
以上でインストールは完了です。 
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2－1－3 モニタソフト／モニタ Plus Ver.1のアンインストール 
モニタソフトをすでにインストールしている場合は、それをアンインストールするこ
とが必要です。以下にその手順を示します（モニタ Plus Ver.2とモニタソフト／モニタ
Plus Ver.1を同一のパソコンにインストールすることはできません）。 
 

お願い 

 

モニタソフト／モニタ Plus Ver.1をアンインストールすると、画面構成データ、トレ

ンド情報などが消去されます。これらのデータを消去したくない場合は、アンインスト

ールする前に、モニタソフト／モニタ Plus Ver.1がインストールされているディレク

トリから、これらのデータを適切な場所に移動してください。 

また、これらのデータをモニタ Plus Ver.2で使用するには、「2－1－6 モニタソフト

のデータ変換作業（2-18ページ）」を参照してください。 

・画面構成データ、トレンドデータ： 

DB Pathを変更せずにデフォルトのままご使用の場合、以下のフォルダにデータが存

在します。 

このフォルダをそのままコピーして、退避してください。 

・モニタ Plusの場合 ：Program Files¥Omron¥CX-Process Monitor Plus¥DB

・モニタソフトの場合 ：Program Files¥Omron¥CX-Process Monitor¥DB 
DB Pathを切り替えてご使用の場合は、アンインストールした場合でもデータは消
去されませんが必要に応じて、データを退避してください。 
・グラフィック画面データ： 

Graphic Builderにて作成したグラフィック画面データは、以前ファイルを作成した
時に任意のディレクトリに保存されています。 
画面データはアンインストールしても消去されませんが、必要に応じて、データを退
避してください。 

 
1 ［スタート］｜［設定］｜［コントロールパネル］｜［アプリケーションの追加と
削除］を起動します。 

2 ［CX-Process Monitor］または、［CX-Process Monitor Plus］を選択します。 
3 ［追加と削除］ボタンをクリックします。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。アンインストールが実行されます。 
5 アンインストールが終了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
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2－1－4 モニタ Plusのインストール 
1. モニタ Plusのインストールディスク（CD-ROM）を、CD-ROMドライブにセット
します。 

2 Explorerなどから、CD-ROM内の［CX-Process Monitor Plus］｜［Disk1］内の［Setup.exe］
アイコンをダブルクリックします。 

 
セットアップの準備中のダイアログボックスが表示された後、セットアップウィザー
ドが表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

お願い 

 

パソコンにすでにモニタソフトまたは、モニタ Plus Ver.1がインストールされている

場合、モニタソフト／モニタ Plus Ver.1のアンインストールを促すメッセージが表示

され、インストールを途中で終了します。 

モニタソフト／モニタ Plus Ver.1をアンインストールした後、再びモニタ Plus Ver.2

のインストールを行ってください。 

モニタソフト／モニタ Plusのアンインストールについては、「2－1－3 モニタソフト

／モニタ Plus Ver.1 のアンインストール」を参照してください。 

 
3. ［使用許諾契約］ダイアログボックスが表示されます。 

 
「製品使用許諾契約」をよくお読みになり、すべての条項にご同意いただける場合は、
「使用許諾契約の全条項に同意します」にチェックを入れ、［次へ］ボタンをクリッ
クしてください。 
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4. ［ユーザ情報］ダイアログボックスが表示されます。 

 
ユーザ名、会社名は、パソコンに登録されている名前がデフォルトで入力されます。
ライセンス番号を入力して、［次へ］ボタンをクリックします。 
ライセンス番号は、付属の「ソフトウェア使用許諾契約書／ユーザ登録はがき」に
記載されています。 

 
5. ［インストール先の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

 
インストール先を確認し、［次へ］ボタンをクリックします。 
デフォルトでは、「C:¥Program Files¥OMRON¥CX-Process Monitor Plus¥」のディレ
クトリにインストールされます。 

 
6. ［プログラムフォルダの選択］ダイアログボックスが表示されます。 

  
スタートメニューのプログラムフォルダに新しいショートカットを追加する場所
を指定します。［次へ］ボタンをクリックします。 
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7. ［DBフォルダインストール先の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

 
インストール先を確認し、［次へ］ボタンをクリックします。 
デフォルトでは、「C:¥OMRON¥CX-Process Monitor Plus¥DB¥」のディレクトリにイ
ンストールされます。 
 
Windows2000/XPでは、［DBフォルダの選択］ダイアログボックスは表示されませ
ん。DBフォルダは、「C:¥Program Files¥OMRON¥CX-Process Monitor Plus¥DB¥」 
のディレクトリにインストールされます。 

 
8. ［インストール準備の完了］ダイアログボックスが表示されます。 

 
［インストール］ボタンをクリックします。 
インストールプログラムにより、インストールが開始されます。 
インストール内容の確認または変更する場合は、［戻る］ボタンをクリックします。 
インストールを中止する場合は、［キャンセル］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2－1 インストール 
2－1－4 モニタ Plusのインストール 

2-15 

2 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ 

9. インストールが終了すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 
 ［完了］ボタンをクリックします。 

 
 

お願い 

 

インストール後は、Windows の再起動が必要な場合があります。必要に応じてイ
ンストールウィザードのメッセージにしたがって再起動してください。 

 
10. パソコンの再起動完了後、「Readmeファイル」が表示されます。 
 

お願い 

 

モニタ Plusを使用する前に必ず、「Readmeファイル」をお読みください。 

 
以上で、モニタ Plusのインストールは完了です。 
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2－1－5 モニタ Plusのデータ変換作業 
現在のパソコンにインストールされているモニタ Plusのデータを、最新のモニタ Plus
のバージョンで使用したい場合は、以下の手順でデータ変換する必要があります。 
 

1）モニタ Plusのバージョンを確認 

現在のパソコンにインストールされているモニタ Plusのバージョンを確認します。 
 

2）モニタ Plusの DBの移動 

現在のパソコンにインストールされているモニタ Plusのデータが保存されているフォ
ルダ（注）を、適当な場所に移動してください。 
注：File System Setupの[DB Path]にて設定されているフォルダ。  
モニタ Plus Ver2.1以前のデフォルト設定 
C:¥Program Files¥Omron¥CX-Process Monitor Plus¥DB 

 

3）モニタ Plusの DBの変換（トレンド DB変換ユーティリティ） 

トレンド DB変換ユーティリティを使用して、トレンドグループの定義ファイルを最
新のモニタ Plus用に変換します。 
 
1. トレンド DB変換ユーティリティを起動します。なお、トレンド DB変換ユーティ
リティは以下の場所に存在します。 
<CD-ROMドライブ>:¥MonitorPlusUpDate¥UpDatePlusV2.exe 

 以下の画面が表示されます。 

 
2. 「2）モニタ Plusの DBの移動」でコピーした「モニタ Plusのデータ」の保存場所
を[参照ボタン]をクリックし、指定してください。 

3. 「1）モニタ Plusのバージョンを確認」で確認したバージョンに基づき、変換ボタ
ンをクリックしてください。 
・モニタ Plus Ver.1.0の場合： 

Plus Ver.1.0フォーマット(V1.0)→Plus Ver 2.1 
・モニタ Plus Ver.2.0の場合： 
モニタ Plusの Ver.2.0の DBは、モニタ Plus Ver2.1で利用できますので変換操作
は不要です。 

 

お願い 

 

一部のデータは、トレンド DB変換ユーティリティでは変換できません。 
モニタ Plusへの変換仕様については、2-1-7項「モニタ Plusへの変換仕様」を参
照してください。 

 



2－1 インストール 
2－1－5 モニタ Plusのデータ変換作業 

2-17 

2 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ 

 

4）モニタ Plusのインストール 

5）変換されたデータのコピー 

「3）モニタ Plusの DBの変換」実施後に、「2）モニタ Plusの DBの移動」でコピー
した「モニタ Plusのデータ」の保存フォルダの下に「ConvertedData」というフォルダ
が生成されます。そのフォルダ内のファイルをすべて（GRFフォルダおよび、GRFフ
ォルダ内の全ファイルを含む）、新しくインストールしたモニタ Plusの DBフォルダ
（注）へ上書きコピーしてください。 
注：File System Setupの[DB Path]にて設定されているフォルダ。  
モニタ Plus Ver2.1のデフォルト設定 
Windows2000/XPの場合 ：C:¥Program Files¥Omron¥CX-Process Monitor Plus¥DB 
Windows Vistaの場合 ：C:¥Omron¥CX-Process Monitor Plus¥DB 

6）グラフィック画面データの再設定（グラフィック画面を使用していた場合） 

グラフィック画面を使用していた場合、モニタ Plusにてグラフィック画面のデータを
再設定します。 
1. モニタ Plusを起動します。 
2. Graphic Builderを起動し、ファイルメニューから"ファイル情報変更"を選択します。 
3. 以前のグラフィック画面の登録情報が表示されますので、それぞれの画面について、 
モニタ Plusの DBフォルダ内の GRFフォルダ内の各グラフィックファイルを指定
します。 
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2－1－6 モニタソフトのデータ変換作業 
モニタソフトのデータを、モニタ Plusでも使用したい場合は、以下の手順でデータ変
換する必要があります。 
 

1）モニタソフトのバージョンを確認 

現在のパソコンにインストールされているモニタソフトのバージョンを確認します。 
 

2）ツールソフトにて設定済みのモニタタグをすべてモニタ Plusタグに再設定 

モニタソフトで使用するモニタタグは、モニタ Plusでは使用できません。このため、
ツールソフトにて設定済みのモニタタグをすべてモニタ Plusタグに再設定する必要が
あります。以下の手順に従ってください。 
モニタ Plusタグのタグ名をモニタタグと同じものにすると、「9）再設定したモニタ
Plusタグを制御画面、グラフィック画面に再割付」のとき、作業を最小限にできます。 
1. ツールソフトにて、モニタタグリスト（[実行]｜[タグファイル出力]｜[モニタータ
グ]）を表示し、使用しているモニタタグを確認します。 

2. 「モニタソフトとのデータ交換用計器ブロック」に対応する「モニタ Plusとのデー
タ交換用計器ブロック」を登録します。 

3. 「モニタソフトとのデータ交換用計器ブロック」に設定されているモニタタグを、
すべて対応する「モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロック」にモニタ Plus用タ
グとして設定します。 

4. モニタ Plus用タグファイルを出力します（[実行]｜[タグファイル出力]｜[モニタ
Plusタグ]）。 

 

3）モニタソフトの DBの移動 

モニタソフトのデータが保存されているフォルダ（注）をモニタソフトがインストー
ルされているディレクトリから、適当な場所に移動してください。 
注：File System Setupの[DB Path]にて設定されているフォルダ。デフォルトでは、C:¥Program 

Files¥Omron¥CX-Process Monitor¥DB  
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4）モニタソフトの DBの変換（トレンド DB変換ユーティリティ） 

トレンド DB変換ユーティリティを使用して、トレンドグループの定義ファイルをモ
ニタ Plus用に変換します。 
 
1. トレンド DB変換ユーティリティを起動します。なお、トレンド DB変換ユーティ
リティは以下の場所に存在します。 
<CD-ROMドライブ>:¥MonitorPlusUpDate¥UpDatePlusV2.exe 

 以下の画面が表示されます。 

 
2. 「3）モニタソフトの DBの移動」でコピーした「モニタソフトのデータ」の保存
場所を[参照ボタン]をクリックし、指定してください。 

3. 「1）モニタソフトのバージョンを確認」で確認したバージョンに基づき、変換ボ
タンをクリックしてください。 
・モニタソフト Ver.1.2の場合： 

Ver.1.2フォーマット(V1.2)→Plus Ver 2.1 
・モニタソフト Ver.1.5の場合： 

Ver.1.5フォーマット(V1.5)→Plus Ver 2.1 
・モニタソフト Ver.2.0または Ver.2.5の場合： 

Ver.2.0フォーマット(V2.0/2.5)→Plus Ver 2.1 
・モニタソフト Ver.2.6の場合： 

Ver.2.6フォーマット(V2.6)→Plus Ver 2.1 
 

お願い 

 

一部のデータは、トレンド DB変換ユーティリティでは変換できません。 
モニタ Plusへの変換仕様については、2-1-7項「モニタ Plusへの変換仕様」を参
照してください。 

 

5）モニタソフトのアンインストール 

6）モニタ Plusのインストール 
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7）変換されたデータのコピー 

「4）モニタソフトの DBの変換」実施後に、「3）モニタソフトの DBの移動」でコ
ピーした「モニタソフトのデータ」の保存フォルダの下に「ConvertedData」というフ
ォルダが生成されます。そのフォルダ内のファイルをすべて（GRFフォルダおよび、
GRFフォルダ内の全ファイルを含む）、新しくインストールしたモニタ Plusの DBフ
ォルダへ上書きコピーしてください。 
注：File System Setupの[DB Path]にて設定されているフォルダ。  
モニタ Plus Ver2.1 デフォルト設定 
Windows2000/XP：C:¥Program Files¥Omron¥CX-Process Monitor Plus¥DB 
WindowsVista：C:¥Omron¥CX-Process Monitor Plus¥DB 

8）グラフィック画面データの再設定（グラフィック画面を使用していた場合） 

グラフィック画面を使用していた場合、モニタ Plusにてグラフィック画面のデータを
再設定します。 
1. モニタ Plusを起動します。 
2. Graphic Builderを起動し、ファイルメニューから"ファイル情報変更"を選択します。 
3. 以前のグラフィック画面の登録情報が表示されますので、それぞれの画面について、
モニタ Plusの DBフォルダ内の GRFフォルダ内の各グラフィックファイルを指定
します。 
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9）再設定したモニタ Plusタグを制御画面、グラフィック画面に再割付 

1. モニタソフトで使用していたモニタタグと異なるタグ名を「2）ツールソフトにて
設定済みのモニタタグをすべてモニタ Plusタグに再設定」で設定した場合、CRT 
Builderにて制御画面やトレンド画面上のタグ名を新しく登録したタグ名に設定し
なおします。 

2. グラフィック画面上の各部品でタグ名は割りついているもの(メータやタンクなど)
はすべて、「2）ツールソフトにて設定済みのモニタタグをすべてモニタ Plusタグ
に再設定」にて設定したタグ名を再度設定します。 

 

2－1－7 モニタ Plusへの変換仕様 
トレンド DB変換ユーティリティにより、最新のモニタ Plusのデータへ変換した場合
の仕様を下記に示します。 
変換後のデータは、必要に応じて最新のモニタ Plusで再設定してください。 
 

変換結果 各設定／画面 

モニタPlus 
Ver.1のデータ

モニタソフト
のデータ 

備考 

各タグ情報 ○ × ・モニタソフトのデータ変換時には、モ
ニタ Plus用のタグを新たに生成する
必要があります。 

System Info.設定 ○ ○ ・バージョンアップによる追加の設定項
目には、デフォルト値が設定されます。

システムモニタ設定 ○ ○  
オーバービュー画面 ○ ○  
制御画面 ○ ○  
チューニング画面 ― ―  

タグ設定 ○ ○  

ヒストリカルトレンド
データ 

× × ・過去のログデータは破棄されます。 

トレンド画面 

リアルタイムトレンド
データ 

× × ・過去のログデータは破棄されます。 

グラフィック画面 
データ 

○ ○ ・グラフィック画面のデータのあるパス
を再設定する必要があります。 
2-1-5項、または 2-1-6項の「グラフィ
ック画面データの再設定」を参照して
ください。 

グラフィック画面 

グラフィック部品 ○ ○ ・前バージョンのまま変換されますが、
バージョンアップによる新機能は使
用できません。 
新機能を使用したい場合は、モニタ
Plusの最新バージョンで作成し直し
てください。 

アナンシエータ画面 ○ ○  

操作ガイドメッセージ △ △ ・操作ガイドメッセージの設定は変換 
されます。 
・過去のログデータは破棄されます。 

アラームサマリー画面 △ △ ・アラームメッセージ、アラームタグの
設定は変換されます。 
・過去のログデータは破棄されます。 

操作ログ画面 × × ・過去のログデータは破棄されます。 

システムモニタログ画面 × × ・過去のログデータは破棄されます。 

○：変換可能，△：一部のみ変換，×：変換不可 
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2－2 PLCとの接続 
 
PLC（プログラマブルコントローラ）との接続には、以下の 3つの方法があります。 
いすれの場合も、通信ドライバとして、FinsGateway（Embedded版）を使用します。 

通信ネットワーク 使用する FinsGateway 内容 

上位リンク（SYSWAY）＊1 SerialUnitドライバ PLCのペリフェラルまたは RS-232C
ポートとの接続（上位リンク
（SYSWAY）接続のみ可能） 

CLK（PCI）ドライバ 
（FinsGateway Version2は
使用不可） 

Controller Linkネットワーク 

Controller Linkドライバ 

Controller Linkサポートボードを介
して、Controller Linkユニット装着の
PLCとの接続 

Ethernetネットワーク ETN_UNITドライバ Ethernetボードを介して、Ethernetユ
ニット装着の PLCとの接続 

*1：ここでの上位リンク（SYSWAY）は、上位リンクのヘッダやターミネータで包んで FINSコ
マンドを発行する方式です（FinsGatewayで言う「SYSWAY-CV」です）。CPUユニット側
のシリアル通信モードは、上位リンク（SYSWAY）とします。 

 

2－2－1 上位リンク（SYSWAY）で接続する場合 
FinsGateway SerialUnitドライバを使用して、上位リンク（SYSWAY）によって、PLC
のペリフェラルポートまたは RS-232Cポートと接続します。 
 
CPUユニットのペリフェラルポートへの接続
時 

CPUユニットまたはシリアルコミュニケーション
ボード／ユニットの、RS-232Cポートへの接続時

 

ペリフェラルポート 

DOS/V パソコン 
（9pin オス） 

CS1 CPU ユニット 

接続ケーブル 
形 CS1W-CN226／626 

モニタ Plus ループコントロールユニット 

 

 

RS-232C ポート 

DOS/V パソコン

（9pin オス）

CS1 CPU ユニット 

推奨ケーブル 形 XW2Z-200S-CV 

ループコントロールユニット 
モニタ Plus 

 

 

お願い 

 

・シリアル通信モードは、上位リンク（SYSWAY）のみ可能です。 
FinsGatewayで言う「SYSWAY-CV」による通信です（上位リンクのヘッダやター
ミネータで包んで FINSコマンドを発行する方式です）。ツールバスでの接続はでき
ませんので、ご注意ください。 

・FinsGateway SerialUnitドライバがインストールされていない場合、上位リンク
（SYSWAY）で接続することはできませんので、ご注意ください。 
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参 考 

 

ツールソフト（パソコン）と PLC（CPUユニットまたはシリアルコミュニケーション

ボード／ユニット）との接続ケーブルは、以下のとおりです。 

● 接続ケーブル一覧 
ユニット ユニット側の 

ポート 
パソコン パソコン側

ポート 
シリアル通信モ

ード 
形式 

  
長さ ケーブル備考

形 CS1W-CN226 2.0m 内蔵ペリフェラルポー
ト 

DOS/V D-SUB 9 
ピンオス 

上位リンク
（SYSWAY） 形 CS1W-CN626 6.0m 

－ 

形 XW2Z-200S-CV 2m 

CPUユニット 

内蔵 RS-232Cポート 
D-SUB 9ピンメス 

   
形 XW2Z-500S-CV 5m 

ESD（静電気）
対策コネクタ
を使用 

 形 XW2Z-200S-CV 2m ESD（静電気）
対策コネクタ
を使用 

シリアルコミ
ュニケーショ
ンボード／ユ
ニット 

RS-232C 
ポート 
D-SUB 9ピンメス 

  

 形 XW2Z-500S-CV 5m  

 

お願い 

 

PLCの RS-232Cポートに、上記ケーブルのコネクタを接続するときは、接地された金

属に触れるなどして、人体の静電気を放電させてから、ケーブルのコネクタに触れてく

ださい。 

なお、とくに形 XW2Z-□□□S-CVタイプのケーブルは、ESD（静電気）対策のコネ

クタフード（形 XM2S-0911-E）を使用しているため、静電気に対してより強化されて

います。ただし、その場合でも、静電気を放電させてからコネクタに触れるようにして

ください。 

 
 
・ペリフェラルポートに RS-232Cケーブルを接続する場合は、以下の接続方式が可能
です。 
ユニット ユニット側の 

ポート 
パソコン パソコン側

ポート 
シリアル通信
モード 

形式 長さ ケーブル備考

CPUユニ
ット 

内蔵ペリフェ
ラルポート 

DOS/V D-SUB  
9ピンオス 

上位リンク
（SYSWAY）

形 CS1W-CN118 ＋  
形 XW2Z-200S-CV／
500S-CV 

0.1m＋（2m
または
5m） 

     形 CS1W-CN118 ＋  
形 XW2Z-200S-V／
500S-V 

 

形 XW2Z-□
□□S-CVは
ESD（静電気）
対策コネクタ
を使用 

・従来のケーブル形CQM1-CIF01/02を使用してペリフェラルポートに接続する場合は、
以下の接続方式が可能です。 
ユニット ユニット側の 

ポート 
パソコン パソコン側

ポート 
シリアル通信
モード 

形式 長さ ケーブル備考

CPUユニ
ット 

内蔵ペリフェ
ラルポート 

DOS/V D-SUB 9ピ
ンオス 

上位リンク
（SYSWAY）

形 CS1W-CN114 ＋  
形 CQM1-CIF02 

05m＋3.3m － 

・DOS/Vパソコンを RS-232Cケーブルで接続する場合、以下の接続方式も可能です。 
ユニット ユニット側の 

ポート 
パソコン パソコン側

ポート 
シリアル通信
モード 

形式 長さ ケーブル備考

形 XW2Z-200S-V 2m － CPUユニ
ット 

内蔵 RS-232C 
ポート 
D-SUB 9ピン
メス 

DOS/V D-SUB  
9ピンオス 

上位リンク 
（SYSWAY） 形 XW2Z-500S-V 5m  

形 XW2Z-200S-V 2m  シリアル
コミュニ
ケーショ
ンボード
／ユニッ
ト 

RS-232Cポー
ト 
D-SUB 9ピン
メス 

   
形 XW2Z-500S-V 5m  
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2－2－2 Controller Linkサポートボード経由で接続する場合 
FinsGateway Controller Linkドライバを使用して、Controller Linkネットワークで PLC
と接続します。 
 ループコントロール

ユニット

Controller Linkネットワーク

Controller Link
ユニット 

ループコントロール
ユニット 

モニタ Plus 

（DOS/Vパソコン） 

Controller Link
ユニット 

Controller Linkサポートボード  
 

お願い 

 

FinsGatewayのCLK（PCI）ドライバ、またはFinsGateway Version2以上のController 

Linkドライバがインストールされていない場合、Controller Linkで接続することはで

きませんので、ご注意ください。 

● Controller Linkユニット形式 
形式 装着可能 PLC ユニット種類 タイプ 伝送路 

形 CS1W-CLK21-V1 CSシリーズ CPU高機能ユ
ニット 

ワイヤタイプ ツイストペア線 

形 CS1W-CLK12-V1   光リングタイプ 光ファイバ H-PCFケーブル
形 CS1W-CLK52-V1   光リングタイプ 光ファイバ GIケーブル 
形 CJ1W-CLK21-V1 CJシリーズ CPU高機能ユ

ニット 
ワイヤタイプ ツイストペア線 

● Controller Linkサポートボード形式 
形式 伝送媒体 対応パソコン機種 FinsGateway通信ドライバ

形 3G8F7-CLK12-V1 
形 3G8F7-CLK52-V1 

光リングタイプ

形 3G8F7-CLK21-V1 ワイヤタイプ 

DOS/Vパソコン（PCIバス） CLK（PCI）ドライバ 
（FinsGateway Version2は使
用不可） 

形 3G8F5-CLK21-V1 ワイヤタイプ 
形 3G8F5-CLK11-V1 光タイプ 

DOS/Vパソコン（ISAバス） Controller Linkドライバ 
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2－2－3 Ethernet経由で接続する場合 
FinsGateway ETN_UNITドライバを使用して、Ethernetネットワークで PLCと接続しま
す。 
 

Ethernetネットワーク 

モニタ Plus 

（DOS/Vパソコン） 

ループコントロール 

ユニット 
Ethernet 
ユニット 

Ethernetボード 

Ethernet 
ユニット 

ループコントロール
ユニット 

 
 

お願い 

 

FinsGateway ETN_UNITドライバがインストールされていない場合、Ethernetで接続

することはできませんので、ご注意ください。 

● Ethernetユニット形式 
形式 装着可能

PLC 
ユニット種類 タイプ 

形 CS1W-ETN01 10BASE-5タイプ 
形 CS1W-ETN11 

CSシリーズ CPU高機能ユニット
10BASE-Tタイプ 

形 CS1W-ETN21   100BASE-Tタイプ 
形 CJ1W-ETN11 CJシリーズ CPU高機能ユニット 10BASE-Tタイプ 
形 CJ1W-ETN21   100BASE-Tタイプ 
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3－1 モニタ Plus とのデータ交換のしくみ 
3－1－1 概要 

モニタPlusでループコントロールユニット/ボード内のデータを読み書きするためには、
ループコントロールユニット/ボード内にモニタ Plusとのデータ交換用として、以下の
計器ブロックを登録/結線することが必要です。交換は、計器ブロックとその計器ブロ
ックに設定されたタグによって行われます。 
以下の 4つのケースがあります。 

 対象データ ループコントロールユニット ループコントロールボード
1 計器ブロック 

（計器ブロックリファレン
スの「HMI I/Fによる」また
は「モニタソフトによる」が
「－」以外の ITEM） 

1.全ブロック送信（形式 462）、
全ブロック受信（形式 461）
の登録 

2.計器ブロックに CSVタグを
設定 

1.システム共通ブロック（形
式 000）の HMI I/F関連機
能の設定 

2.計器ブロックにCSVタグを
設定 

2 アナログ信号 ・モニタ時 
1.「入力選択（形式 162）」の登録 
2.「入力選択（形式 162）」にモニタ用 Plusタグの設定 
3. 「入力選択（形式 162）」に計器ブロックのアナログ信号
を結線 
・設定時 
1.「定数出力（形式 166）」の登録 
2.「定数出力（形式 166）」にモニタ用 Plusタグの設定 
3.「定数出力（形式 166）」に計器ブロックのアナログ信号を
結線 

3 接点信号 1.接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209）の登録 
2.接点の接続（接続（形式 201）の宛先と発信元を設定） 
3.モニタ Plus用タグを設定 
＜設定時＞ 
 「内部スイッチ（形式 209）」の各 ITEMのタグを「設定」
として設定 
＜モニタ時＞ 
 「内部スイッチ（形式 209）」の各 ITEMのタグを「表示」
として設定 

4 ユーザリンクテーブル なし ユーザリンクテーブルの設定
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3－1－2 計器ブロックのデータ交換 
モニタPlusでループコントロールユニット/ボードの計器ブロックを読み書きする方法
は、以下のとおりです。 
 

■ ループコントロールユニットの場合 

モニタ Plusは「全ブロック受信（形式 461）」/「全ブロック送信（形式 462）」を介
して計器ブロックのデータを設定/モニタします。 

● モニタ Plusからデータを設定する場合 

モニタ Plusは、指定した計器ブロックのタグに直接データを書き込みます。 
ただし、「全ブロック受信（形式 461）」を登録しておく必要があります。 

 

タイマ 

上下限 

警報 

全ブロック受信

基本 PID 

ブロック 

基本 PID 

ブロック 

モニタ Plus用タ
グを指定して直
接書込 

モニタ Plus 

PID 

SP 

 

全ブロック送受信
ITEM 

例） 

例） 

ループコントロールユニット 

 
● モニタ Plusからデータをモニタする場合 

モニタ Plusは、ループコントロールユニットの計器ブロックのデータを「全ブロック
送信（形式 462）」を経由してモニタします。 
 

外部調節計 

ブロック 

演算ブロック 

調節ブロック 

タイマ 

上下限 

警報 

 

 

 

 

全ブロック
送信 

基本 PID 

ブロック 

基本 PID 

ブロック 

CPUユニット 

指定 I/Oメモリ 

割付 

モニタ Plus 

PID 

PV 

PV 

モニタ Plus用タグ
を指定して読出 送信 

例） 

例） 

ループコントロールユニット 

全ブロック送受信
ITEM 

 
モニタ Plusは、実際には次の図のようにデータモニタします。 
 

計器ブロック 

調節ブロック 
（ブロック形
式 001～ 034
のいずれか） 

ブロック番地 
001 

～
 

032 

演算ブロック 
（ブロック形
式 111～ 224
のいずれか） 

ブロック番地 
100 

～
 

348 

ブロック番地m
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 100
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 n
の対象 ITEM（20CH）

送信

送信

モニタプラスタグ
を指定して読出 

演算ブロック数指定

調節ブロック数指定 ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

CPUユニット

任意の I/Oメモリ（CIO、WR、
HR、DM、EMバンク No.0）

モニタ Plus 

全ブロック送信

012

ブロック番地 100を先頭と
した指定ブロック数分の対
象 ITEMを送信 

ブロック番地 001を先頭
とした指定ブロック数分
の対象 ITEMを送信 

013

ループコントロールユニット

送信停止スイッチ010
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■ ループコントロールボードの場合 

モニタ Plusは、ループコントロールボードの HMI IF機能を使用して、計器ブロック
のデータを設定/モニタします。 

 CPUユニット 

EMエリア 

（HMI I/F用 

データエリア）

ループコントロール 
ボード 

I/Oメモリ 

モニタ Plus 

CSV タグを指定
して読出 

CSV タグを指定
して書込 

調節ブロック
の割付 ITEM

演算ブロック
の割付 ITEM

演算周期
ごと*1 

 
 
 
HMI I/F機能 

システム共通
ブロックの割
付 ITEM 

*1：システム共通ブロック（形式 000）の ITEM051：「HMI I/F機
能演算周期 (秒）」によって指定 

 
● HMI I/F機能 

HMI I/F機能とは、調節ブロック+演算ブロック+外部調節ブロック＋システム共通ブロ
ックの割付用の ITEMデータ（1ブロックあたり 20CH）を計器ブロック番地順に CPU
ユニットの指定バンク No.の EMエリアに、常時割り付ける機能です。 
 

計器ブロック 

ループコントロールボード CPUユニット

書込 

モニタ Plus 

調節・演算ブロッ
ク 
（001～500番地）

ブロック番地 
001 

  

500 

外部調節計ブロ
ック 
（601～632番地）

ブロック番地 
601 

～
 

632 
 

ブロック番地 500 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

00020

10019

ブロック番地 601
の対象 ITEM（20CH）

12020

ブロック番地 632
の対象 ITEM（20CH）12659

送信

送信

調節・演算ブロッ
ク 
（001～500番地）

ブロック番地 
001 

  

500 

外部調節計ブロ
ック 
（601～632番地）

ブロック番地 
601 

～
 

632 
 

ブロック番地 500 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

15020

25019

ブロック番地 601
の対象 ITEM（20CH）

27020

ブロック番地 632
の対象 ITEM（20CH）27659

受信

受信

読出

例）EM0_（指定 EMバンク No.が 0の場合） 

EMエリア

HMI I/F用データエリア

ループコントロールボード CPUユニット

EMエリア

ブロック番地 
000 

ブロック番地 000
の対象 ITEM（20CH）

システム共通ブロ
ック 
（000番地） 

00000
00019

ブロック番地 
000 

ブロック番地 000
の対象 ITEM（20CH）

システム共通ブロ
ック 
（000番地） 

15000
15019

受信
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3－1－3 アナログ信号のデータ交換 
モニタ Plusで、ループコントロールユニット/ボードのアナログ信号のデータを読み書
きするには、 
・アナログデータの設定（書込）する場合 
「定数出力（形式 166）」を登録し、各計器ブロックのアナログ ITEMにデータを書
き込むことが必要です。モニタ Plus用タグは、「定数出力（形式 166）」のアナロ
グ ITEMに対して設定します。 
・アナログデータのモニタ（読出）する場合 
「入力選択（形式 162）」を登録し、各計器ブロックのアナログ ITEMからデータを
読み出すことが必要です。モニタ Plus用タグは、「入力選択（形式 162）」のアナ
ログ ITEMに対して設定します。 

● モニタ Plusからアナログ信号を設定する場合 

モニタ Plusから「定数出力（形式 166）」に設定したモニタ Plus用タグを介してデー
タを書き込みます。定数出力（形式 166）にモニタ Plusから書き込みことにより、結
果的にアナログ値を設定するしくみです。 
 

ループコントロール 
ボード/ユニット 

モニタ Plus 

例） 

アナログ 

アナログ 

アナログ 

アナログ 

モニタ Plus
用タグを指
定して書き
込み 

定数出力 
（形式 166） 

各アナログ出力に
モニタ Plus 用タグ
を設定します。 

計器ブロッ
ク 

計器ブロッ
ク 

 
1.アナログ値を設定したい（計器ブロックの）接点入力 ITEMに対して、定数出力（形
式 166）を出力（接続）します。 
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2. 定数出力（形式 166）に対してモニタ Plus用タグを設定します。各 ITEM（Y1～Y8）
ごとにタグ名を設定します。 

 
3. モニタ Plusから「定数出力（形式 166）」のモニタ Plus用タグを指定して、各 ITEM
（Y1～Y8）にデータを書き込みます。 

4. 「接点接続（形式 201）」を使用して、内部スイッチの各接点のデータを指定計器ブ
ロックの接点に書き込みます。 

5. 結果的にアナログ値が計器ブロックの接点入力 ITEMに設定されます。 
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● モニタ Plusからアナログ信号をモニタする場合 

モニタ Plusから「入力選択（形式 162）」に設定したモニタ Plus用タグを介してデー
タを書き込みます。入力選択（形式 162）に入力されるアナログ値をモニタ Plusから
読み出すことにより、結果的にアナログ値をモニタするしくみです 
 

ループコントロール 
ボード/ユニット 

モニタ Plus 

例） 

アナログ 

アナログ 

アナログ 

アナログ 

モニタ Plus
用タグを指
定して書き
込み 

入力選択 
（形式 162） 

各アナログ出力に
モニタ Plus 用タグ
を設定します。 

計器ブロッ
ク 

計器ブロッ
ク 

 
 
1.アナログ値をモニタしたい（計器ブロックの）接点入力 ITEMから、入力選択（形式

162）にアナログ値を入力（接続）します。 
2. 入力選択（形式 162）に対してモニタ Plus用タグを設定します。各 ITEM（X1～X8）
ごとにタグ名を設定します。 

 
3. モニタ Plusから「入力選択（形式 162）」のモニタ Plus用タグを指定して、各 ITEM
（X1～X8）のデータを読み出します。 

4. 「接点接続（形式 201）」を使用して、内部スイッチの各接点のデータを指定計器ブ
ロックの接点に書き込みます。 

5. 結果的にアナログ値がモニタされます。 
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3－1－4 接点信号のデータ交換 
モニタPlusでループコントロールユニット/ボードの接点信号のデータを読み書きする
ためには、「内部スイッチ（形式 209）」と「接点接続（形式 201）」をセットで登録
し、その上で「接点接続（形式 201）」を各計器ブロックの接点 ITEMに接続すること
が必要です。モニタ Plus用タグは、「内部スイッチ（形式 209）」の接点に対して設
定します。 
 

● モニタ Plusから接点を設定する場合 
 

CPUユニット 
ループコントロール 
ボード/ユニット 

I/Oメモリ 

モニタ Plus 

計器ブロッ
ク 

計器ブロッ
ク 

接点 

書込 

接点 

接点 

接 点 接 続
（形式201） 

モニタ Plus
用タグを指
定して書き
込み 

内部スイッチ
（形式 209） 

モニタ Plus用タグを設定します。
（タグの設定を「設定」とします。）

書込 

 
1.接点を設定したい（計器ブロックの）接点入力 ITEMに対して、接点接続（形式 201）
を宛先として接続します。同時に接点接続（形式 201）から内部スイッチ（形式 209）
を入力（接続）します。 

2. 内部スイッチ（形式 209）に対してモニタ Plus用タグを設定します。各 ITEM（S1
～S8）ごとにタグ名を設定します。 

 

「設定」にし
ます 

 
 設定のときは、「設定」チェックボックスをチェックします。 
3. モニタ Plusから「内部スイッチ（形式 209）」のモニタ Plus用タグを指定して、CPU
ユニットのメモリエリアを介して、「内部スイッチ（形式 209）」の接点にデータを
書き込みます。 

4. 「接点接続（形式 201）」を使用して、内部スイッチの各接点のデータを指定計器ブ
ロックの接点に書き込みます。 

5. 結果的に接点が計器ブロックの接点入力 ITEMに設定されます。 
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● モニタ Plusから接点をモニタする場合 
 

CPUユニット 
ループコントロール 
ボード/ユニット 

I/Oメモリ 

モニタ Plus 

計器ブロッ
ク 

計器ブロッ
ク 

接 点 接 続
（形式201） 

モニタ Plus
用タグを指
定して書き
込み 

内部スイッチ
（形式 209） 

モニタ Plus用タグを設定します。
（タグの設定を「表示」とします。）

 
1.接点をモニタしたい（計器ブロックの）接点出力 ITEMに対して、接点接続（形式

201）を発信元として接続します。同時に接点接続（形式 201）から内部スイッチ（形
式 209）へ出力（接続）します。 

2. 内部スイッチ（形式 209）に対してモニタ Plus用タグを設定します。各 ITEM（S1
～S8）ごとにタグ名を設定します。 

 

「表示」に
します 

 
 モニタのときは、「表示」チェックボックスをチェックします。 
3. 「接点接続（形式 201）」を使用して「内部スイッチ（形式 209）」の各接点へ読み
出します。 

4. モニタ Plusから「内部スイッチ（形式 209）」のモニタ Plus用タグを指定して、CPU
ユニットのメモリエリアを介して、「内部スイッチ（形式 209）」の各接点のデータ
を読み出します。 

5. 接点がモニタされます。 
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3－1－5 ユーザリンクテーブルを使用したデータ交換 
ユーザリンクテーブルを使用すると、CPUユニットのメモリを読み出し/書き込み可能
です。このユーザリンクテーブルにタグを設定すると、モニタ Plusから CPUユニット
のメモリを読み出し/書き込み可能です。 
 

CPUユニット 
ループコントロール 
ボード 

I/Oメモリ 

モニタ Plus 

タグを指定
して読出 

タグ A 

タグ B 

タグ C 

書き込み 
Wr（LCB→）

計器ブロックデータ 

 

 

 

ユーザリンク 
テーブル 
タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

対応
仮想リンクテー

ブルブロック 

タグ A 

タグ C 

 

 
読出 
Rd（→LCB） 

書き込み 
Wr（LCB→）

 

 

● ユーザリンクテーブルを介して、接点データを設定/モニタする場合 
 

CPU ユニットのエリアを
設定します。 

接点/アナログを選択しま
す。 

モニタ Plusからデータを 
・モニタする場合 
Wr(LCB→) 
・設定する場合 
Rd(→LCB) 

必ずチェックします。 

アラームタグに設定する
場合、チェックします。 

必ずチェックします。  

 



3－1 モニタ Plusとのデータ交換のしくみ 
3－1－5 ユーザリンクテーブルを使用したデータ交換 
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● ユーザリンクテーブルを介して、アナログデータを設定/モニタする場合 
 

CPU ユニットのエリアを
設定します。 

接点/アナログを選択しま
す。 

モニタ Plusからデータを 
・モニタする場合 
Wr(LCB→) 
・設定する場合 
Rd(→LCB) 

アナログデータのデータ範囲を設定し
ます。必ず設定してください。 

必ずチェックします。 

必ずチェックします。 

 

 
注：R/Wの設定が、Wr(LCB→)に設定されており、かつ ITEMからの読み込みが”しない”に設
定されている場合、モニタ Plusでは、リンクメモリの値を直接読み込むことができます。
このようにしてリンクメモリの値を直接読み込む場合は、”リンクモード”を”外部同期”、
外部接点同期の設定を”システム共通”の”020: U0[常に 0を出力]”を設定してください。 

 

お願い 

 

R/Wの設定が、Rd(→LCB)に設定されており、かつ ITEMへの書き込みが“する”に

設定されている場合、モニタ Plus から上記のタグの値を変更すると、ユーザリンクテ

ーブルのリンク先メモリの値が変更され、結果として計器ブロックの ITEMが変更され

ます。 

ラダープログラムや計器ブロックの動作への影響を十分に考慮した上で設定してくだ

さい。 
 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
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3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計

器ブロックの例 
 

ここでは、モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの実際例を示します。 
以下の図のようなプログラムをモニタ Plusにてモニタすることを例にして、説明しま
す。 

基本 PID 一時遅れ
フィルタ

Y1RSP MV_C

モニタ Plus から基本 PID の
RSP値を設定する（②-1） 

↓ 
定数出力（形式 166）を使用 

モニタ Plusから基本 PIDの R/L
切替スイッチを設定する（③-1）

↓ 
内部スイッチ（形式 209）+接点
接続（形式 201）を使用 

モニタ Plusから基本 PIDの MVリミ
ット上限到達出力値（MHA）をモニタ
する（③-2） 

↓ 
内部スイッチ（形式 209）+接点接続
（形式 201）を使用

モニタ Plus から一時遅れフィ
ルタの Y1をモニタする（②-2）

↓ 
入力選択（形式 162）を使用 

＋ 

－ 

PV 
（系全体から
のフィードバ
ック） 

 
 
上記の例の場合、ブロック図を実現するために必要な「メインの計器ブロック」と「モ
ニタ用の計器ブロック」が必要です。 
上記の例を実現すると、以下のようなプロジェクトになります。 
 

 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 1.メインの計器ブロックの作成 
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手順 1.メインの計器ブロックの作成 
制御の中心となる計器ブロックを作成します。 
この例の場合、「基本 PID（形式 011）」と「一次遅れフィルタ（形式 141）」が必要
です。 
メインの計器ブロックを作成すると、以下のようになります。 
 

モニタ Plus からの
入力 

モニタ Plus への
出力 

PV 
（系全体からのフィ
ードバック） 

 
注：基本 PIDの ITEM024「SP設定方式（初期設定）」を、「1：リモート/ローカル可能」に設

定しておいてください。接点入力でリモート/ローカルの切り替えを行うときに必要です。 

手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 

①計器ブロックデータの交換 

制御の中心となる「基本 PID」の出力「MV_C」をモニタするための設定を行います。 
「基本 PID」の出力「MV_C」をモニタするためには、「全ブロック送信（形式 462）」
と「全ブロック受信（形式 461）」を登録する必要があります。 
 

①-1 「全ブロック送信（形式 462）」と「全ブロック受信（形式 461）」の登録 

以下のように、「全ブロック送信（形式 462）」と「全ブロック受信（形式 461）」を
プロジェクトに登録します。 

 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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①-2 「全ブロック送信（形式 462）」と「全ブロック受信（形式 461）」の設定 

「全ブロック送信（形式 462）」と「全ブロック受信（形式 461）」の以下の ITEMに
て、CPUユニットの割付メモリエリア、および送受信する計器ブロックの数を設定す
る必要があります。 
・CPUユニットのメモリエリアの種類 
・CPUユニットの割付メモリエリアの先頭アドレス 
・調節ブロック数 
・演算ブロック数 
・外部調節計ブロック数 
 

 
 
この例では、以下のように設定します。 

 全ブロック送信（形式 462） 全ブロック受信（形式 461） 

メモリエリア種別 3：D（データメモリ） 
メモリエリア 00000 10000 
調節ブロック数 32（デフォルト） 
演算ブロック数 5（この例では、5つ使用する） 
外部調節計ブロック 0 

 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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②アナログ信号のデータ交換 

②-1 モニタ Plusからデータ設定するとき 

例）モニタ Plusから基本 PIDの RSP値を設定する 
モニタ Plusから「基本 PID」にアナログ信号を入力するための計器ブロックを登録し
ます。この例の場合、モニタ Plusからアナログ入力を行うので「定数出力（形式 166）」
を登録し、結線します。 
 モニタ Plus からアナログ信号を入力する
ための計器ブロックを登録し、結線する。

PV 
（系全体からのフィ
ードバック） 

 

・ モニタ Plus用タグを設定する 

モニタ Plusから「定数出力（形式 166）」にアナログ信号を設定するためのモニタ Plus
用タグを設定します。モニタ Plusからこのタグを指定してアナログデータを設定しま
す。 

 
ITEM「Y1」にタグ名「AnalogIn1」を設定します。 

 
 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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②-2 モニタ Plusにてモニタするための計器ブロックの作成 

例）モニタ Plusから基本 PIDの一次遅れフィルタ後の値をモニタする 
モニタ Plusから「一次遅れフィルタ」のアナログ出力をモニタための計器ブロックを
登録します。この例の場合、モニタ Plusからアナログ入力をモニタするので「入力選
択（形式 162）」を登録し、結線します。 
 アナログ出力をモニタための計器ブロッ

クを登録し、結線する。 
PV 
（系全体からのフィ
ードバック） 

 

・ モニタ Plus用タグを設定する 

アナログ信号の設定と同様に、「入力選択（形式 162）」にアナログ信号をモニタする
ためのモニタ Plus用タグを設定します。モニタ Plusからこのタグを指定してアナログ
データをモニタします。 

 
この例では、ITEM「X1」にタグ名「AnalogOut1」を設定します。 

 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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③接点の設定/モニタするための計器ブロックの作成（接点信号のデータ交換の

設定） 

モニタ Plusから、計器ブロックの接点の設定/モニタするための計器ブロックを登録結
線します。接点の設定/モニタするためには、「接点接続（形式 201）」、「内部スイ
ッチ（形式 209）」を登録する必要があります。 
また、接点の設定/モニタは CPUユニットの I/Oメモリとループコントロールボード/
ユニットの内部メモリを介して行われます。このため、結線の方向に注意する必要が
あります。 

参 考 

 

シーケンステーブル/ステップラダーにて接点を使用する場合、接点接続を経由する必

要はありません。 

 

モニタ Plusから、接点を設定/モニタ
するためのブロック 

PV 
（系全体からのフィ
ードバック） 

 
 

③-1 接点を設定するとき 

例）モニタ Plusから基本 PIDの R/L切替スイッチを設定する 
接点を設定するためには、以下の手順が必要です。 
1.モニタ Plusから CPUユニットの I/Oメモリにデータを書き込み、これを「内部スイ
ッチ（形式 209）」にて読み出し、ループコントロールボード/ユニットの内部メモ
リに書き込みます。 

2.「接点接続（形式 201）」を使用して、内部メモリに書き込みまれたデータを計器ブ
ロックの接点に入力します。この例の場合、「基本 PID」の「リモート/ローカル切
替 SW」に入力します。 

3.モニタ Plusから接点を設定するためのモニタ Plus用タグを内部スイッチの接点に設
定します。この例の場合、「S1」のタグ名を「RLSW」と設定します。 

 

CPUユニット 
ループコントロール 
ボード/ユニット 

I/Oメモリ 

モニタ Plus 

計器ブロッ
ク 

計器ブロッ
ク 

接点 

書込 

接点 

接点 

接 点 接 続
（形式201） 

モニタ Plus
用タグを指
定して書き
込み 

内部スイッチ
（形式 209） 

モニタ Plus用タグを設定します。
（タグの設定を「設定」とします。）

書込 

 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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・ 具体的な設定手順 

モニタ Plusから接点を設定するための設定は、次のようにします。 
1. 「内部スイッチ（形式 209）」の「S1」にモニタ Plus用タグを設定します。このと
き、タグの種類を「設定」にします。タグ名は、「RLSW」 

 

「設定」にし
ます 

 
2. 「接点接続（形式 201）」の「S1_AD（S1発信元指定）」を内部スイッチの「S1」
に設定します。この場合、「103011」に設定します。 

3. 「接点接続（形式 201）」の「E1_AD（E1宛先指定）」を基本 PIDの「R/L_SW（リ
モート/ローカル切替 SW）」に設定します。この場合、「001026」に設定します。 

 

 
 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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③-2 接点をモニタするとき 

例）モニタ Plusから基本 PIDのMVリミット上限到達出力値（MHA）をモニタする 
接点を設定するためには、以下の手順が必要です。 
1. 「接点接続（形式 201）」を使用して、計器ブロックの接点データをループコントロ
ールユニット/ボード内のメモリに一時保存します。 

2. 「内部スイッチ（形式 209）」を使用して、書き込んだループコントロールユニット
/ボード内のメモリのデータを読み出し、CPUユニットのメモリエリアメモリに書き
込みます。 

3. モニタ Plusから接点をモニタするためのモニタ Plus用タグを内部スイッチの接点に
設定します。この例の場合、「S2」のタグ名を「MHA」と設定します。 

 

CPUユニット 
ループコントロール 
ボード/ユニット 

I/Oメモリ 

モニタ Plus 

計器ブロッ
ク 

計器ブロッ
ク 

接 点 接 続
（形式201） 

モニタ Plus
用タグを指
定して書き
込み 

内部スイッチ
（形式 209） 

モニタ Plus用タグを設定します。
（タグの設定を「表示」とします。）

 

 

・ 具体的な設定手順 

モニタ Plusから接点をモニタするための設定は、次のようにします。 
1. 「内部スイッチ（形式 209）」の「S2」にモニタ Plus用タグを設定します。このと
き、タグの種類を「表示」にします。タグ名は、「MHA」とします。 

 

「表示」に
します 

 



3－2 モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの例 
手順 2.モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 
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2. 「接点接続（形式 201）」の「S2_AD（S1発信元指定）」を基本 PIDの「MHA（MV
リミット上限到達出力）」に設定します。この場合、「001078」に設定します。 

3. 「接点接続（形式 201）」の「E2_AD（E2宛先指定）」を内部スイッチの「S2」に
設定します。この場合、「103012」に設定します。 

 

 
 

 



3－3 ループコントロールユニット使用上の注意 
3－3－1 システム情報メモリエリアの設定 
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3－3 ループコントロールユニット使

用上の注意 
3－3－1 システム情報メモリエリアの設定 

モニタ Plusにてループコントロールユニットをモニタする場合、システム情報の表示/
設定に「システム情報メモリエリア」を使用します。 
このため、ループコントロールユニット内のシステム共通ブロック（形式 000）に、以
下のデータを設定することが必要です。 

● システム共通ブロック（形式 000）への初期設定 
ITEM データ名 データ範囲 初期値 

043 ノード端子用データメモリの先頭アドレス（S） 0～32767 16020 
042 役割の設定：CPU装置上の複数（最大 3台）の

ループコントロールユニットの識別データ 
0～2 0 

 

■ システム情報について 

ループコントロールユニットの号機アドレス、および運転ステータスなどのシステム
情報が、ループコントロールユニットの運転開始時に、ノード端子用データメモリエ
リアの先頭から 24CH（ループコントロールユニット 1台あたり 8CH）に、反映され
ます。 
 

CPUユニット 

I/Oメモリの 

データメモリ（DM）エリア 

ノード端子用 

  DM先頭アドレス→

ループコントロ
ールユニット 
役割:2 

ループコントロ
ールユニット 
役割:1 

ループコントロ
ールユニット 
役割:0 

 8CH 

 8CH 

 8CH 

システム情報

（8CH） 
システム情報

（8CH） 
システム情報

（8CH） 

 
 

お願い 

 

・デフォルト（初期値）では、ノード端子用データメモリの先頭アドレスは D16020、
また役割は 0となっています。したがって、デフォルトでは、ループコントロール
ユニットの運転開始時に、システム情報が、D16020～16027の 8CHに格納されます。
そのため、ループコントロールユニットをデフォルトの状態で使用する場合は、他の
用途で、D16020～16027を使用しないように、注意してください。 

・ループコントロールユニットを同一 CPU装置上で複数台使用する場合、ループコン
トロールユニットを識別するための「役割」（ITEM042）は、ループコントロール
ユニット間で必ず別の値に設定してください。また、ノード端子用データメモリ先頭
アドレス（ITEM043）は、ループコントロールユニット間で必ず同一の値に設定し
てください。 

3－3－2 対応バージョン 
Ver.2.0より前のバージョンのループコントロールユニットでは、全ブロック受信（形
式 461）、全ブロック送信（形式 462）を使用できません。 
このため、モニタ Plusでは、Ver.2.0より前のバージョンのループコントロールユニッ
トを使用できません。 



3－3 ループコントロールユニット使用上の注意 
3－3－2 対応バージョン 
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第 4章 

モニタ画面の機能と操作 
 
 



4－1 概要 
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4－1 概要 
 

本章では、主にモニタ Plusのオペレーションを行う方のために、各画面の機能および
操作方法を説明します。なお、ツールソフトでの設定および本ソフトウェアでの画面
のコンフィグレーションが既に終了していることを前提として説明します。 
 
モニタ Plusの画面のコンフィグレーションを行う方は、第 5章を参照してください。
また、ツールソフトでの設定については、「ツールソフト オペレーションマニュアル
（SBCC-823）」を参照してください。 
 
モニタ Plusは、すでに画面のコンフィグレーションが済んでいる場合、おもに以下の
操作によって、ループコントロールユニット/ボードを監視します。 
手順 1）モニタ Plusを起動します（4-4項参照）。 
手順 2）モニタ Plusのメインウィンドウで、[起動]ボタンをクリックし、オーバービュ
ー画面を表示させます（4-5項参照）。 
手順 3）オーバービュー画面から、以下の各種画面に移行します。 
・制御画面（4-7項参照） 
・チューニング画面（4-8項参照） 
・トレンド画面（4-9項参照） 
・バッチトレンド画面（4-10項参照） 
・折れ線プログラム 2画面（4-11項参照） 
・グラフィック画面（4-12項参照） 
・アナンシエータ画面（4-13項参照） 
・操作ガイド画面（4-14項参照） 
・アラームサマリー画面（4-15項参照） 
・操作ログ画面（4-16項参照） 
・システムモニタ画面（4-17項参照） 
・システムモニタログ画面（4-18項参照） 
 



4－2 モニタ Plusの使用手順 
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4－2 モニタ Plusの使用手順 
 

 

CX-Process Monitor Plusを起動 

オーバービュー画面で、制御画面、トレンド画面などの各画面を選択 

モニタタグファイルのコンパイル（メインウィンドウで、［起動］ボタンをクリック）
*1

計器ブロックデータのループコントロールユニット/ボードへのダウンロード 

モニタ Plus用タグファイルの生成 

CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 

モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録 

ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 

ツール 
ソフト 
での操作 

モニタ
Plusでの
操作 

 
*1：画面のコンフィグレーション時に、セットアップダイアログボックスにて「System 
Info.］ボタンをクリックして、［自動起動他］の［自動起動設定］で自動起動を「有
効」に設定していると、この操作は、不要です。直接指定した画面に遷移します（5－
6項参照）。 
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4－3 ツールソフトでの操作 
 

モニタ Plusにタグデータを渡すために、ツールソフトにて以下の 6つの操作が必要で
す。詳細は、「第 3章 モニタ Plusとのデータ交換」を参照してください。 
1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 
2）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
3）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
4）モニタ Plus用タグファイルの生成 
5）計器ブロックデータのループコントロールユニット/ボードへのダウンロード 
6）モニタタグファイルのコンパイル 
 

1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 

本モニタ Plusが、PLC（プログラマブルコントローラ）と通信するための、ネットワ
ークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定は、ツールソフトのアドレス設
定（[設定] | [アドレス設定]）によります。 
このため、モニタ Plusの通信設定はツールソフトで行います。 
 

お願い 

 

モニタソフトおよびモニタ Plusは、PLCとの接続用通信ドライバに FinsGatewayを

使用します。そのため、モニタソフトおよびモニタ Plusを使用する場合は、ツールソ

フトの通信ドライバには、必ず「FinsGateway」を選択してください。「CX-Server」

を選択した場合、モニタ Plusを、PLCにオンライン接続することはできません。 

 

2）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
項目 ループコントロールユニット ループコントロールボード 

計器ブロックデータ
交換用 

全ブロック送信（形式 462）、全ブロ
ック受信（形式 461）の登録 

システム共通ブロック（形式 000）
の HMI I/F関連機能の設定 

接点信号交換用 接点信号を接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209） 
アナログ信号交換用 入力選択（形式 162）、定数出力（形式 166） 

 

モニタ Plusから、接点を操作（設定）
／表示するためのブロック 

モニタ Plus から、アナログ信号を
入力するためのブロック 

モニタ Plusに、アナログ信号を
出力するためのブロック 

メインの計器ブロック 

モニタPlusから、計器ブロックの ITEM
タグをモニタするためのブロック 
（ループコントロールユニットのみ）
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3）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 

CSVタグおよびモニタ Plus用タグを、必ず設定してください。モニタ Plusは、CSV
タグおよびモニタ Plus用タグのタグ名でデータを識別します。 
例）内部スイッチブロック（形式 209）の場合 

 
 

項目 最大文字数 使用できない文字
タグ名 半角 16文字 なし 
タグコメント 半角 16文字 なし 

 

お願い 

 

モニタ Plus上でのスケーリングを示す、レンジ上限（RH）およびレンジ下限（RL）

の値は、必ず以下の値の範囲内に設定してください。 
 

桁数 最大 5桁（－符号および小数点以下の桁を含む） 

数値範囲 -5000～99999 
例）小数点以下 1桁の場合：-550.0～9999.9 

 

4）モニタ Plus用タグファイルの生成 

以下の操作によって、モニタ Plus用タグファイルを生成します。 
1 [実行]－[タグファイル出力]－[モニタ Plusタグ]を選択します。 
以下の画面が表示されます。エラーチェックを実施する場合は、エラーチェックを
実施をチェックします。 
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2 ［OK］ボタンをクリックします。CSVタグおよびモニタ Plus用タグのコンパイル
が開始されます。 
正常終了すると、以下の画面が表示されます。 

 
 

お願い 

 

モニタ Plusを起動中に、モニタ Plus用タグファイルを出力すると、以下のダイアロ

グが表示されます。 

 
モニタ Plus起動中にモニタ Plus用タグファイルを出力しても、タグ情報は更新され

ません。更新するには、モニタ Plusを再起動してください。 

 

5）計器ブロックデータのループコントロールユニット/ボードへのダウンロード 

計器ブロックをダウンロードします。 
 

6）モニタタグファイルのコンパイル 

生成したモニタ Plus用タグファイルからモニタタグファイルを生成（コンパイル）し
ます。 
モニタタグファイルは、モニタ Plusを起動すると自動的に生成されます。 
モニタ Plusの起動については、「5―2―1項 モニタ Plusの起動と終了」を参照して
ください。 
生成されたモニタタグファイルは、DBPathが設定されているディレクトリにファイル
名固定で作成されます。 
DBPathの設定については、「5－5－2項 オーバービュー画面の登録（■モニタタグ
ファイルのパス変更の方法）」を参照してください。 
ファイル名：mtagmst、および mtagsubmst 
 

モニタ Plus用タグの設定/ネットワーク構成を更新した場合、そ

の更新した設定に従って、モニタ Plusの画面構成を正しく設定し

てください。 

各種設定を正しく更新しない場合、機器が想定外の動作をする恐

れがあります。 
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4－4 モニタ Plusの起動と終了 
ここでは、モニタ Plusの起動および終了方法を説明します。 
 

4－4－1 モニタ Plusの起動 
1 ［スタート］｜［プログラム］｜［Omron］｜［CX-Process Monitor Plus］｜［CX-Process 

Monitor Plus］を選びます。 
次に示すように、モニタ Plusのメインウィンドウが表示されます。 

 
※モニタ Plusを終了するときは、このメインウィンドウ上で、［Exit］ボタンをクリックし
ます。メインウィンドウが閉じられ、モニタ Plusが終了します。 

 
2 ［起動］ボタンをクリックします。 
モニタプロセスが起動されます。同時に、オーバービュー画面が表示されます（4-5
項参照）。 
コンフィグレーション済みの場合は、オーバービュー画面からモニタが開始できま
す。コンフィグレーションについては、第 5章を参照してください。 
注：自動起動に設定されている場合（［自動起動他］にて「自動起動設定」が「有効」に設
定されている場合。5-7項参照）、直接、設定された画面が表示されます。 

 

参 考 

 

新たにタグまたはネットワーク情報を設定した場合は、以下のダイアログが表示されます。

  
[タグ情報取り込み後 Setupへ]ボタン： 

モニタ Plus用タグファイルから再びモニタタグファイルを生成します。 

ボタンをクリックした後、パスワードの入力ボックスが表示されます。 

パスワードについては、「5－2－2項 パスワードの設定」を参照してください。  
[タグ情報を取り込まず起動]ボタン： 

前回モニタしていたタグ情報によって、モニタを開始します。 
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4－4－2 モニタ Plusの終了 

4-8 

4 

モ
ニ
タ
画
面
の
機
能
と
操
作 

4－4－2 モニタ Plusの終了 
モニタ Plusを終了するには、オーバービュー画面の右上にあるボタン（ ）をクリッ
クします。このとき、データ収集、トレンド収集などのモニタプロセスが稼動中の場
合、モニタプロセスを終了するかどうかのダイアログが表示されます。 
［はい］を押すと、モニタプロセスが終了します。［いいえ］を押すと、モニタプロ
セスが継続します。 

 
 

参 考 

 

継続したモニタプロセスの終了方法 

上記ダイアログで、[いいえ]をクリックして、モニタプロセスを継続させた場合、以下

の手順で終了させてください。 

1. モニタ Plusを起動させます。 

2. モニタ Plusのメインウィンドウの[EXIT]ボタンをクリックすると、再びモニタプロ

セス終了の確認ダイアログボックスが表示されますので、[はい]ボタンをクリック

します。 

モニタ Plusの終了と同時に、モニタプロセスも終了します。 
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4－5 オーバービュー画面 
 

オーバービュー画面は、各画面のメニュー画面、および警報表示画面の働きをもちます。 

 

ユーザが設定した異常が
発生したときは、アナンシ
エータ画面のアイコンボ
タンが点滅します。 

・1つの■が、1ル
ープを表します。
・■をクリックす
ると、該当ループ
のチューニング
画面が表示され
ます。 

例：このボタンをクリックすると、制御画面に移行します。

バッチトレンド画面のデータ収集状態を表示します。
「バッチ収集中」(背景色：赤) →データ収集中 
「バッチ終了」(背景色：青) →データ未収集 

折れ線プログラム 2画面のデータ収集状態を表
示します。 
「折れ線収集中」(背景色：赤) →データ収集中
「折れ線終了」(背景色：青) →データ未収集

 
・登録した制御画面、トレンド画面、バッチトレンド画面、グラフィック画面、折れ
線プログラム2画面、およびアナンシエータ画面のアイコンボタンが表示されます。  

アイコン 画面の種類 アイコン 画面の種類 

 
制御画面 

 
折れ線プログラム 2画面 

 
トレンド画面 

 
グラフィック画面 

 
バッチトレンド画面 

 
アナンシエータ画面 

・1画面あたり、4列、8行表示。最大 32画面。制御画面のボタンには、各ループの警
報状態を表示。 
・アイコンボタンをクリックすると、登録した画面に遷移します。 
・ユーザが設定した異常が発生したときは、アナンシエータ画面のアイコンボタンが
点滅します。 
・各画面から、このオーバービュー画面に戻るときは、画面選択ボタンの［オーバー
ビュー］をクリックしてから、オーバービュー画面名を選択します。 
・オーバービュー画面を複数同時に起動したい場合、画面のコンフィグレーション時
に、セットアップダイアログにて、［System Info.］ボタンをクリックして、［複数
画面起動他］の「複数画面起動 有効」をチェックします（5－6項参照）。  

参 考 

 

自動起動の「有効」・「無効」の切り替え 

オーバービュー画面の画面上部を右クリックすると、「System Info.を起動しますか？

ここで自動起動の設定が解除できます」のダイアログボックスが表示されます。［はい］

ボタンをクリックすると、System Info.が起動されます。［自動起動他］で、自動起動

設定を「無効」に設定します。 
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4－6 画面構成 
 

モニタ Plusの画面全体の構成を説明します。次の例では、オーバービュー画面が表示
されています。 

 

・ 各モニタ画面が表示
されるエリアです。

・ この例では、オーバー
ビュー画面が表示さ
れています。 

・ 画面選択ボタンをク
リックすることによ
り、表示内容が変わり
ます。 

システムモニタメッセージ表示エリア： 
システムモニタメッセージの最新のものが表
示されます。同時に音もでます。このメッセ
ージは、システムモニタログに保存されます。
ボタンをクリックするとメッセージが消

去されます。同時に音も消えます。 

アラームメッセージ表
示エリア： 
アラームメッセージの
最新のものが表示され
ます。同時に音もでま
す。このメッセージは、
アラームサマリー画面
に保存されます。 
ボタンをクリックす

るとメッセージが消去
されます。同時に音も消
えます。 

ここをクリックすると、タグ名を指定し
て、任意のチューニング画面を選択可能で
す。 

画面選択ボタン：自動起動先の画面を指定す
る「CRT-ID、グループ番号、位置」を確認し
たい場合、ここを右クリックすることで確認
することが可能です。5-6項参照。 
各ボタンの機能については、下の表を参照し
てください。 

前画面に戻ります。 
（全画面共通） 

時刻が表示されます。 
（全画面共通） 

同種類の画面へ
（オーバービュー
画面を介さず） 
直接移行します。 

操作ガイド画面にメッセー
ジが新規に表示されたと
き、赤色のマークが表示さ
れます。同時に音もでます。

表示画面のハードコピーを取ります。
（全画面共通） 

設定した外部アプ
リケーションを起
動します。 

 
注：画面種類によっては、以下のように最下段に［印字］ボタンがあります。 

履歴データを印字します。 
（操作ガイド画面、アラームサマリー画面、 
操作ログ画面、システムモニタログ画面で可能）
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● 画面選択ボタン 
ボタン名 機能 

オーバービュー オーバービュー画面を表示します。複数のオーバービュー画面が登録され
ている場合は、オーバービュー画面を選択するプルダウンメニューが表示
されます。 

アラーム アラームサマリー画面を表示します。 
操作ログ 操作ログ画面を表示します。 
操作ガイド 操作ガイド画面を表示します。 
システムモニタ システムの状態を示すシステムモニタ画面を表示します。 
システムモニタログ システムメッセージを記録したシステムモニタログ画面を表示します。 
バージョン情報 モニタ Plusのバージョン情報を表示します。 
外部アプリケーショ
ン起動ボタン 

System Info.の「外部アプリ起動設定」で設定したアプリケーションを起動
します。 
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4－7 制御画面 
4－7－1 概要 

制御画面は、調節ブロックおよび一部の演算ブロックのモニタ／設定、アナログ信号
のモニタ、接点信号のモニタ／設定を行います。とくに、調節ブロックの場合、SP、
PV、MVの運転状態のモニタ、および SP変更などの運転操作を行います。 
制御画面は、オーバービュー画面で制御画面のアイコンボタンをクリックするとこに
より表示されます。 
・PID、指示などの調節器ブロックを、現場計器イメージで、1画面あたり最大 8ルー
プまで表示できます。最大 400画面×8ループ。 

・SP変更、オート／マニュアルの切替、マニュアル操作などが行えます（ボタンが表
示されている項目は変更操作が行えます。ボタンがない項目は表示のみです）。 
・チューニング画面への遷移も可能です。 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID（形式
013）、流量バッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形式 031）、指示
操作（形式 032）、比率設定（形式 033）、指示（形式 034）、2位置
オンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002） 

・演算ブロック： 
上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、オンオフ
弁操作（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形
式 223）、モータ開度操作（形式 224）、タイマ（形式 205）、カウン
タ（形式 208） 

全計器ブロックの 
アナログ入力信号（入力選択（形式 162）による） 
アナログ出力信号（定数出力（形式 166）による） 

対象計器ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパ
ラメータ（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による）

表示 SP、PV、MV、A/M状態、R/L状態(＊1)、警報発生時のバー色変更 
アナログ信号、接点信号 
＊1：基本 PID、高度 PID、指示設定、比率設定、2位置オンオフ、3位
置オンオフの ITEM024の SP設定方式（ローカルのみ、リモート／ロー
カル可能）が 1（リモート／ローカル可能）の場合、[CAS]を表示。ロ
ーカルのみ（0）の場合、表示なし。 

設定 SP、MV（マニュアルモード時のみ）、A/M切替（＊2）、 R/L切替(＊
1、＊2)、 
接点信号（注：アナログ信号は不可） 
＊1：基本 PID、高度 PID、指示設定、比率設定、2位置オンオフ、3位
置オンオフの ITEM024の SP設定方式（ローカルのみ、リモート／ロー
カル可能）が 1（リモート／ローカル可能）の場合、[CAS]を表示し、
設定可能。 
＊2：リモートのとき、オートのみ可能、マニュアル不可（本モニタ Plus
のみによる制限）。 
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4－7－2 基本的な表示と操作方法 

■ 基本 PID（形式 011） 

このボタンをクリックすると、チュ
ーニング画面に移行します。4-7項
参照。 

このボタンをクリックすると、［札掛け指定］ダイアロ
グボックスが表示されます。 

PVの数値表示

SP変更用ア
ップ/ダウン
ボタン 

リモート/ローカ
ル切替ボタン 

MVの数値表示

SPの数値表示 

SPの変更ボタン 

L（下限警報） 

LL（下下限警報） 

HH（上上限警報） 

H（上限警報） 

PVのバー表示 

AUTOへの切替
ボタン 

MANへの切
替ボタン 

MVの変更ボタン 

MV変更用アップ/
ダウンボタン 

MVの位置を表
示 

SPの位置を表示 

置き針 

●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
緑色：通常状態 
赤色：PV警報（HH,H,L,LLのいずれか）が発生中 
黄色：偏差警報が発生中 
青色：アラーム OFF 
水色：計器ブロックの演算が停止中 

●SPの変更方法 
・SP変更用アップ/ダウンボタンによる変更 
・［SP］ボタンを押したあと、値の欄をクリック後、テンキーダイアロ
グ（マウスで操作）、またはキーボードによる変更 
（テンキーは、入力ボックスをクリックしたときに表示されます。テ
ンキー入力を可能にするには、セットアップダイアログの[System 
Info.]ボタンをクリックして、テンキー設定を「テンキー使用」に設定
します。5-6項参照してください。） 
●MVの変更方法 
・MV変更用アップ/ダウンボタンによる変更 
・［MV］ボタンを押したあと、テンキーダイアログ（マウスで操作）
またはキーボードによる変更 
 
●リモート／ローカル（R/L）の切替方法 
基本 PID、高度 PID、指示指定、比率設定、2位置オンオフ、3位置オン
オフの ITEM024の SP設定方式が 1（リモート／ローカル可）に設定さ
れている場合、［CAS］ボタンが表示されます。 
［CAS］ボタンが赤色のとき、リモート SPです。 
［CAS］ボタンが黄色のとき、ローカル SPです。 
 切り替えるときは［CAS］ボタンをクリックします。 
注：本モニタ Plusでは、リモート SPのとき、A/Mは自動的に AUTOに

なります。MANにすることはできません。 
 
●A／Mの切替方法 
［AUTO］が赤色のとき AUTOです。SPの値が変更可能です。 
［MAN］が赤色のときMANです。MV、SPの値が変更可能です。 

切替えるときは、［AUTO］または［MAN］をクリックします。 

タグ名 

タグコメント 
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● MV調整エリアの詳細 

基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、流量バッチ仕込み（形式 014）、指示
操作（形式 032）、比率設定（形式 033） 

 

置き針あり 

置き針なし 

MV開方向有効（0%側） MV開方向有効（100%側） MV開方向無効 

出力制限（ML） 出力制限（MH） 

AUTOまたは 
リモート（CAS）時 

AUTOまたは 
リモート（CAS）時 MAN時 MAN時 

 
置き針およびMV開方向の設定は、制御画面の登録時に行います。5-5-2項の「制御画
面を登録する」を参照してください。 
出力制限（ML、MH）の設定は、チューニング画面で行います。4-8項を参照してくだ
さい。 
2位置オンオフ（形式 001） 3位置オンオフ（形式 002） 
AUTOまたは 
リモート(CAS)時 

MAN時 AUTOまたは 
リモート(CAS)時 

MAN時 

 

 

出力操作用スイッチ  
 

 

出力操作用スイッチ  
 
流量バッチ仕込み（形式 014） ブレンド PID（形式 013） 
 

制御中断のボタン（S2=ON） 

MAN切替ボタン 

AUTO切替ボタン 

制御再開のボタン（S2=OFF） 

プリバッチの表示 

バッチスタートの表示 

バッチ設定値（SP）の数値表示 

バッチ積算値（SM）の数値表示 

定量設定値（BM）の数値表示 

リモート切替ボタン 

流量の瞬時値表示 

SP（1バッチ量）
の変更ボタン 

バッチスタートの
ボタン（S1=ON） 

バッチストップの
ボタン（S1=OFF） 

バッチ積算値の数
値表示 

積算カウンタのリ
セットボタン 

札掛け指定 

チューニング画面に移行 

 

 

瞬時値（SP）の数値表示 

瞬時値（PV）の数値表示 

MAN切替ボタン 

AUTO切替ボタン 

瞬時値（SP）の位置を表示 
PVのバー表示 

札掛け指定 

チューニング画面に移行 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：累積偏差警報（DHH､DH､DL､DLLのいずれか）が
発生中 
 黄色：MVリミット下限および上限 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 
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指示設定（形式 031） 指示操作（形式 032） 
 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

LL（下下限警報） 

HH（上上限警報） 

H（上限警報） 

PVのバー表示 

チューニング画面に移行 

札掛け指定 

SPの数値表示 

リモートへの切替ボタン

SPの位置表示 

SP変更用アップダウ
ンボタン 

ローカル切替ボタン

SPの変更ボタン 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 

 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

LL（下下限警報）

HH（上上限警報）

H（上限警報） 

PVのバー表示 

チューニング画面に移行 

札掛け指定 

AUTO入力の数値表示 

AUTOへの切替ボタン 

MANへの切替ボタン 

AUTO入力の位置を表示 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 

比率設定（形式 033） 指示（形式 034） 
 

PVの数値表示 

SP（比率）の変更ボタン 

SP（比率）の位置を表示 

PVのバー表示 

チューニング画面に移行

札掛け指定 

SP（比率）の数値表示

リモートへの切替ボタン示

AUTOの切替ボタン 

MANの切替ボタン 

SP（比率）変更用アップ 

／ダウンボタン 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 

 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

LL（下下限警報）

HH（上上限警報）

H（上限警報） 

PVのバー表示 

チューニング画面に移行 

札掛け指定 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 
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上下限警報（形式 111） 折れ線プログラム 2（形式 157） 
 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

H（上限警報） 

PVのバー表示 

チューニング画面に移行 

H（上限警報）設定 

H（上限警報）設定値 

L（下限警報）設定 

L（下限警報）設定値 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
緑色：通常状態 
赤色：警報状態 
水色：計器ブロックの演算が停止中 

 

ステップ移行指令ボタン 

時間軸停止指令/表示ボタン

時間軸停止解除/表示ボタン

ウェイト移行指令ボタン
（ウェイト中は赤表示） 

プログラム出力値の数値

参照入力値の数値表示 

参照入力値のパー
表示 

停止指令/表示ボタン

動作指令/表示ボタン

プログラム出力値
の位置を表示 

実行中ステップ番号
 

タイマ（形式 205） カウンタ（形式 208） 
 

一時停止ボタン 

動作継続ボタン 

予報値到達の表示 

設定値到達の表示 

時間単位の表示 

予報値の数値表示 

設定値の数値表示 

経過時間の数値表示

予報値の変更ボタン 

SP（設定値）の変更 

ボタン 

動作開始ボタン 

動作停止（タイマリセ
ット）のボタン 

札掛け指定 

 

 

予報値到達の表示 

設定値到達の表示 

予報値の数値表示 

設定値の数値表示 

カウント値の数値表示 

予報値の変更ボタン

SP（設定値）の変更
ボタン 

動作開始ボタン 

動作停止（カウンタリ
セット）のボタン 

札掛け指定 
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オンオフ弁操作（形式 221） モータ操作（形式 222） 
 

AUTO切替ボタン 

オン／オフ操作ボタン

弁動作時間異常表示 

リミットスイッチ閉表示

フィールド選択表示 

MAN切替ボタン 

中間開度表示 

札掛け指定 

リミットスイッチ
開表示 

 

 

オン／オフ操作ボタン 

MAN切替ボタン 

フィールド選択表示 

ONアンサー表示 

アンサーチェック時間異常表示

AUTO切替ボタン 

H（CT入力上限警報）

OFFアンサー表示

CT入力のバー表示 

札掛け指定 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：警報（H）が発生中 

可逆モータ操作（形式 223） モータ開度操作（形式 224） 
 

正転／逆転／停止操作ボタン 

MAN切替ボタン 

フィールド選択表示 

正転アンサー表示 

アンサーチェック時間異常表示

AUTO切替ボタン 

H（CT入力上限警報） 

停止アンサー表示 

逆転アンサー表示 

CT入力のバー表示 

札掛け指定 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：警報（H）が発生 

 

正転／逆転／停止操作
ボタン 

SPの数値表示 

開度入力の数値表示 

MAN切替ボタン 

フィールド選択表示 

開出力表示 

サーマルリレー表示

AUTO切替ボタン 

SPの変更ボタン 

L（開度入力下限警報）

開度入力のバー表示

H（開度入力上限警報）

SPの位置を表示 

停止出力表示 

閉出力表示 

札掛け指定 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：警報（H、L）が発生中 
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4－7－3 制御画面の表示例 

 

 
  

■で表示される接点は、ON/OFFの
設定が行えます。 

●で表示される接点は、ON/OFFの表示のみで、操作
は行えません。 
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4－8 チューニング画面 
 

チューニング画面は、調節ブロックの P、I、D定数などを変更する画面です。 
・PIDブロックの P、I、D、警報設定値などの各パラメータを設定できます。 
・PV、SP、MVのトレンドをモニタしながら、調整が可能です。 
・最大 3200画面。 
・警報発生時、バーグラフの色が変化します。 
 
チューニング画面は、次のいずれかの方法で表示します。 
・制御画面でチューニング画面へ移行するためのボタンをクリックする。4-7項参照。 
・オーバービュー画面上の制御画面アイコンに表示されるボタンをクリックする。4-5
項参照。 

・オーバービュー画面の左上のボタンをクリックして、［タグ No.選択］ダイアログま
たはタグ No.一覧リストにて、登録されているタグ No.を選択する。4-6項参照。（ダ
イアログで選択するか、タグ No.一覧リストで選択するかは、画面のコンフィグレー
ション時に、セットアップダイアログにて、［System Info.］ボタンをクリックして、
［自動起動他］の「チューニング画面展開方法」を「一覧表指定」に設定します。） 

項目 発信元計器ブロック、または ITEM 

対象計器 
ブロック 

調節ブロック：基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、流量バッチ
仕込み（式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、比率設
定（形式 033）、指示（形式 034）、ブレンド PID（形式 013）、2位置オ
ンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002）、折れ線プログラム 2（形
式 157） 

表示 
例：基本または高度PID

SP、PV、MVのトレンド 
P、I、D、MVリミット上限/下限、上上限警報、上限警報、下限警報、下
下限警報、偏差警報の各設定値、 
警報停止スイッチ、演算停止指令、SP、PV、MV、A/M状態、R/L状態(＊
1)、警報発生時のバー色変更 
＊1：制御画面と同様 

設定 
例：基本または高度PID

P、I、D、MVリミット上限/下限、上上限警報、上限警報、下限警報、下
下限警報、偏差警報の各設定値、 
警報停止スイッチ、演算停止指令 
SP、MV（マニュアルモード時のみ）、A/M切替（＊1）、R/L切替(＊1)
＊1：制御画面と同様 
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演算、警報とも、1に設定す
ると停止します。 

文字部分をクリックすると、各設定の変更用ダイアログボックスが表示されます。 
テンキーダイアログ（マウスで操作）、またはキーボードによる変更が行えます。 
（テンキーは入力ボックスをクリックしたときに、表示されます。テンキー／キーボ
ードの切替設定については、5-6-3項参照） 

操作方法については、4-7項
を参照してください。 

ボタンをクリックすると、各設定の変更用ダイアログボックスが表示されます。 
 

・画面に表示される時間軸の最大幅を、［表示時間］ボタンをクリックして、設定し
ます。 

・目盛り単位を、100%単位ではなく工業単位にしたい場合、画面のコンフィグレーシ
ョン時に、セットアップダイアログにて、［System Info.］ボタンをクリックして、
［自動起動他］の「チューニングトレンド目盛り表示」を「工業単位」にチェック
します。5-6項参照。 
・目盛りを拡大表示したい場合、［拡大］ボタンをクリックして、設定します。 
・表示にバイアスをかけたい場合、［バイアス］ボタンをクリックして、設定します。 
・チューニング画面のトレンドデータの収集は、チューニング画面に移行してから開
始され、チューニング画面の間だけ表示されます。 
そこで、チューニング画面から別の画面に移行しても、トレンドデータを収集し、
チューニング画面に戻っても継続して表示させたい場合に、［保留］ボタンをクリ
ックします。これにより、チューニング画面のバックグラウンドで、3画面分のデー
タが収集されます。 
・上記［保留］を解除する場合、［解除］ボタンをクリックします。 
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注：折れ線プログラム 2（形式 157）の場合、以下のように表示されます。 

文字部分をクリックすると、ステップの設定を変更できます。

 

4－8－1 AT（オートチューニング）の実行方法 
基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）の場合、PID定数を自動計算して自
動的に格納することが可能です。この機能をオートチューニング（略して「AT」）と
呼びます。AT（オートチューニング）機能の詳細は、ループコントロールユニットの
計器ブロックリファレンスマニュアル（SBCC-822）の基本 PID（形式 011）の項を参
照してくだい。 
ATの実行の方法は、以下のように、各設定の変更方法と同様です。 
1 チューニング画面左上領域に表示される「AT実行」の値が”0”の場合、AT非実
行中です。 

2 その「AT実行」の文字部分をクリックします。 
[データ変更]ダイアログボックスが表示されます。 
ダイアログの上部の「AT実行 1：AT、0：AT中止」と表示されます。 

 
3 AT実行を開始する場合、［新データ］フィールドに、”1”を入力します。 
4 ［OK］ボタンをクリックします。ATの実行が開始されます＊1。チューニング画
面左上領域に表示される「AT実行」の値が”1”となります。 

5 PID定数が自動計算・自動格納され、ATが終了すると、チューニング画面左上領
域に表示される「AT実行」の値が”0”に戻ります。 
*：AT実行中に、上記ダイアログボックスにて、新データを”0”に設定して、［OK］ボタ
ンをクリックすると、ATの実行は中止されます（「AT実行」の値が”0”に戻ります）。 
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4－8－2 P、I、Dの変更方法 
例）P（比例帯）の変更 
1 画面上部中央に表示されている［比例帯（P）］の文字部分をクリックします。 
［データ変更］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2 ［新データ］の入力位置をクリックします。 
次に示すテンキー入力のダイアログボックスが表示されます。 
※テンキーを使用しない（直接キーボードから入力する）ように設定したい場合は、
5-6項を参照してください。 

 
3 マウスでクリックして数値を入力したあと（キーボード入力も可）、［OK］ボタ
ンをクリックします。 
手順 1で示した［データ変更］ダイアログボックスに戻ります。 

4 ［OK］ボタンをクリックします。 
I（積分時間）、D（微分時間）についても、同様の手順で設定変更できます。 

4－8－3 その他の設定値の変更方法 
MVリミット上限／下限、上上限警報、上限警報、下下限警報、下限警報、偏差警報
の各設定についても、上記と同様の手順で設定変更できます。 
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4－8－4 FT（ファインチューニング）の実行方法 
基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）の場合、ファインチューニング（略
して「FT」）を実行することが可能です。これにより、ファジィ推論を用いてユーザ
の要求度合に応じて PID定数を変更することで、制御性を精密に改善できます。 
1 「FT実行」が、チューニング画面左上領域に表示されます。 

 
2 その「FT実行」の文字部分をクリックします。以下の「FT実行」ダイアログボッ
クスが表示されます。 

 
3 「ハンティング抑制」、「オーバーシュート抑制」、「速応性向上」の各要求度合
いを 5段階で設定し、［OK］ボタンをクリックします。 

注：5段階の設定をして［OK］ボタンをクリックするごとに、その設定値で FTが実行されます。
［Undo］ボタンをクリックすると、直前の PID定数に戻ります（なお、もう一度［Undo］ボ
タンをクリックすると、 FT設定値に戻ります）。 

4 その設定値で FTの実行が開始されます。 
5 FTによって PID定数が修正され、自動的に格納されます。チューニング画面上領
域に表示される、比例帯、積分時間、微分時間の値が変更されます。 
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参 考 

 

オートチューニング実行後の制御性能に満足できないときや、オートチューニングを実

行することで、PVに乱れが生じたり、または制御が中断されることが許されないとき

は、ファインチューニングを実行します。 

ファインチューニングは、制御性の改善について、3つの要求を設定することにより、

改善要求とそれまでの制御状態からファジィ推論を実行して、PIDパラメータを自動修

正します。 

改善要求項目は、以下のとおりです。 

・ハンティング抑制 

・オーバーシュート抑制 

・速応性向上 

それぞれ要求の強さを 5段階で指定できます。 

また、改善したい内容により、要求項目を 2つまで同時に設定できます。たとえば、

ハンティングとオーバーシュートの両方について改善したい時は、「ハンティング抑制」

および「オーバーシュート抑制」パラメータに必要な要求度合いを設定します。 

 

4 

5 

3 

2 

1 

例：ハンティング抑制度合 4 

＋オーバーシュート抑制度合 3

ハンティング抑制度合 

速応性向上度合 オーバーシュート抑制度合
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4－9 トレンド画面 
 
トレンド画面は、調節ブロックの PV、SP、MV、または他のアナログ信号の、時間経
過に伴う変化を記録計のイメージで表示します。同時に、その収集したトレンドデー
タをファイルに保存します。 
トレンド画面は、オーバービュー画面でトレンド画面のアイコンボタンをクリックす
るとにより、表示されます。 
 

4－9－1 リアルタイムトレンド画面の表示例 
 選択しているデータの設定値に、グラフの目

盛りが設定されます。変更するときは、番号
のアイコンをクリックします。 

このマークが表示されている時点でのデータの値（デフォ
ルトでは現在値）が画面上部に表示されます。このマーク
はドラッグすることにより移動させることが可能です。な
お、データはすべて実数で表示されます。 

時刻スクロール 
表示画面より 1画面分
未来へ 

時刻スクロール 
表示画面より 1画面分 
過去へ 
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・パソコン宛送信端子から出力される計器ブロックの PV、SP、MV、およびアナログ
信号を、一定周期で収集し、トレンド表示をし、同時にファイルに保存します。 
・1画面に最大 8点まで多点記録計の画面イメージで表示します。 
・次に示す 2種類のトレンド画面をサポートしています。 
 

           種類 
項目 

リアルタイムトレンド ヒストリカルトレンド 

収集周期 1、2、5、10、30秒 1、5、10、30、60分 
タグ 最大 480タグ 最大 960タグ 

データ収集 
（ロガー機能） 

最大保存時間 収集周期 1秒 ：10時間 
 2秒 ：20時間 
 5秒 ：50時間 
 10秒 ：100時間 
 30秒 ：300時間 

収集周期 1分 ： 30日 
 5分 ： 150日 
 10分 ： 300日 
 30分 ： 900日 
 60分 ：1800日 

横軸 収集周期 1秒 ：2分～240分 
 2秒 ：4分～240分 
 5秒 ：10分～240分 
 10秒 ：20分～240分 
 30秒 ：20分～240分 

収集周期 1分 ：2時間～10日 
 5分 ：10時間～50日
 10分 ：20時間～100日
 30分 ：60時間～300日
 60分 ：5日～600日 

縦軸 8点共通の軸、目盛りを 1、2、5、10倍拡大可能 
表示開始時刻 表示開始時刻を指定すると、その時点からデータを表示 

データ表示 

表示色 赤、黄、緑、青、マゼンダ、パープル、シアン、白 

 
データの収集周期は、System Info.画面で設定します。 
データの収集周期の設定については、「5－6－9 CSV保存設定」を参照してください。 
 

お願い 

 

組み合わせた計器ブロックの数や、ループコントローラとの接続形式により、設定した

収集周期で、データが収集できない場合があります。 

もし、その状態でグラフに表示された場合、前回収集した値と同じ値で更新されます。

そのような場合、収集周期の間隔を長くするなどして対応してください。 

 
トレンド画面は、リアルタイムトレンドの場合、最大 60画面まで、ヒストリカルトレ
ンドの場合、最大 120画面まで登録可能です。 
リアルタイムトレンド、ヒストリカルトレンドのどちらにするかは、画面のコンフィ
グレーション時にトレンドの種類として設定します。 
いずれのトレンド種類でも、トレンドデータの収集自体は、モニタプロセスの開始（メ
インウィンドウの[起動]ボタンによる）と同時に実行されます。 
・どの時点のデータから表示するかを、左下の［開始時間］ボタンをクリックして、
設定します。 
・画面に表示される時間軸の最大幅を、［表示時間］ボタンをクリックして、設定し
ます。 
・目盛りを拡大表示したい場合、［拡大］ボタンをクリックして、設定します。 
・表示にバイアスをかけたい場合、［バイアス］ボタンをクリックして、設定します。 
・表示したいペンを選択する場合は、 ［ペン選択］ボタンをクリックしてペンを選択
します。 
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リアルタイムトレンドは、最大保存時間（10～300時間）まで記録し、以後古いデータ
は捨てられていきます。 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

調節ブロック：基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、流量バッチ
仕込み（式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、比率設
定（形式 033）、指示（形式 034）、ブレンド PID（形式 013）、2位置オ
ンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002）の PV、SP、MV、Y1、
Y2、HLのみ 
全計器ブロックの 
アナログ入力信号（入力選択（形式 162）による） 
アナログ出力信号（定数出力（形式 166）による） 

対象計器 
ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパラ
メータ（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 

表示 
 

SP、PV、MV 
アナログ値、接点 
注：MVは 0～100%でなく、SP、PVのレンジで表示されます。 

設定 なし 
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4－9－2 ヒストリカルトレンド画面の表示例 
 選択しているデータの設定値に、グラフの目

盛りが設定されます。変更するときは、番号
のアイコンをクリックします。 

このマークが表示されている時点でのデータの値（デフォ
ルトでは現在値）が画面上部に表示されます。このマーク
はドラッグすることにより移動させることが可能です。な
お、データはすべて実数で表示されます。 

時刻スクロール 
表示画面より 1画面分
未来へ 

時刻スクロール 
表示画面より 1画面分 
過去へ 

 

■ CSVファイル出力 

収集した、リアルタイムトレンドまたはヒストリカルトレンドのデータ（年月日、時
分秒、タグ No.ごとのデータ）を、自動または手動で、CSV（カンマ区切り）ファイル
形式で出力することが可能です。 
 

● 自動保存（定時保存） 

画面のコンフィグレーション時（トレンド画面登録時）に、以下の設定を行います。 
・自動保存有効 
・保存周期（1、2、3、4、6、8、10、12、18、20、24、48、72、96、120、240時間
のいずれか） 

・保存ファイル名、保存先フォルダ 
これにより、モニタプロセスを起動直後（メインウインドウにて[起動]ボタンをクリッ
ク、またはセットアップダイアログにて［起動］ボタンをクリック）に、自動保存の
機能が開始されます。それ以降は、指定保存周期で設定された時間の正時（00分 00
秒）ごとに、CSVファイルが作成されます。自動保存の設定については、5-5項「画
面のコンフィグレーション」の「トレンド画面を登録する」を参照。 
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● 手動保存（ボタン操作による保存） 

手順は、以下のとおりです。 
1 [CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイアログボックスが表示されます。 

 
2 CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックします。CSVファイルが作成
されます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す｡リアルタイムトレンドの場合、デフォルトのファイル名は､Trrl.csvです。ヒス
トリカルトレンドの場合、デフォルトのファイル名は Trhl.csvです。） 

 
CSVファイルの内容は以下のとおりです。 

・ リアルタイムトレンドの場合 

リアルタイムトレンド（リターン） 
画面名称（リターン） 
エクスポート年月日（カンマ）エクスポート時分秒（リターン） 
（カンマ）（カンマ）タグ名 1（カンマ）タグ名 2（カンマ）・・・（カンマ）タグ名
8(リターン） 
（カンマ）（カンマ）ITEMタグ 1（カンマ）ITEMタグ 2（カンマ）・・・（カンマ）
ITEMタグ 8(リターン） 
トレンドデータ年月日（カンマ）トレンドデータ時分秒（カンマ）データ 1（カンマ） 
データ 2（カンマ）・・・（カンマ）データ 8（リターン） 
注：登録していないタグ No.のデータは 0となります。 

・ ヒストリカルトレンドの場合 

ヒストリカルトレンド（リターン） 
画面名称（リターン） 
エクスポート年月日（カンマ）エクスポート時分秒（リターン） 
（カンマ）（カンマ）タグ名 1（カンマ）タグ名 2（カンマ）・・・（カンマ）タグ名
8(リターン） 
（カンマ）（カンマ）ITEMタグ 1（カンマ）ITEMタグ 2（カンマ）・・・（カンマ）
ITEMタグ 8(リターン） 
トレンドデータ年月日（カンマ）トレンドデータ時分秒（カンマ）データ 1（カンマ） 
データ 2（カンマ）・・・（カンマ）データ 8（リターン） 
注：登録していないタグ名のデータは 0となります。 
例）リアルタイムトレンドを表計算ソフトで読み出した場合 

 
画面名称 

エクスポート時分秒 エクスポート年月日 

トレンドデータ年月日 トレンドデータ時分秒 

タグ名 
ITEMタグ 

ITEMタグのデータ 
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■ ペンの設定変更 

モニタ Plusをシャットダウンすることなくトレンド画面のペン変更/削除/追加が可能
です。 

● ダイアログボックスからのペンの変更／削除 

1.ペン選択エリアをダブルクリックします。 

 ダブルクリックします 

 
 
2.下記の「ペン情報の更新」ダイアログが表示されます。 
各項目を設定するには、①～④をクリックします。 

① ④ ③②

 
①タグ名（CSVタグ）の選択 
モニタ Plusに登録されているタグの一覧リストが表示されます。 
②構成タグ名（ITEMタグ）の選択 
アイテム一覧リストより収集したいアイテムを設定します。ここでは、①で選択し
たタグの計器図番号により該当するアイテムのみリスト表示されます。 
③詳細設定 
①でタグ名を選択した際、ツールソフトで設定したそのタグの上下限値がデフォル
ト表示されます。（変更可能です。） 
④削除 
選択したペンを削除します。 

 
注 1：④の[削除]ボタンを押した時点でトレンド画面からそのタグの一切の情報が消去されます。

そのペン（タグ）のグラフ表示も消去されます。 
注 2：①～④の操作が完了し、[OK]ボタンをクリックしてから、実際にトレンド画面に反映され

るまで、「収集周期（リアルタイムトレンド時：約 10秒、ヒストリカルトレンド時：約
60秒）+画面リフレッシュ周期（数秒間）」かかります。 
なお、他の画面に切り換え、元の画面に戻した場合は、変更内容はすぐに反映されます。 

 

お願い 

 

ツールソフトでスケーリングの設定を変更した場合、変更した値に合わせてタグの上下

限値の設定を、[ペン情報の更新]ダイアログの[詳細]ボタンにより変更してください。
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● ダイアログボックスからのペンの追加 

割り当てられていないペンにタグを割り当てるには、以下のようにします。 
1. 下記画面の○印の範囲をダブルクリックします。 
 

 
 
下記のようなペン変更のダイアログボックスが表示されます。 

 
2. タグが割り当てられていないペンを選択し、[OK]ボタンをクリックします。 
3. 「ダイアログボックスからのペンの変更／削除（P.4-30）」にしたがって、タグを
割り当てます。 
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4－10 バッチトレンド画面 
 
バッチトレンド画面は、調節ブロックの PV、SP、MV、または他のアナログ信号の時
間経過に伴う変化を収集して、記録計のイメージで表示します。 
トレンドデータの収集開始／終了は、タグデータの状態をトリガにして行うことがで
きます。 
また、収集したトレンドデータは、バッチトレンドファイルとして自動的に保存され
ます。 
バッチトレンドファイルにより、データ収集中のバッチトレンド画面に過去のバッチ
データを重ね合わせて表示したり、CSVファイルへの出力が可能になります。 
バッチトレンド画面は、オーバービュー画面でバッチトレンド画面のアイコンボタン
をクリックするとにより、表示されます。 
 

4－10－1 バッチトレンド画面の概要 
 

 
選択しているデータの設定値に、グラフの目盛り
が設定されます。変更するときは、ペン番号が 
表示されている箇所をクリックします。 

時刻スクロール 
表示画面より 1画面分
未来へ 

このカーソルマークが表示されている時点でのデータの値
（デフォルトでは現在値）が画面上部に表示されます。こ
のマークはドラッグすることにより移動させることが可能
です。 
[F5]キーを押すと、カーソルの位置を現在値の位置に戻せま
す。 

トレンドデータ収集のステータス
を表示します。 
またクリックするとバッチ収集状
態ダイアログが開きます。 

時刻スクロール 
表示画面より 1画面分 
過去へ 

グラフ縦軸の表示（上下限値、分割数）
は、ペンごとに設定できます。選択する
ペンを変更するごとに、タグデータの表
示も変更します。 

過去に収集されたトレンド
データのバッチトレンド 
ファイルを参照します。 

どの時点のデータから
表示するかを設定しま
す。 

画面に表示される時間
軸の最大幅を設定しま
す。 

目盛りを拡大表示した
い場合に設定します。

表示にバイアスをかけ
たい場合に設定しま
す。 

表示したいペンを選
択します。 

 
 

参 考 

 

本製品には、トレンドグラフの形式でデータ収集する機能として、下記の 2種類の画

面を用意しています。 

ユーザのニーズに応じて、それぞれの画面をお使いください。 

・トレンド画面 

・バッチトレンド画面 

トレンド画面、バッチトレンド画面の違いについては、付 2の「トレンド画面、バッ

チトレンド画面の違い」を参照してください。 
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・1画面に最大 8点まで多点記録計の画面イメージで表示します。 
 
・バッチトレンド画面は、最大 120画面まで登録可能です。 
登録可能なタグは、最大 960タグです。 

 
・トレンドデータの収集周期と最大保存時間 
バッチトレンド画面でのデータ収集周期と最大保存時間は、以下のようになってい
ます。 

 
項目 詳細 

収集周期*1 1秒、1分 
最大保存時間 4時間（収集周期：1秒の場合） 

10日（収集周期：1分の場合） 
*1：収集周期は、ビルダーウィンドウのCRT Builderダイアログボックス（バッチトレンド画面）で
設定します。 
収集周期の設定については、「5－5－2 オーバービュー画面の登録」を参照してください。 

 

お願い 

 

組み合わせた計器ブロックの数や、ループコントローラとの接続形式により、設定した

収集周期で、データが収集できない場合があります。 

もし、その状態でグラフに表示された場合、前回収集した値と同じ値で更新されます。

そのような場合、収集周期の間隔を長くするなどして対応してください。 

 

● 縦軸の表示の変更について 

バッチトレンドグラフの縦軸は、ペンごとに表示を変更できます。 
1. バッチトレンド画面のデータ表示部をクリックします。 

 クリックします 

 
2. ペンを選択した状態で、グラフの縦軸をダブルクリックします。 
3. 縦軸設定ダイアログボックスが表示されるので、縦軸の表示を設定します。 

上下限値を設定します。 

分割数を設定します。 

 
 

お願い 

 

ツールソフトでスケーリングの設定を変更した場合、変更した値に合わせてタグの上下

限値の設定を、[縦軸設定]ダイアログにより変更してください。 

 
 



4－10 バッチトレンド画面 
4－10－2 トレンドデータの収集／保存方法 

4-34 

4 

モ
ニ
タ
画
面
の
機
能
と
操
作 

 

4－10－2 トレンドデータの収集／保存方法 
 

■ トレンドデータの収集開始／終了トリガについて 

トレンドデータの収集を開始／終了させるには、下記の 2種類の方法があります。 

・ トリガタグ 

指定したタグデータの状態によって、トレンドデータの収集を開始／終了します。 
タグデータの種類（接点 IEM／アナログ ITEM）によって、以下のように設定します。 
接点 IEM ：ON（=1）,OFF(=0)のいずれかでデータ収集開始／終了 
アナログ ITEM ：タグの値が、設定したバッチ開始値以上でデータ収集開始、 

 バッチ終了値未満でデータ収集終了 

・ バッチトレンド画面での操作 

バッチトレンド画面からユーザの任意のタイミングで、トレンドデータの収集開始／
停止を操作できます。 
以下の手順で、トレンドデータの収集を開始します。 
1. バッチトレンド画面の収集ステータス表示エリアをクリックします。 

    クリックします。 

 

 
2. バッチ収集状態ダイアログボックスが表示されるので、[バッチ開始要求]をクリッ
クしてください。 
（トリガタグが設定されている場合は、バッチ終了要求のみ実行できます。 
ただし、終了させてもデータ収集条件が成立していれば、すぐにデータ収集が開
始されます。 
収集条件を成立させておいたまま、別のバッチに切り替えるような時に使用して
ください。) 

 

トレンドデータの収集を開始します。 

トレンドデータの収集を終了します。 
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■ バッチトレンドファイルについて 

トレンドデータの収集（バッチ）が開始されると、バッチトレンド画面ごとに、バッ
チトレンドファイル（バイナリ形式）が自動的に作成されます。 
 

・ ファイル名 

バッチトレンドファイルは、日付ごとに以下のファイル名で保存されます。 
ファイル名「開始日付－開始時分－バッチトレンド画面名.BTR」 

（例） 
20061201－161510－Batch1 .BTR 

開始日付 
（年月日） 

開始時分 
（時分秒）

バッチトレンド画面名 

 
 

・ バッチトレンド画面の最大保存時間 

バッチトレンド画面の最大保存時間（4時間／10日）が経過すると、バッチトレンド
ファイルの更新は終了します。 
収集トリガの条件が成立中の場合は、新たなバッチトレンドファイルを作成し、トレ
ンドデータの収集を再開します。 

 

・ バッチトレンドファイルの保存期間 

バッチトレンドファイルは、トレンドデータの収集が開始されるごとに追加されてい
きます。 
System Info.画面により、バッチトレンドファイルが作成されて一定期間超えると、バ
ッチトレンドファイルを自動的に削除するよう設定することができます。 
System Info.画面の設定については、「5－6－9 CSV保存設定」を参照してください。 
 

・ モニタ Plus起動／終了時の動作について 

モニタ Plusの終了（モニタ Plusの全モジュール終了、またはパソコンの電源 OFF）に
より、データ収集トリガの条件が成立中でも、トレンドデータの収集（バッチ）が終
了します。 
モニタ Plusを再起動すると、データ収集が再開されますが、新たなバッチトレンドフ
ァイルでデータ収集されます。 
上記のような場合、ビルダーウィンドウの CRT Builderダイアログボックス（バッチト
レンド画面）のチェックボックスをチェックすると、モニタ Plus終了時のバッチトレ
ンドファイルに継続してトレンドデータの収集を行うことができます。 

 

 

チェックします 

 
 



4－10 バッチトレンド画面 
4－10－2 トレンドデータの収集／保存方法 

4-36 

4 

モ
ニ
タ
画
面
の
機
能
と
操
作 

[再起動時に前回バッチを継続する。]のチェックによるバッチトレンドファイルの
作成方法の違いについて 

 

トレンドデータ 
収集状況 

バッチトレンドファイル A

バッチトレンドファイル A

トレンドデータ収集① トレンドデータ収集②

・「再起動時に前回バッチ 

 を継続する。」チェックあり
＊1,＊2

 のとき 

・「再起動時に前回バッチを 
 継続する。」チェックなし 
 のとき 

欠測データを追加 

新たにバッチトレンド 
ファイルを作成 

バッチトレンドファイル B

モニタ Plus終了 モニタ Plus起動 

データ収集トリガ
の条件 

成立中 

 
 
*1 ただし、「再起動時に前回バッチを継続する。」にチェックした場合でも、データ収集を再
開した時間が、バッチトレンド画面の最大保存時間を越えている場合、継続して保存されま
せん。 
例）収集周期：1秒の場合 

 

トレンドデータ 
収集状況 

バッチトレンドファイルA 

トレンドデータ収集① トレンドデータ収集②

バッチトレンド 
ファイル作成状況

欠測データを追加 

新たにバッチトレンド
ファイルを作成 

バッチトレンドファイルB

モニタ Plus終了 モニタ Plus起動 

バッチトレンド画面の
最大保存時間（4時間）

経過時間（時間） 0 1 2 3 4 5 6 7 8

 
 

*2 モニタ Plus終了中に、トレンドデータの収集トリガ条件が成立→不成立に変更しても、モ
ニタ Plusは認識できません。 
上記「再起動時に前回バッチを継続する。」をチェックしていると、モニタ Plus起動時に、
トレンドデータの収集トリガ条件が成立していれば、前回のモニタ Plus終了時と同じバッ
チトレンドファイルに保存されますので、ご注意ください。 

 
・ ビルダーウィンドウの CRT Builderダイアログボックス（バッチトレンド画面）の設定につ
いては、「5－5－2 オーバービュー画面の登録」を参照してください。  
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■ 過去のトレンドデータを参照する 

過去に収集したトレンドデータは、バッチトレンドファイルとして保存されています。 
そのバッチトレンドファイルを、バッチトレンド画面で表示させることができます。 
 

● 過去のトレンドデータを参照する 

過去に収集したデータを、バッチトレンド画面で確認することができます。 
 
1. バッチトレンド画面上部の[参照]ボタンをクリックして、[ファイルを参照]ダイアロ
グボックスを表示させます。 

 クリックします 

 

 
2. [ファイルを参照]ダイアログボックスで、参照したいバッチトレンドファイルを選
択します。 
 

同じ日に収集されたバッチトレンドファイルが表示
されます。 
参照させるバッチトレンドファイルを選択します。

参照したいバッチトレ
ンドファイルが収集さ
れた年を選択します。

参照したいバッチトレンド
ファイルが収集された日付
を選択します。 

バッチトレンドファイルを選択すると、
そのバッチファイルに関する詳細な情
報が表示されます。  
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3. 選択したバッチトレンドファイルの状態がバッチトレンド画面に表示されます。 
バッチトレンドファイル参照中は、バッチトレンド画面が以下のように表示されま
す。 
 選択したペンのバッチトレンドファイル収集時の

時刻および経過時間が表示されます。 
[参照中]と表示
されます。 

ペン番号の横に＊印が
付きます。 

 
 

4. バッチトレンドファイルの参照状態を終了するときは、[参照]ボタンをクリックし
て、[ファイルを参照]ダイアログボックスを表示して、[収集中データを表示]チェッ
クボックスをチェックしてください。 
また、他の画面に遷移した場合も、バッチトレンドファイルの参照状態は終了しま
す。 

 

● 過去のトレンドデータと現在収集中のトレンドデータを重ね合わせる 

過去と現在のトレンドデータの収集状態の比較が、ペン単位で可能になります。 
 
1. 過去のトレンドデータを表示させるペン番号をクリックします。 

 クリックします 

 

 
2. [表示ペンの設定]ダイアログボックスが表示されますので、[過去データ参照]を選択
し、[データ選択]ボタンをクリックします。 

 

バッチトレンドファ
イルの詳細が表示さ
れます。 

選択します。 

選択したペンの表示
位置を時間単位でず
らすことができます。 

選択中のペン番号が
表示されます。 

クリックします。 
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3. [データ選択]ダイアログボックスが表示されますので、表示させたいタグデータを
選択します。 

 

同じ日に収集されたバッチトレンドファイル
が表示されています。 
参照させるバッチトレンドファイルを選択 
します。 

バッチトレンドファイルを選択すると、 
そのバッチトレンドファイルの詳細な情報が
表示されます。 

参照したいバッチトレ
ンドファイルが収集さ
れた日付を選択します。

選択されたバッチトレンドファイルに含まれ
るタグ名が表示されます。 
表示させたいタグデータを選択してください。

参照したいバッチトレ
ンドファイルが収集さ
れた年を選択します。

 
4. 選択したペンに過去のバッチトレンドファイルの状態が表示されます。 
バッチトレンドファイル参照中は、バッチトレンド画面が以下のように表示されます。 
 選択したペンのバッチトレンドファイル収集時の時刻 

および経過時間が表示されます。 

過去のバッチトレンドファイル
参照中のペン番号の横に＊印が
付きます。 

 
 

参 考 

 

過去と現在収集中のトレンドデータのグラフが、以下のようにずれている場合、[表示

ペンの設定]ダイアログボックスの[時間ずらし]の設定により調整してください。 
データ収集開
始時点がずれ
ている 

：過去のトレンドデータ 
：現在収集中のトレンドデータ

時間ずらし機能で、 
データ収集開始時点 
を合わせる。 

 

 
5. バッチトレンドファイルの参照状態を終了するときは、[参照中]ボタンをクリックし
て、[表示ペンの設定]ダイアログボックスを表示して、[収集中データを表示]チェッ
クボックスをチェックしてください。 
また、他の画面に遷移した場合も、バッチトレンドファイルの参照状態は終了します。 
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■ CSVファイル出力 

バッチトレンド画面によって収集したデータ（年月日、時分秒、タグ No.ごとのデータ）
を、自動または手動で、CSV（カンマ区切り）ファイル形式で出力することが可能で
す。 
 

● 自動保存 

画面のコンフィグレーション時（バッチトレンド画面登録時）に、以下の設定を行い
ます。 
・自動保存有効 
・保存ファイル名、保存先フォルダ 

これにより、トレンドデータの収集終了時（トリガタグによる条件不成立時、手動で
のバッチ終了要求）に、CSVファイルが自動的に保存されます。 
 

● 手動保存（ボタン操作による保存） 

手順は、以下のとおりです。 
1. バッチトレンド画面上で[CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイアログボ
ックスが表示されます。 

 
2. エクスポート元になる、バッチトレンドファイルを選択してください。 
3. CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックすると CSVファイルが作成さ
れます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す｡デフォルトのファイル名は、バッチトレンドファイル名.CSVです。） 
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● CSVファイルの仕様 

バッチトレンド（カンマ）バージョン（リターン） 
画面名称文字列（リターン） 
出力時刻（カンマ）出力年月日のデータ（カンマ）出力時間のデータ（リターン） 
開始時刻（カンマ）バッチ開始年月日のデータ（カンマ）バッチ開始時間のデータ（リ
ターン） 
終了時刻（カンマ）バッチ終了年月日のデータ（カンマ）バッチ終了時間のデータ（リ
ターン） 
（カンマ）（カンマ）（カンマ）タグ名 1（カンマ）タグ名 2（カンマ）・・・（カン
マ）タグ名 8(リターン） 
日付（カンマ）時刻（カンマ）経過時間（カンマ）ITEMタグ 1（カンマ）ITEMタグ
2（カンマ）・・・（カンマ）ITEMタグ 8(リターン） 
データ年月日（カンマ）データ時分秒（カンマ）データ 1（カンマ） データ 2（カン
マ）・・・（カンマ）データ 8（リターン） 
 
注：登録していないタグ No.のデータは表示されません。 
 
例）出力された CSVファイルを、表計算ソフトで読み出した場合 
 

 

トレンドデータ実時間 

タグ名 

ITEM タグ 

ITEM タグのデータ 

バッチ開始/終了時刻

画面名称
エクスポート時刻 

バッチ開始時からの経過時間  
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4－11 折れ線プログラム 2画面 
 
折れ線プログラム 2画面は、計器ブロック「折れ線プログラム 2」（形式 157）につい
て、動作状況のモニタや、ステップデータの設定などを行うことができます。 
また、モニタした折れ線データは、折れ線プログラム 2トレンドファイルとして自動
的に保存されます。 
折れ線プログラム 2トレンドファイルにより、過去に収集した折れ線データを折れ線
プログラム 2画面で表示したり、CSVファイルへの出力が可能になります。 
折れ線プログラム 2画面は、オーバービュー画面で折れ線プログラム 2のアイコンボ
タンをクリックするとにより、表示されます。 
 

4－11－1 折れ線プログラム 2画面の概要 
折れ線プログラム 2画面は、以下のように折れ線プログラム 2確認画面、および折れ
線プログラム 2編集画面の 2種類の画面で構成されています。 

 

折れ線プログラム 2確認画面 

折れ線プログラム 2のステップデータ設定値、プログラム出力値の現在値、および参照入力の 
現在値をトレンドグラフで表示します。 

・折れ線プログラム 2ブロックの操作を行ったり動作状態を監視します。 

・過去に収集した折れ線プログラム 2の折れ線データを参照します。 

オーバービュー画面 

折れ線プログラム 2編集画面 

折れ線プログラム 2のステップを編集します。 

・対象となる折れ線プログラム 2のステップデータの読み出し／設定／書き込み 
を行います。 

クリックして、 

折れ線プログラム2
編集画面へ 

クリックして、 

折れ線プログラム 2
確認画面へ 

 
・折れ線プログラム 2画面は、上記の 2種類の画面を 1組として、最大 16画面まで登
録可能です。 
・本項以降の説明では、それぞれの上記の画面名称で説明いたします。 
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4－11－2 折れ線プログラム 2確認画面の表示例および操作 
折れ線プログラム 2の現在値をトレンドグラフで表示します。 

 

クリックすると、各ステップごとのデータ
の詳細が表示されます。 
実行中のステップは、緑色で表示されます。

グラフ縦軸の表示（上下限値、分割数）は、選択された
タグごと（折れ線プログラム 2タグ、拡張測定タグ）に
設定できます。 

折れ線データ収集のステータスを表示します。 
クリックすると、収集状態確認ダイアログが表示されます。

クリックすると折れ線プログラム 2 
編集画面に遷移します。 

対象となる折れ線プログラム 2
のフェースプレートを表示し
ます。 
フェースプレートの詳細につ
いては、4－7－2項「基本的な
表示と操作方法」を参照してく
ださい。 

過去に収集された折れ線プロ
グラム 2トレンドファイルを
参照します。 

時刻スクロール 
表示画面より半画面分
未来へ 

時刻スクロール 
表示画面より半画面分 
過去へ 

どの時点のデータから
表示するかを設定しま
す。 

画面に表示される時間
軸の最大幅を設定しま
す。 

目盛りを拡大表示した
い場合に設定します。

表示にバイアスをかけ
たい場合に設定しま
す。 

表示したいペンを選
択します。 

このカーソルマークが表示されている時点でのデータ
の値（デフォルトでは現在値）が枠内に表示されます。
このマークはドラッグすることにより移動させること
が可能です。 
[F5]キーを押すと、カーソルの位置を現在値の位置に戻
すことができます。 

グラフ横軸の表示 
上段：時分 
下段：日 

以下のパラメータの設定を変更します。 
・演算停止指令（形式 000) 
・参照入力無効（形式 020) 

対象となる折れ線プログラム 2のステータス
を、以下のように表示します 
・WAIT ：WAIT中 
・GOAL ：折れ線終了 
・入力異常 ：入力異常発生中 

 
 

・ 折れ線プログラム 2確認画面でモニタできるデータ 

折れ線プログラム 2確認画面では、以下のデータを同時に表示することができます。 
 
データ種類 グラフ上の線色 詳細 

ステップデータ 黄色 ループコントローラにあるステップデータをあらかじめ画面上
に表示しておき、それ以外のタグの値を重ねて表示します。 

プログラム出力 Y1 
(ITEM 008) 

水色 
－ 

参照入力 X1 
(ITEM 007) 

緑色 
－ 

拡張測定タグ値 紫色 任意のタグ 1点を指定します。 

 

参 考 

 

ステップデータの表示について 

折れ線プログラム 2確認画面を初めて表示するときには、ステップデータは表示され

ていません。（ステップデータは、折れ線データの収集開始により表示されます。）

折れ線プログラム 2確認画面で実行するステップデータを、あらかじめ確認したい場

合は、折れ線プログラム 2編集画面へ遷移させてください。 

折れ線プログラム 2編集画面へ遷移すると、ループコントローラから最新の折れ線プ

ログラム 2のステップデータが受信され、折れ線プログラム 2確認画面に表示が反映

されます。 
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・ 折れ線プログラム 2の収集周期と最大保存時間 

折れ線プログラム 2確認画面でのデータ収集周期と最大保存時間は、以下のようにな
っています。 
 

項目 詳細 

収集周期*1 1秒、10秒、1分 
最大保存時間 3日間（収集周期：1秒の場合） 

30日間（収集周期：10秒の場合） 
180日間（収集周期：1分の場合） 

*1：収集周期は、ビルダーウィンドウのCRT Builderダイアログボックス（折れ線プログラム 2画面）
で設定します。 
収集周期の設定については、「5－5－2 オーバービュー画面の登録」を参照してください。  

 

お願い 

 

組み合わせた計器ブロックの数や、ループコントローラとの接続形式により、設定した

収集周期で、データが収集できない場合があります。 

もし、その状態でグラフに表示された場合、前回収集した値と同じ値で更新されます。

そのような場合、収集周期の間隔を長くするなどして対応してください。 

 

・ 折れ線データの収集／終了について 

モニタ対象となる折れ線プログラム 2ブロックの S1(ITEM 013)が ONになると、デー
タ収集を開始し、OFFになるとデータ収集を終了します。 
折れ線データの収集（バッチ）が開始されると、折れ線プログラム 2画面ごとに、折
れ線プログラム 2トレンドファイル（バイナリ形式）が自動的に作成されます。 
 

参 考 

 

折れ線プログラム 2の運転開始前に、モニタ Plusを起動しておいてください。 

折れ線プログラム 2を運転開始した後にモニタ Plusを起動すると、ステップデータと

モニタするプログラム出力の表示が一致しないことがあります。 

 

・ 折れ線プログラム 2のステータス表示について 

折れ線プログラム 2確認画面の右上部に、折れ線プログラム 2のステータスが表示さ
れます。 
ステータスの表示は以下の 3種類です。 

 

･･ 折れ線プログラム 2のウェイト中 U10(ITEM 019）が ONになると表示されます。

･･ 折れ線プログラム2の最終折れ点到達U2(ITEM 016)がONになると表示されます。

･･ 折れ線プログラム 2の X1入力異常 U1(ITEM 015)が ONになると表示されます。
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● ステップデータの確認について 

1. 表形式のステップデータ部をクリックします。 

 
クリックします

  
2. ステップ表示ダイアログボックスが表示されます。 
このダイアログボックスから設定値の変更はできません。 
設定値の変更は、折れ線プログラム 2編集画面から行ってください 

 

次のステップの 

データを表示します。

前のステップの 

データを表示します。

 
 

● 縦軸の表示の変更について 

折れ線プログラム 2確認画面の縦軸は、折れ線プログラム 2タグ、拡張測定タグごと
に表示を変更できます。 
1. 折れ線プログラム 2確認画面のデータ表示部をクリックします。 

 
折れ線プログラム 2タグの 
縦軸の表示を変更するときにクリック。

拡張測定タグの 
縦軸の表示を変更するときにクリック。

 
2. データ表示部を選択した状態で、グラフの縦軸をダブルクリックします。 
3. 縦軸設定ダイアログボックスが表示されるので、縦軸の表示を設定します。 

 

上下限値を設定します。 

分割数を設定します。 

  

お願い 

 

CRT Builderの折れ線プログラム 2の設定画面で、スケーリングの設定を変更した場

合、変更した値に合わせてタグの上下限値の設定を、[縦軸設定]ダイアログにより変更

してください。  
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● パラメータの変更について 

折れ線プログラム 2計器ブロックの以下のパラメータを変更します。 
・演算停止指令（ITEM000） 
・参照入力無効 SW（ITEM020） 
 
1. 折れ線プログラム 2確認画面の[演算停止]、[参照無効]をクリックします。 

 

演算停止指令(MF_ST)の値を
変更するときにクリック。 

参照入力無効 SW(S5)の値を
変更するときにクリック。 

 
 
2. データ変更ダイアログボックスが表示されるので、変更する値を入力します。 

 

クリックすると、データ入力ダイアログ
ボックスが表示されるので、変更する値
を入力します。 

 
（例：演算停止指令（MF_ST）の場合） 

 
3. [OK]をクリックすると、折れ線プログラム 2計器ブロックのパラメータに、変更し
た値が反映されます。 

 

■ 折れ線プログラム 2トレンドファイルについて 

折れ線プログラム 2データの収集が開始（S1(ITEM013) ON）されると、折れ線プログ
ラム 2確認画面ごとに、折れ線プログラム 2トレンドファイル（バイナリ形式）が自
動的に作成されます。 
 

・ ファイル名 

折れ線プログラム 2トレンドファイルは、日付ごとに以下のファイル名で保存されま
す。 

ファイル名「開始日付－開始時分－折れ線プログラム 2画面名.157」 
（例） 

20061201－161510－Segment.157 

開始日付 
（年月日） 

開始時分 
（時分秒）

折れ線プログラム 2画面名
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・ バッチトレンド画面の最大保存時間 

折れ線プログラム 2確認画面の最大保存時間（3日間／30日間／180日間）が経過する
と、折れ線プログラム 2トレンドファイルの更新は終了します。 
折れ線プログラム 2ブロックの S1(ITEM 013)が ONのままの場合は、新たな折れ線プ
ログラム 2トレンドファイルを作成し、折れ線データの収集を再開します。 

 

・ 折れ線プログラム 2トレンドファイルの保存期間 

折れ線プログラム 2トレンドファイルは、折れ線データの収集が開始されるごとに追
加されていきます。 
System Info.画面により、折れ線プログラム 2トレンドファイルが作成されて一定期間
超えると、折れ線プログラム 2トレンドファイルを自動的に削除するよう設定するこ
とができます。 
System Info.画面の設定については、「5－6－9 CSV保存設定」を参照してください。 
 

・ モニタ Plus起動／終了時の動作について 

モニタ Plusの終了（モニタ Plusの全モジュール終了、またはパソコンの電源 OFF）に
より、折れ線プログラム 2ブロックの S1(ITEM013)が ONでも、折れ線データの収集
（バッチ）が終了します。 
モニタ Plusを再起動すると、データ収集が再開されますが、新たな折れ線プログラム
2トレンドファイルでデータ収集されます。 
上記のような場合、ビルダーウィンドウの CRT Builderダイアログボックス（折れ線プ
ログラム 2画面）のチェックボックスをチェックすると、モニタ Plus終了時の折れ線
プログラム2トレンドファイルに継続して折れ線データの収集を行うことができます。 

 

チェックします
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[再起動時に前回折れ線トレンドを継続する。]のチェックによる折れ線プログラム
2トレンドファイルの作成方法の違い 

 

折れ線データ 
収集状況 

折れ線プログラム2トレンド 
ファイルA 

折れ線プログラム2トレンド 
ファイルA 

折れ線データ収集① 折れ線データ収集② 

・「再起動時に前回折れ線トレンド

 を継続する。」チェックあり
＊1 

 のとき 

・「再起動時に前回折れ線トレンドを
 継続する。」チェックなし 
 のとき 

欠測データを追加 

新たに折れ線プログラム2 
トレンドファイルを作成 

折れ線プログラム2トレンド
ファイルB 

モニタ Plus終了 モニタ Plus起動 

データ収集トリガ
の条件 

成立中 

 

 
1 ただし、「再起動時に前回折れ線トレンドを継続する。」にチェックした場合でも、データ
収集を再開した時間が、折れ線プログラム 2画面の最大保存時間を越えている場合、継続し
て保存されません。 
例）収集周期：1秒の場合 

 

折れ線データ 
収集状況 

折れ線プログラム2トレンドファイルA

折れ線データ収集① 折れ線データ収集② 

折れ線プログラム
2トレンドファイ
ル作成状況 

欠測データを追加 

新たに折れ線プログラム2
トレンドファイルを作成 

折れ線プログラム 2トレン
ドファイル B 

モニタ Plus終了 モニタ Plus起動 

折れ線プログラム2画
面の最大保存時間 
（3日間） 

経過時間（日数） 0 1 2 3 4 5 6

 

 
*2 モニタ Plus終了中に、折れ線プログラム 2ブロックの S1が ON→OFFになっても、モニタ

Plusは認識できません。 
上記「再起動時に前回折れ線トレンドを継続する。」をチェックしていると、モニタ Plus
起動時に、折れ線プログラム 2ブロックの S1が ONしていれば、前回のモニタ Plus終了時
と同じ折れ線プログラム 2トレンドファイルに保存されますので、ご注意ください。 

 
・ ビルダーウィンドウの CRT Builderダイアログボックス（折れ線プログラム 2画面）の設定に
ついては、「5－5－2 オーバービュー画面の登録」を参照してください。 
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■ 過去の折れ線データを参照する 

過去に収集した折れ線データは、折れ線プログラム 2トレンドファイルとして保存さ
れています。 
その折れ線プログラム 2トレンドファイルを、折れ線プログラム 2確認画面で表示さ
せることができます。 
 
1. 折れ線プログラム 2確認画面上部の[参照]ボタンをクリックして、[ファイルを参照]
ダイアログボックスを表示させます。 

 クリックします 

 

 
2. [ファイル参照]ダイアログボックスで、参照したい折れ線プログラム 2トレンドフ
ァイルを選択します。 
 

同じ日に収集された折れ線プログラム 2トレン
ドファイルが表示されます。 
参照させる折れ線プログラム 2トレンドファイ
ルを選択します。 

参照したい折れ線プログ
ラム 2トレンドファイル
が収集された年を選択し
ます。 

参照したい折れ線プログ
ラム 2トレンドファイル
が収集された日付を選択
します。 

折れ線プログラム 2トレンドファイルを選択すると、その折れ線プログラム 2
トレンドファイルに関する詳細な情報が表示されます。 
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3. 選択した折れ線プログラム 2トレンドファイルの状態が折れ線プログラム 2確認画面
に表示されます。 
折れ線プログラム 2トレンドファイル参照中は、折れ線プログラム 2確認画面が以下
のように表示されます。 

 [参照中]と表示
されます。 

フェースプレート、ステー
タス表示は表示されませ
ん。 

 
 

4. 折れ線プログラム 2トレンドファイルの参照状態を終了するときは、[参照中]ボタ
ンをクリックし、[ファイルを参照]ダイアログボックスの[収集中データを表示]チェ
ックボックスをチェックしてください。 
また、他の画面に遷移した場合も、折れ線プログラム 2トレンドファイルの参照状
態は終了します。 

 

参 考 

 

折れ線プログラム 2画面の名称変更について 

折れ線プログラム 2画面の名称を、ビルダーウィンドウの CRT Builderダイアログボ

ックス（折れ線プログラム 2画面）により変更すると、変更前にデータ収集して作成

した折れ線プログラム 2トレンドファイルが、参照できなくなりますのでご注意くだ

さい。 

 

■ CSVファイル出力 

折れ線プログラム 2確認画面によって収集したデータ（年月日、時分秒、タグ No.ごと
のデータ）を、自動または手動で、CSV（カンマ区切り）ファイル形式で出力するこ
とが可能です。 
 

● 自動保存 

画面のコンフィグレーション時（折れ線プログラム 2画面登録時）に、以下の設定を
行います。 
・自動保存有効 
・保存ファイル名、保存先フォルダ 

これにより、折れ線データの収集終了時（S1 OFF時）に、CSVファイルが自動的に保
存されます。 
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● 手動保存（ボタン操作による保存） 

手順は、以下のとおりです。 
1. 折れ線プログラム 2確認画面上で[CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイ
アログボックスが表示されます。 

 

 
2. エクスポート元になる、折れ線プログラム 2トレンドファイルを選択してください。 
3. CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックすると CSVファイルが作成さ
れます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す｡デフォルトのファイル名は、折れ線プログラム 2トレンドファイル名.CSVで
す。） 
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● CSVファイルの仕様 

折れ線プログラム２トレンド（カンマ）バージョン（リターン） 
画面名称文字列（リターン） 
出力時刻（カンマ）出力年月日のデータ（カンマ）出力時間のデータ（リターン）（リ
ターン） 
ステップ（カンマ）ステップ時間（カンマ）時間単位（カンマ）ステップ出力値（カ
ンマ）出力値単位（カンマ）ウェイト時間（カンマ）時間単位（カンマ）ウェイト幅
（カンマ）ウェイト幅単位（リターン） 
0（カンマ）（カンマ）ステップ 0の出力値データ（リターン） 
1（カンマ）ステップ 1のステップ時間データ（カンマ）ステップ 1の時間単位データ
（カンマ）ステップ 1のステップ出力値データ（カンマ）ステップ 1の出力値単位デ
ータ（カンマ）ステップ 1のウェイト時間データ（カンマ）ステップ 1のウェイト時
間単位データ（カンマ）ステップ 1のウェイト幅データ（カンマ）ステップ 1のウェ
イト幅単位データ（リターン） 

： 
（以降 30ステップまで続く） 

： 
（リターン） 
開始時刻（カンマ）データ収集開始年月日のデータ（カンマ）データ収集開始時間の
データ（リターン） 
終了時刻（カンマ）データ収集終了年月日のデータ（カンマ）データ終了時間のデー
タ（リターン） 
（カンマ）（カンマ）（カンマ）対象折れ線プログラム 2のタグ名（カンマ）対象折
れ線プログラム 2のタグ名（カンマ）拡張測定タグのタグ名(リターン） 
日付（カンマ）時刻（カンマ）経過時間（カンマ）X1（カンマ）Y1（カンマ）拡張測
定タグの ITEM名(リターン） 
データ年月日（カンマ）データ時分秒（カンマ）バッチ開始時からの経過時間のデー
タ（カンマ）データ 1（カンマ） データ 2（カンマ）データ 3（リターン） 
 
注：登録していないタグ No.のデータは表示されません。 
また1つのCSVファイルのデータが65000行を超えると、別のCSVファイルが生成されます。
そのとき、CSVファイルのファイル名の最後に、“_01.CSV”，“_02.CSV”....と追い番が付
加されて保存されます。 
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例）出力された CSVファイルを、表計算ソフトで読み出した場合 
 

 

トレンドデータ実時間 

タグ名 

ITEMタグ 

ITEMタグのデータ 
(折れ線プログラム 2の X1,Y1および拡張測定タグのデータ) 

データ収集開始/終了時刻

画面名称 エクスポート時刻 

バッチ開始時からの経過時間

折れ線プログラム 2 の
ステップ情報 
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4－11－3 折れ線プログラム 2編集画面の表示例および操作 
対象となる折れ線プログラム 2ブロックの折れ線データを、実際の折れ線の状態と実
時間を見ながら設定し、ループコントローラに転送することができます。 
 

時刻スクロール 
表示画面より半画面分 
未来へ 

時刻スクロール 
表示画面より半画面分 
過去へ 

どの時点のデータから
表示するかを設定しま
す。 

画面に表示される時間
軸の最大幅を設定しま
す。 

目盛りを拡大表示した
い場合に設定します。

表示にバイアスをかけ
たい場合に設定しま
す。 

クリックすると、各ステップごとのデータを編集するダイアログボックスが
表示されます。 

折れ線データ収集のステータスを表示します。 
クリックすると、収集状態確認ダイアログが表示されます。 

クリックすると折れ線プログラム 2 
確認画面に遷移します。 

コントローラから折れ線
プログラム 2のステップ
データを読み込みます。

折れ線プログラム 2編集
画面で設定したステッ
プデータを、コントロー
ラに書き込みます。 

 
 

参 考 

 

折れ線プログラム 2編集画面を表示するときに、ループコントローラに登録されてい

るステップデータが更新されていると、以下のダイアログボックスが表示されますの

で、[はい]をクリックして、ステップデータを更新してください。 
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● ステップデータを編集する 

1. 折れ線プログラム 2編集画面の上部のステップ部分をクリックします。 

 

編集するステップを 
クリックします。 

初期値を設定するとき
にクリックします。 

 

 
2. ステップ設定ダイアログボックスが表示されます。 
ステップごとに、設定したい値を入力し[変更]ボタンをクリックします。 
[変更]ボタンをクリックした時点で、グラフ表示は更新されますが、ループコント
ローラには送信されません。 
 

前のステップの編集画面
に移動します。 

編集対象のステップ番号が表示されます。
（初期値の設定時には、ステップ“0”と
表示されます。） 

変更中のデータをグラフ表示に反映し
ます。 

変更する値を入力します。

次のステップの編集
画面に移動します。

編集前のステップのデータが
表示されます。 

 
3. 変更が完了したら、[閉じる]ボタンでステップ設定ダイアログボックスを閉じます。 
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● 編集したステップデータをループコントローラへ転送する 

折れ線プログラム 2編集画面で編集したステップデータを、ループコントローラへ転
送します。 
 

折れ線データを転送すると、書き込み対象となる折れ線プログラ

ム 2およびその出力によって影響を受ける計器ブロックが運転中

の場合、出力等が変動することがあります。 

転送による影響を確認せずに転送を行った場合、機器が想定外の

動作をする恐れがあります。 

 

 
1. 折れ線プログラム 2編集画面の[書込]ボタンをクリックします。 
 
2. 以下のダイアログボックスが表示されます。 
ステップデータ書込みによる影響を確認して、[はい]をクリックして転送を開始し
てください。 

 
 
 

● ステップデータをループコントローラから読み込む 

現在ループコントローラに登録されているステップデータを読み出します。 
 
1. 折れ線プログラム 2編集画面の[読込]ボタンをクリックします。 
 
2. 本画面でステップデータを編集していた場合、以下のダイアログボックスが表示さ
れます。 
本画面で編集したステップデータを破棄して、ループコントローラから読み出すス
テップデータを使用する場合に[OK]をクリックしてください。 

 
 
3. ループコントローラからステップデータが読み出され、折れ線プログラム 2編集画
面に反映されます。 
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4－12 グラフィック画面 
 

グラフィック画面は、装置の状態を図形で表示する画面です。 
本画面は、オーバービュー画面で、グラフィック画面のアイコンをクリックすること
により、表示されます。 

● グラフィック画面例 

 
 

・あらかじめ用意されているプラント計装用のグラフィック部品を画面に貼り付けて、
装置の状態を表示します。最大 200画面。 
・用意されている図形／画像 
テキスト表示、直線、矩形、角丸矩形、楕円、多角形、画像 

 
・用意されている機能部品 
・グラフィック固定表示部品： 
テキストボックス、計器、温度計、発信器、オリフィス 
・グラフィック可変表示部品： 
アナログ入力：バーグラフ表示、数値表示、タンク 
アナログ設定：数値設定＊１ 
接点入力（表示）： ポンプ、バルブ、パイプ 
接点設定（操作）：スイッチ＊１ 
・画面表示用部品： 
ジャンプ（画面呼び出し）部品、FPスイッチ（フェースプレートポップアップ）
部品 

 
＊1：アナログ値または接点の設定をする場合、定数出力（形式 166）または内部スイッチ（形式 209）のタグを使用します。
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ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID（形式 013）、流量バッ
チ仕込み（形式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、比率設定（形
式 033）、指示（形式 034）、2位置オンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002）

・演算ブロック： 
上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、オンオフ弁操作（形式
221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形式 223）、モータ開度操作（形
式 224）、タイマ（形式 205）、カウンタ（形式 208） 

全計器ブロックの 
アナログ入力信号（入力選択（形式 162）による） 
アナログ出力信号（定数出力（形式 166）による） 

対象計器ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパラメータ（接点
接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 

表示 
 

アナログ値：バーグラフ、数値、タンクレベル、 
接点：表示灯、ポンプ、バルブ、パイプ 

設定 アナログ値：数値（定数出力（形式 166）による） 
接点：スイッチ（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 
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4－13 アナンシエータ画面 
 

アナンシエータ画面は、接点の状態（おもに警報状態）を一括で表示する画面です。 
アナンシエータ画面は、オーバービュー画面でアナンシエータ画面のアイコンボタン
をクリックすることにより、表示されます。 
ｚ 

・ このボタンで画面を切り替えます。
・ 最大 5画面まで登録できます。 

異常発生時には、異常表示パネル、画面切り替
えボタンの両方が点滅表示されます。 

警報発生中の異常表示パネルをリセット
します。 

警報発生中の異常表示パネルを確認済（点灯表
示）にします。 
警報が解消（接点 OFF状態）されていた場合は、
異常表示パネルの表示がリセットされます。 

 
・指定できる接点には、とくに限定はありません。ただし、基本的には、調節ブロッ
クの、HH（上上限警報）、H（上限警報）、L（下限警報）、LL（下下限警報）な
どの警報状態を示す接点を登録します。 
・警報／異常発生時に、色替えおよび音によって、通知します。同時に、全角 8文字
×2行のユーザ登録メッセージを表示できます。 
・1画面あたり 4列、4行に計 16個の画面要素を表示。最大 5画面。 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID（形式 013）、
流量バッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、
比率設定（形式 033）、指示（形式 034）、2位置オンオフ（形式 001）、3
位置オンオフ（形式 002） 

・演算ブロック： 
上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、オンオフ弁操作
（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形式 223）、モー
タ開度操作（形式 224）、タイマ（形式 205）、カウンタ（形式 208） 

対象計器ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパラメー
タ（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 

表示 接点 ON時に、色、音、メッセージで表示 
設定 なし 
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4－14 操作ガイド画面 
 

操作ガイド画面は、接点信号が ONになったとき、登録しておいたメッセージを表示
する画面です。本画面は、［操作ガイド］ボタンをクリックすることにより表示され
ます。 

 
・指定した接点（内部スイッチなど）が ON時に、あらかじめ登録しておいた全角 54
文字のメッセージを発生時刻とともに表示します。（発生時、オーバービュー上の
操作ガイドのアイコンに赤色の■マークが表示されます。） 
・登録可能数：最大 1000メッセージ、メッセージ色：16色、音でも表示。 
・1画面で最大 1000個のメッセージを表示できます。 
 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID（形式 013）、流
量バッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、
比率設定（形式 033）、指示（形式 034）、2位置オンオフ（形式 001）、3位
置オンオフ（形式 002） 
・演算ブロック： 
上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、オンオフ弁操作（形
式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形式 223）、モータ開度
操作（形式 224）、タイマ（形式 205）、カウンタ（形式 208） 

対象計器ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパラメータ
（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 

表示 接点 ON時に、音、メッセージを表示 
設定 なし 
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● CSVファイル出力 

操作ガイドメッセージのデータ（年月日、時分秒、操作ガイド内容）を、CSV（カン
マ区切り）ファイル形式で出力することが可能です。 
手順は、以下のとおりです。 
1 [CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイアログボックスが表示されます。 
2 CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックします。CSVファイルが作成
されます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す｡ デフォルトのファイル名は Opglog.csvです。） 

 
CSVファイルの内容は以下のとおり 
操作ガイドログ（リターン） 
画面名称（リターン） 
エクスポート年月日（カンマ）エクスポート時分秒（リターン） 
操作ガイド年月日（カンマ）操作ガイド時分秒（カンマ）登録メッセージ（リターン） 
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4－15 アラームサマリー画面 
 

アラームサマリー画面は、警報履歴を表示する画面です。本画面は、［アラーム］ボ
タンをクリックすることにより表示されます。 
警報の対象は、調節ブロックの HH（上上限警報）、H（上限警報）、L（下限警報）、
LL（下下限警報）、DA（偏差警報）接点、またはその他の接点信号（パラメータを含
む）です。 

 

行頭に表示される は HH（上上限警
報）または LL（下下限警報）を、 は
現在発生中のエラーを示します。 

現在発生中のエラーのみ
を表示 

LIGHT（軽警報）：H（上限警報） 
または L（下限警報）のみを表示 

HEAVY（重警報）：HH（上上限警報）または LL（下下限警報）のみを表示 

すべてを表示 

 
・調節器、警報器ブロックから発生する警報の記録（異常発生時刻、Tag名、PVまた
はMVの発生時の現在値、警報種類など）を保存し、一括表示します。 
・1画面で最大 1000個のアラームメッセージを表示できます。 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

・調節ブロック： 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID（形式 013）、
流量バッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式
032）、比率設定（形式 033）、指示（形式 034）、2位置オンオフ（形
式 001）、3位置オンオフ（形式 002）、折れ線プログラム 2（形式 157）、
オンオフ弁操作（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作
（形式 223）、モータ開度操作（形式 224）、の上上限警報、上限警報、
下限警報、下下限警報、偏差警報 

対象計器ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパラ
メータ（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 

表示 警報履歴（発生日時と、発生時の値） 
 発生時：赤、復帰時：黒 

設定 なし 
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● CSVファイル出力 

アラームサマリーのデータ（年月日、時分秒、タグ名、アラーム発生時の現在値、ア
ラーム種類）を、CSV（カンマ区切り）ファイル形式で出力することが可能です。 
手順は、以下のとおりです。 
1 [CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイアログボックスが表示されます。 
2 CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックします。CSVファイルが作成
されます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す｡デフォルトのファイル名は Almlog.csvです。） 

 
CSVファイルの内容は以下のとおりです。 
アラームサマリーログ（リターン） 
エクスポート年月日（カンマ）エクスポート時分秒（リターン） 
アラーム年月日（カンマ）アラーム時分秒（カンマ）Tag名（カンマ）コメント（カ
ンマ）PVまたはMV異常発生時のデータ（カンマ）単位（カンマ）警報種類（リ
ターン） 

 
例）アラームサマリーログを表計算ソフトで読み出した場合 

 
エクスポート年月日 

アラーム年月日 アラーム時分秒 タグ名 単位 PVまたはMV異常
発生時のデータ 

警報種類 コメント

 



4－16 操作ログ画面 
 

4-64 

4 

モ
ニ
タ
画
面
の
機
能
と
操
作 

4－16 操作ログ画面 
 

操作ログ画面は、操作の履歴を表示する画面です。 
本画面は、［操作ログ］ボタンをクリックすることにより表示されます。 

 
 
・制御画面またはチューニング画面にてループコントロールユニット内の ITEMデー
タを変更した記録（操作発生時刻、Tag名、変更前 ITEMデータ、変更後 ITEMデー
タなど）を保存し、一括して表示します。 
・グラフィック画面のデータ部品およびスイッチ部品での操作を、操作ログとして保
存し、一括して表示します。 
・1画面で最大 1000個の操作メッセージを表示。 
 

● CSVファイル出力 

操作ログのデータ（年月日、時分秒、操作の内容）を、CSV（カンマ区切り）ファイ
ル形式で出力することが可能です。 
手順は、以下のとおりです。 
1 [CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイアログボックスが表示されます。 
2 CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックします。CSVファイルが作成
されます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す。デフォルトのファイル名は Ctllog.csvです。） 
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CSVファイルの内容は以下のとおりです。 
操作ログ（リターン） 
画面名称（リターン） 
エクスポート年月日（カンマ）エクスポート時分秒（リターン） 
操作年月日（カンマ）操作時分秒（カンマ）Tag名（カンマ）コメント（カンマ）ITEM
名（カンマ）変更後 ITEMデータ（カンマ）変更前 ITEMデータ（カンマ）単位（リ
ターン） 
 
例）操作ログを表計算ソフトで読み出した場合 

 
エクスポート年月日 

操作年月日 操作時分秒 タグ名 コメント ITEM名 変更後 ITEM
データ 

変更前 ITEM
データ 

単位 
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4－17 システムモニタ画面 
4－17－1 システムモニタ画面の概要 

システムモニタ画面は、システムの状態の表示、およびループコントロールユニット/
ボードの起動・停止を行う画面です。 
本画面は、［システムモニター］ボタン（  ）をクリックすることにより
表示されます。 
 
次に示す項目の表示および、操作が行えます。 
表示／操作 項目 

システム全体の割り付け 
各 CPUユニットのモード 
各ループコントロールユニット/ボードの状態（起動・停止） 
ブロック異常（実行エラー、RAMサムエラー、電池異常） 

表示 

パソコンとの接続方法（CLK、Ethernet、シリアル）、および接続状態（正常、異常）
操作 ループコントロールユニット/ボードの起動・停止 
注：このシステムモニタ画面でのシステム状態の表示は、システムモニタ設定ウィンドウ（セッ
トアップダイアログでの[SystemMonitor Buider]ボタンによる）において設定した内容にした
がいます。 

 

Mボタンをクリックすると、CPUユニットの動作モードが表示されます。 

Eボタンをクリックすると、［ブロック異常］ダイアログボックスが表示されます。詳細につ
いては後述の「■［ブロック異常］ダイアログボックスの操作」を参照してください。 

番号をクリックすると、該当するループコントロールユニット/ボードの［運転指令］ダイ
アログボックスが表示されます。操作方法については、後述の「ループコントロールユニ
ットの起動・停止」を参照してください。 

CPUユニットと接続している
パソコンを示します。 

接続方法が表示されます。 

接続状態が表示されます。 

1ノードを
示します。 
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4－17－2 ループコントロールユニット/ボードの起動・停止 
 

ループコントロールユニットの運転を開始する前に、以下の点を

確認してください。 

①組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着

されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の号機

No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致していること。

万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子で設定し

た号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを誤って入出力

（読み書き）してしまいますので、十分ご注意ください。 

②ループコントロールユニット内のシステム共通ブロックの初期

設定が正しく設定されていること。とくに、ループコントロー

ルユニットが使用するCPUユニット内のノード端子用データメ

モリ（DM）が、PLCの他の用途と重複していないことを確認し

てください。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして

思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

③ループコントロールユニットから CPUユニット I/Oメモリへ

のデータ書込を行う計器ブロック（例：全ブロック送信、拡張

CPU間 Do/Ao端子、CPU間 Do/Ao端子など）を使用する場合、

その I/Oメモリへの割付エリアが PLCの他の用途と重複してい

ないことを確認してください。万一、重複していた場合、PLC

のシステムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 
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・ループコントロールボードの運転を開始する前に、以下の点を

確認してください。 

①HMI I/F用データを割り付ける指定バンク No.の EMエリア

（システム共通ブロックの ITEM050：「HMI I/F用メモリ割付

先 EMエリアバンク No.」（0～12）によって指定）が、CPU

ユニットや他のユニットが使用するエリアと重複していない

こと。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わ

ぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

②ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPUユ

ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ

と。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ

動作をし、けがをする恐れがあります。 

③組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装

着されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の

号機 No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致してい

ること。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端

子で設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを

誤って入出力（読み書き）してしまいますので、十分ご注意

ください。 

④ループコントロールボード内のシステム共通ブロックの初期

設定が正しく設定されていること。 

・EMメモリをファイルメモリ化するときは、必ずループコントロ

ールボードの運転を停止させてから行ってください。 

ループコントロールボードが運転中に、ループコントロールボ

ードのHMI I/F機能で使用しているバンクNo.の EMメモリがフ

ァイルメモリ化されると、PLCのシステムとして思わぬ動作を

し、けがをする恐れがあります。 

 

 

お願い 

 

作成した計器ブロックデータは、ツールソフトによる十分なシステム運転確認（負荷率

などのチェック、[実行]－[運転]－[運転確認]）、および十分な動作確認（[動作確認]－

[開始]）を行った後、本運転に移行してください。とくに、負荷率が 60%以下となるこ

とを確認した上で、本運転に移行してください。 

 



4－17 システムモニタ画面 
4－17－2 ループコントロールユニット/ボードの起動・停止 

4-69 

4 

モ
ニ
タ
画
面
の
機
能
と
操
作 

1 次に示すように、操作するループコントロールユニットの番号ボタンをクリックし
ます。 

クリックします。 

 
次のような［運転指令］ダイアログボックスが表示されます（ループコントロール
ユニットの場合）。 

停止中のとき 運転中のとき 

2 ［停止］、［HOT START］、または［COLD START］を選択し、［送信］ボタン
をクリックします。 
［再表示］ボタンをクリックすると、ループコントローラの運転状態がチェックさ
れ、再表示されます。 
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4－17－3 運転中バックアップ機能 
LCB01/05（Ver.1.50以降）LCB05D、LCB03の場合、運転指令ダイアログボックスか
ら運転中バックアップが可能です。 
これにより、ループコントロールボード内の RAM上の計器ブロックデータを運転を
継続しながらループコントロールボード内のフラッシュメモリへバックアップするこ
とができます。 
なお、運転中バックアップを行うと、システムモニタログに運転中バックアップを行
ったことがログに残ります。 
 

■ 使用手順 

1. 以下の画面にて、操作するループコントロールユニットの「B」ボタンをクリック
します。 

 

クリックします。 

 
2. ループコントロールボードの運転指令ダイアログを表示させます。 

 
3.「運転中バックアップ指令」の[送信]ボタンをクリックします。 
運転中バックアップ指示の確認ダイアログが表示されますので、[はい]を選択して
ください。 

 
 
4. 指示完了を示すダイアログが表示されますので、OKボタンをクリックしてくださ
い。 
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■ 運転中バックアップの注意事項 

・ループコントロールボードの運転が停止している場合は、運転中バックアップを行
うことができません。 
この時、運転中バックアップを行った場合、以下のようなダイアログが表示されま
す。 

 
 
・ループコントロールボード ユニット Ver.1.50以前の場合、運転中バックアップを行
うことができません。この時、運転中バックアップを行った場合、以下のようなダ
イアログが表示されます。 

 
 
・ループコントロールユニットの場合、運転中バックアップを行うことができません。
このため、運転指令ダイアログに運転中バックアップ指令のボタンが表示されませ
ん。 

 
 

参 考 

 

運転中にバックアップ操作を行うときには、以下の点にご注意ください。 
・装着されている CPUユニットのサイクルタイムが 10ms程度伸びる可能性がありま
す。 

・バックアップが完了するまで最大 10分程度かかることがあります。 
・バックアップ動作中に運転停止命令を発行した場合、運転は停止しますが、バックア
ップは継続します。 

・バックアップ動作中に、さらにバックアップ操作を行った場合、後で行ったバックア
ップ操作は無効となります。バックアップが完了してから、再度バックアップ操作を
行ってください。 
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4－17－4 ［ブロック異常］ダイアログボックスの操作 
1 ［E］ボタンをクリックします。 

 

クリックします。 

 
 
次に示す［ブロック異常］ダイアログボックスが表示されます。 

 
※［ブロックデータベース異常］＝計器ブロックのデータベース異常 
正常時は緑色、異常がある場合は赤色で表示されます。 
 

2 ［実行エラー］または［ブロックデータベース異常］ボタンをクリックします（［電
池異常］は色による表示のみです）。 
次に示すような、［ブロック異常詳細］ダイアログボックスが表示されます。 

  
●［ブロックデータベース異常］（計器ブロックのデータベース異常）の場合 
0=正常（エラーなし）、-1=ブロック番地未使用、90=その計器ブロックがデータベ
ース異常 
●［実行エラー］の場合 
0=正常（エラーなし）、-1=ブロック番地未使用、その他（1～89）＝エラーコード 
［実行エラー］の場合のエラーコードは次のとおりです。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

0 正常 － － － 
1 発信元／宛先指

定未定義 
発信元指定または宛先指定のブロ
ック番地に計器ブロックが登録さ
れていないか、または ITEM番号が
存在しない。 

該当計器ブロックの運転を
停止する。または該当の機能
が正常に動作しない。 

発信元指定または宛先指定
のブロック番地および ITEM
番号を確認ください。 

2 初期値異常 台形プログラムおよび折線プログ
ラムで、動作指令 S1が ONになっ
たとき、参照入力が立ち上がり傾斜
範囲外にある。 

プログラムを開始しない。 参照入力の接続およびプロ
グラム設定内容を確認くだ
さい。 

3 変数値エラー 算術演算ブロック（形式 126）にて、
条件式または演算式の中で使用さ
れている定数 A1～A8、中間バッフ
ァ B1～B4が、未定義のまま。 

算術演算ブロックの運転を
停止する。 

定数 A1～A8、中間バッファ
B1～B4の内容を設定してく
ださい。 

10 演算過程  
「0」除算 

演算過程で分母が「0」の除算が実
行されようとした。 

除算・CPU間 Di/Ai端子・拡
張 CPU間 Di/Ai端子・フィー
ルド端子の場合は、最大値を
出力する。折れ線リニアライ
ザ・温度圧力補正の場合は、
直前のデータを保持する。

CPU間 Di/Ai 端子・拡張CPU
間 Di/Ai端子・フィールド端
子の場合はスケーリング値
を、折れ線リニアライザの場
合は入力座標側設定値を確
認してください。温度圧力補
正の場合は、ゲイン・バイア
ス値を確認してください。 

  算術演算ブロック（形式 126）で使
用している演算子「／」で、ゼロ除
算をした。 

算術演算ブロックの運転を
停止する。 

条件式または演算式にて、割
り算の結果が 0になるところ
を確認して、修正してくださ
い。 

11 演算過程 制限
値外演算 
 

演算結果の出力値が、2バイトのデ
ータ長を超えた。 
注：2バイトのデータ長を超えなけ
れば、出力範囲(±320.00など)を超
えてもエラーにはなりません。 

出力は出力範囲の最大値ま
たは最小値となる(例．出力
範囲が±320.00のときは、
+320.00または-320.00になり
ます)。 

問題がある場合は、関連
ITEMの設定内容の見直しな
どを行ってください。 

  算術演算ブロック（形式 126）で使
用している演算子の引数または演
算結果が制限値外であった。 

算術演算ブロックの運転を
停止する。 

演算子の引数範囲および演
算結果を確認して、条件式ま
たは演算式を修正してくだ
さい。 

12 定義域外引数 算術演算ブロック（形式 126）で使
用している演算子の引数が、定義域
外であった。 

算術演算ブロックの運転を
停止する。 

演算子の引数範囲を確認し
て、条件式または演算式を修
正してください。 

15 ATエラー 基本 PIDブロック（形式 011）また
は高度 PIDブロック（形式 012）に
て、リミットサイクルを発生させる
ことができない、またはリミットサ
イクルを発生させても、適切な PID
定数を算出できない。 

該当計器ブロックの運転を
停止する。 

AT関連の以下のパラメータ
の設定内容を確認してくだ
さい。 
リミットサイクルMV振幅
（ITEM036）、リミットサイ
クルヒステリシス
（ITEM037）、AT算出ゲイ
ン（ITEM038）、暫定 AT実
行判定偏差（ITEM039）、AT
タイプ（ITEM040） 
また、PID制御部の処理周期
（ITEM051）は、2秒以内に
設定してください。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

19 操作不適当 3回路 3入力切換（形式 163）、3回
路 3出力切換（形式 164）において、
接点選択入力 S1～S3の内、2つ以上
を同時に 1（ON）にした。 

エラー発生の直前の出力値
を保持します。 

S1～S3が 2つ以上同時に 1
（ON）とならないように、ス
テップラダーブロックなど
の処理を変更してください。

  算術演算ブロック（形式 126）にて、
条件式または演算式に文法エラー
がある。 
または Then演算式または Else演算
式が未定義。 
または出力スケーリング上限、下限
が未定義。 

算術演算ブロックの運転を
停止する。 

条件式または演算式の内容、
または出力スケーリング設
定を確認して、修正してくだ
さい。 

20 伝送端子データ
交換エラー 

CPU端子・拡張 CPU端子・ノード
端子・フィールド端子で、CPUユニ
ットとのデータ交換が正しく実行
されていません。 

該当計器ブロックのデータ
が更新されない。 

CPUユニットに異常が発生
している場合は、その異常の
対処方法にしたがってくだ
さい。CPUユニットが正常の
場合は、電源を再投入してく
ださい。 

21 I/Oメモリアドレ
ス範囲外指定 

CPU端子・拡張 CPU端子・ノード
端子・フィールド端子で、I/Oメモ
リアドレスの範囲外を指定してい
る。 

該当計器ブロックの運転を
停止する。 

CPU端子・拡張 CPU端子で
は先頭アドレスを、フィール
ド端子では CIOチャネル番
号の設定を確認ください。 
ノード端子の場合は、システ
ム共通ブロック ITEM043で
指定する「ノード端子用メモ
リの先頭番地」の設定を確認
ください。 

29 外部接続機器受
信異常 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、ES100X調節計からの受
信データの通信フレームエラーが、
発生した（FCSチェックエラーまた
はフレームエラーが 3回連続で発生
した）。 

発生しているES100Xとの通
信をやめ、他の ES100Xとの
通信処理へ移行する。 

・伝送経路をチェックしてく
ださい。 
・通信条件（データ長 7ビッ
ト、偶数パリティ、2ストッ
プビットであるか）をチェッ
クしてください。 

30 レスポンスタイ
ムアウト 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、調節計へのデータ送信
後、レスポンスが返ってこない（5
秒後内にレスポンスが返ってこな
いことが 3回発生した）。 

発生しているES100Xとの通
信をやめ、他の ES100Xとの
通信処理へ移行する。 

・伝送経路をチェックしてく
ださい。 
・通信条件（データ長 7ビッ
ト、偶数パリティ、2ストッ
プビットであるか）をチェッ
クしてください。 
・他の ES100X側の必要条件
（パラメータ設定モード、ユ
ニット No.など）をチェック
してくだい。 

31 調節計ユニット
No.重複 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、ユニット No.（ITEM006）
が、他の ES100X調節計接続ブロッ
クと重複している。 
設定したユニット No.が実際の
ES100Xの設定ユニット No.にない
ときは、レスポンスタイムアウト
（コード 30）となります。 

ES100Xとの通信を停止す
る。 

ユニット No.（ITEM006）が
重複しないように設定して
ください。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

70 計器ブロック不
当組合せ 

基本 PIDまたは高度 PIDにおいて、
1次／2次ループ間のバンプレスが
指定されていた場合で、1次ループ
側の計器ブロックが基本PIDまたは
高度 PIDでない。 

該当計器ブロックの運転を
停止する。 

１次ループ側の計器ブロッ
ク形式を確認ください。 

71 パラメータ不適
当 

a）2つの ITEM間に制約条件がある
場合 
（例．稼働時間積算において、単位
パルス出力がある場合で、単位パル
ス出力＞＝演算周期の場合。） 
b）ITEM書込みブロックで範囲外の
データを書き込もうとした。 

該当計器ブロックを実行し
ない。 
データを書き込めない。 

ITEMの設定内容を確認くだ
さい。 

80 ステップラダー
コマンド異常 

ステップラダー内に該当しないコ
マンドがあった時、および入力コマ
ンドが無いのに ANDコマンドがあ
るなど、コマンドの使い方に間違い
がある。 

該当のコマンド以降が実行
されない。 

ステップラダーブロック内
のプログラムを確認くださ
い。 

81 ステップラダー
接続端子未定義 

ステップラダー内の各コマンドで
指定しているブロック番地に、計器
ブロックが登録されていないか、ま
たは ITEM番号が存在しない。 

該当のコマンド以降が実行
されない。 

ブロック番地および ITEM番
号を確認ください。 

89 ステップラダー
微分命令過使用 

同時に実行される微分命令の数が
256個を超えた。 

256個を超えた微分命令が実
行されない。 

同時に実行される微分命令
の数を削減してください。 
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4－18 システムモニタログ画面 
 

システムモニタログ画面は、運転開始／停止の履歴、実行エラーの履歴を発生時刻と
ともに記録し表示する画面です。 
本画面は、［システムモニタログ］ボタンをクリックすることにより表示されます。 

 
発生時：赤、復帰時：黒で表示されます。 

● CSVファイル出力 

システムモニターログのデータ（年月日、時分秒、運転開始／停止または実行エラー
の内容）を、CSV（カンマ区切り）ファイル形式で出力することが可能です。 
手順は、以下のとおりです。 
1 [CSV]ボタンを押すと、[CSVエクスポート]ダイアログボックスが表示されます。 
2 CSVファイル名を指定して、[OK]ボタンをクリックします。CSVファイルが作成
されます。 
（ファイル名は、[参照]ボタンをクリックして、フォルダを指定することも可能で
す｡デフォルトのファイル名は Sysmlog.csvです。） 

CSVファイルの内容は以下のとおりです。 
システムモニターログ（リターン） 
エクスポート年月日（カンマ）エクスポート時分秒 
（リターン）年月日（カンマ）時分秒（カンマ）運転開始／停止または実行エラーの
内容（リターン） 
 
 

 



      

 

第 5章 

画面のコンフィグレーシ

ョン 
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5－1 コンフィグレーションの基本的な手順 
 

 

セットアップダイアログで、[System Monitor Builder]ボタンをクリックして、システムモ
ニタ設定ウィンドウにて通信条件などを設定 
（シリアルの場合のみ、モニタプロセス起動時、ここで設定した通信条件に応じて、
FinsGateway SerialUnit が起動します） 

セットアップダイアログで、[Graphic Builder]ボタンをクリックして、
グラフィック画面作成ウィンドウにて、グラフィック画面を作成（タ
グ No.選択などを含む）し、保存 

メインウィンドウで、[Setup]ボタン

セットアップダイアログで、[CRT Builder]ボタンをクリックして、ビルダ―ウィンドウを設定 

1）[設定]｜[画面登録] 
2）新規画面種類を選択 
3）[新規作成]をクリック 
4）TAG No.をダブルクリックして、タグ No.
を選択 

5）詳細設定をダブルクリックして、詳細設定 

ビルダウィンドウの[設定]メニューから[保存]、[OK]

1）[設定]｜[画面登録] 
2）新規画面種類を選択 
3）[新規作成]をクリック 
4）保存済みのグラフィック画面を選択 

 

[Omron]｜[CX-Process Monitor Plus]｜[CX-Process Monitor Plus]を選択 

パスワードの入力 

各種のシステム的な設定（System Info.の設定）を行います（5-6項参照） 

設定した画面のコンフィグレーションの確認を行います（5-7項参照） 
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5－2 コンフィグレーション時の基本操作 
5－2－1 モニタ Plusの起動と終了 

■ 起動 

1 ［スタート］｜［プログラム］｜［Omron］｜［CX-Process Monitor Plus］｜［CX-Process 
Monitor Plus］を選びます。 
次に示すように、モニタ Plusのメインウィンドウが表示されます。 

 
2 ［Setup］ボタンをクリックします。 
 
3 新たにタグまたはネットワーク情報を変更した場合は、以下のダイアログが表示さ
れます。 
[はい]ボタンをクリックすると、モニタ Plus用タグファイルからモニタタグファイ
ルを生成します。  

 
 

モニタ Plus用タグの設定/ネットワーク構成を更新した場合、そ

の更新した設定に従って、モニタ Plusの画面構成を正しく設定し

てください。 

各種設定を正しく更新しない場合、機器が想定外の動作をする恐

れがあります。 
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4 パスワードの入力ボックスが表示されます。 

 
 

お願い 

 

初回起動時などのパスワードの設定を行っていない場合、［Setup］ボタンをクリック

すると、パスワードの登録画面が表示されます。パスワードの登録を行い、正しいパス

ワードを入力しない限り、画面のコンフィグレーションや各種設定が行えません。設定

を行う方は、必ず、パスワードの登録を行ってください。 

パスワードの登録方法については、次ページに示す「5―2―2項 パスワードの設定」

を参照してください。 

 
5 パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
セットアップダイアログが表示されます。 

 

■ 終了 

1 メインウィンドウで、［Exit］ボタンをクリックします。 
メインウィンドウが閉じられ、モニタ Plusが終了します。 
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5－2－2 パスワードの設定 
モニタ Plusの画面コンフィグレーションや各種設定内容を保護するために、パスワー
ドの設定を行います。 
 

お願い 

 

パスワードの設定を行い、正しいパスワードを入力しない限り、各種設定を行うことは

できません。 

 
1 パスワードを設定していない場合や、更新したタグ情報を取り込むとき、メインウ
ィンドウの[Setup]ボタンをクリックしたときなどに、次に示すダイアログボックス
が表示されます。 

 
2 ［OK］ボタンをクリックします。 
次のダイアログボックスが表示されます。 

 
3 パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 

 
4 もう一度、パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
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参 考 

 

設定したパスワードの変更や解除する場合、Password Clearユーティリティを使用し

てください。 

Password Clearにより、パスワードを解除した後、前述のパスワード設定操作手順に

より、新たなパスワードを設定します。 

以下に Password Clearでの操作手順を示します。 

 
■パスワードを変更する場合 
1．Password Clearユーティリティを起動すると、以下のダイアログボックスが表示さ
れます。 
なお、Password Clearは、以下の場所に存在します。 
＜CD-ROMドライブ＞:¥MonitorPlusPasswordClear¥ PasswordClear.exe 

 

 
2．設定しているパスワードを入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
パスワードが一致すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 

 
3． [実行]ボタンをクリックすると、パスワードが初期化され、次に示すダイアログ
ボックスが表示されます。 
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■設定したパスワードを紛失してしまった場合 
パスワードとともに、DBPathが設定されているモニタ Plusの設定データフォルダ
が初期されます。 

 

お願い 

 

設定データフォルダを初期化すると、画面コンフィグレーションや各種設定内容も初期

化されますので、ご注意ください。 

 
1．Password Clearユーティリティを起動すると次に示すダイアログボックスが表示さ
れます。 
なお、Password Clearは、以下の場所に存在します。 
＜CD-ROMドライブ＞:¥MonitorPlusPasswordClear¥ PasswordClear.exe 

 

 
2．パスワード不一致、または未入力のまま[OK]ボタンをクリックすると、次に示すダ
イアログボックスが表示されますので、[実行]ボタンをクリックします。 

 

 
3．以下のダイアログボックスが表示されますので、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

4．パスワードと、DBPathが設定されているモニタ Plusの設定データフォルダが初期
化され、次に示すダイアログボックスが表示されます。 
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5－2－3 セットアップダイアログでの操作 
セットアップダイアログの機能について説明します。 
1 メインウィンドウで、［Setup］ボタンをクリックします。 
パスワードの入力ボックスが表示されます。パスワードの設定を行っていない場合
は、セットアップダイアログを表示できません。パスワードの設定については、前
述の「5－5－2項 パスワードの設定」を参照してください。 

2 パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
次に示すようなセットアップダイアログが表示されます。 

3 何れかのボタンをクリックして、機能を選択します。 
 

● セットアップダイアログ 

 

自動起動設定、チューニングトレンド目
盛り表示、複数画面起動、札掛け情報、
アラーム音情報、およびテンキーの設定
などを行います。 
5-6項参照。 

② 
グラフィック画面作成ウィンドウを
開きます。5-4項参照。 

③ 
画面のコンフィグレーションを行い
ます。5-5項参照。 

① 
システムモニタ画面の設定を行います。
5-3項参照。 

 
 
各ボタンの機能の詳細については、次ページ以降で説明します。 
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5－3 システムモニタの設定 
 

システムモニタ設定ウィンドウを使用して、システムモニタ画面におけるモニタ対象
の PLCおよびループコントロールユニット/ボードを登録します。また、モニタを行う
自パソコンを登録します。 
設定項目は次のとおりです。 

PLCのノード番号（アドレス） PLCの設定 

ループコントロールユニット/ボードの号機アドレス 
ただし、ループコントロールボードの号機アドレスは
225固定です。 

ただし、この設定は、シ
ステムモニタ画面用 

パソコンのノード番号（デフォルトは 32） パソコンの設定 

・ 通信タイプ（CLK、シリアル、Ethernet）（ただし CLK、Ethernetは、システ
ムモニタ画面用） 

・シリアル接続の場合は COMポートおよび通信速度の設定も必要 

シリアル（上位リンク）通信の場合のみ、ここで設定した以下の通信条件にしたがっ
て、モニタプロセス起動時（メインウィンドウまたは、セットアップダイアログにお
ける[起動]）に、FinsGateway通信が起動します。 
・通信タイプ：シリアル（上位リンク） 
・使用 COMポート、通信速度 
注：ここで設定する PCの設定（ノードアドレス、号機アドレス）内容は、システムモニタ画面

においてのみ使用されます。実際の通信処理は、ツールソフトにおいて設定したネットワー
クアドレス、ノードアドレス、号機アドレスにしたがいます。 
ここで設定するパソコンの設定の内、Controller Link、Ethernetの設定は、同様に、システム
モニタ画面においてのみ使用されます。実際の通信処理は、FinsGatewayの手動起動により
ます。 

 

お願い 

 

ここで設定する PLCの設定（ノードアドレス、号機アドレス）内容は、ツールソフト

でのネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレス設定と一致するように設定

してください。もし一致していない場合、システムモニタ画面でのモニタが正しく実行

されません。 
 

1 セットアップダイアログで、［SystemMonitor Builder］ボタンをクリックします。 

クリックします。
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次に示すシステムモニタ設定ウィンドウが表示されます。 

PLCに接続しているパソコンのノード番号を指定します（デフォルトは 32）。
PLCに接続しているパソコンは、通常、32番に割り付けてください。 
また、この場合 FinsGatewayのパソコンのノード番号も 32に設定してくださ
い。 

 
2 PLCまたはパソコンを割り付けるノード番号を以下のようにして選択後、ノード番
号の下に表示されているボタンをクリックしてください。 
・PLC ：リストボックスから選択します。 
・パソコン ：リストボックスに入力します。通常、ノード 32に登録します。 
（PLCに接続しているパソコンのノード番号は、システムモニタ設定ウィンドウ右下
の[パソコンノード]で入力した数値と同じ番号にしてください。） 

3 次に示す［ノード設定］ダイアログボックスが表示されますので、ノードタイプ
（［PC］または［パソコン］）を選択します。 

PCを選ぶと有効になります。 

 
4 ノードタイプを［PC］に選択したときは、［設定］ボタンをクリックします。 
次のダイアログボックスが表示されますので、以下の設定を行います。 
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お願い 

 

1台の PLCに複数のループコントロールユニットを装着する場合、号機アドレス、役

割番号の若い順に上から登録してください。 

 
・1台の PLCに対して 1台のループコントロールボードと 3台のループコントロー
ルユニットを接続することができます。PLCに装着したループコントロールユニ
ット/ボードのチェックボックスをチェックし、号機アドレスを入力します。 
なお、ループコントロールボードの号機アドレスは 225固定です。 

・［OK］ボタンをクリックします。［ノード設定］ダイアログボックスに戻りま
す。 

注：ここで設定するノード番号（アドレス）ごとの号機アドレスの値は、システムモニタ画
面においてのみ使用されます。モニタ Plusがどの PLCのどのループコントロールユニ
ット/ボードのデータにアクセスするかは、ツールソフトによって設定したネットワーク
アドレス、ノードアドレス、号機アドレスにしたがいます（これらは、タグ情報とリン
クしています）。 
なお、ループコントロールボードの号機アドレスは 225固定です。 

 
5 ［通信タイプ設定］ボタンをクリックします。次のダイアログボックスが表示さ
れます。 

 
シリアルを選んだ場合に、有効になります。［詳

細］ボタンをクリックすると、次のダイアログボ

ックスが表示されます。 

 

 
・［通信タイプ］で［CLK］、［シリアル］、または［Ethernet］を選択します。 
・シリアルを選択した場合は、パソコンの COMポートおよび通信速度の設定を行
います。必要な場合のみ、［シリアル初期化］の設定を行います。下記の注を参
照してください。 

・［OK］ボタンをクリックします。［ノード設定］ダイアログボックスに戻りま
す。 

 
注：通信タイプをシリアル（上位リンク）に設定した場合、モニタプロセス起動（メイン
ウィンドウおよび、セットアップダイアログにおける［起動］）時に、ここで設定し
た通信条件にしたがって FinsGateway SerialUnitドライバが起動します。ただし、［シ
リアル初期化］のチェックを外した場合は、通信速度等の設定はここで設定した通信
条件ではなく、FinsGatewayで設定された設定で Serial Unitドライバが起動します。 
他の通信タイプの Controller Link、Ethernetの場合、FinsGatewayの設定をあらかじめ行
っておく必要があります。 
(ここで設定を行っても、正しく FinsGatewayの設定が行われていない場合は、通信を
行うことができません。) 

 
 

6 すべての PLCおよびパソコンの設定が終了したら、システムモニタ設定ウィンドウ
の［OK］ボタンをクリックします。 
以上で、システムモニタの設定は終了です。 
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5－4 グラフィック画面の作成 
5－4－1 グラフィック画面の概要 

グラフィック画面は、装置の状態を図形で表示する画面です。 
グラフィック画面は、グラフィック画面作成ウィンドウを使って作成します。 
・あらかじめ用意されているプラント計装用のグラフィック部品を画面に貼り付けて、
装置の状態を表示します。最大 200画面。 

・用意されている図形／画像部品： 
テキスト表示、直線、矩形、角丸矩形、楕円、多角形、画像 

・用意されているグラフィック固定表示部品： 
テキストボックス、計器、温度計、発信器、オリフィス 
・用意されているグラフィック可変表示部品： 
アナログ入力：バーグラフ表示、数値表示、タンク 
アナログ設定：数値設定＊1 
接点入力（表示）：ポンプ、バルブ、パイプ 
接点設定（操作）：スイッチ＊1 
*1：アナログ値または接点の設定をする場合、定数出力（形式 166）または内部スイッチ（形

式 209）のタグを使用します。 
・用意されている画面表示用部品： 
ジャンプ（画面呼び出し）部品、FPスイッチ（フェースプレートポップアップ）部品 

 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 

調節ブロック：基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、ブレンド PID（形式 013）、流量バ
ッチ仕込み（形式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、比率設定（形式 033）、
指示（形式 034）、2位置オンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002） 
演算ブロック：上下限警報（形式 111）、折れ線プログラム 2（形式 157）、オンオフ弁操作（形式
221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形式 223）、モータ開度操作（形式 224）、タ
イマ（形式 205）、カウンタ（形式 208） 
全計器ブロックの 
アナログ入力信号（入力選択（形式 162）による） 
アナログ出力信号（定数出力（形式 166）による） 
またはアナログ値のパラメータ（定数出力（形式 166）による） 

対象計器ブロック 

全計器ブロックの接点入力信号または接点出力信号、または接点値のパラメータ（接点接続（形式
201）+内部スイッチ（形式 209）による） 

表示 アナログ値：バーグラフ、数値、タンクレベル、 
接点：表示灯、ポンプ、バルブ、パイプ 

設定 アナログ値：数値（定数出力（形式 166）による） 
接点：スイッチ（接点接続（形式 201）+内部スイッチ（形式 209）による） 
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5－4－2 グラフィック画面の作成手順 

■ グラフィック画面作成ウィンドウの起動方法 

1. セットアップダイアログで、［Graphic Builder］ボタンをクリックします。 

 
クリックします。 

 
グラフィック画面作成ウィンドウが表示されます。 
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■ グラフィック画面の作成方法 

グラフィック部品を、グラフィック画面に配置していきます。 
ここでは、データボックスを配置する例で説明します。 
1. ［機能部品挿入］｜［データ］を選びます（または部品ツールバーの  をクリッ
クします）。 
次に示すように、ウィンドウの左上に、データボックスが表示されます。 

 
2. データボックスをダブルクリックして選択し、表示位置までドラッグします。 
 
3. データボックスの外枠に表示されている 8つのいずれかをドラッグして、データボ
ックスを拡大または縮小してサイズを合わせます。 

 
 
4. データボックスを右クリック後、表示されるメニューから［プロパティ...GrfData2 

Control オブジェクト］を選びます。 
 
5. ［GrfData2 Controlプロパティ］ダイアログボックスが表示されますので、データボ
ックスについての設定を行って、[OK]ボタンをクリックします。 
グラフィック部品の設定方法については、「5－4－6項 グラフィック部品の設定」
を参照してください。 

 
 
6. 上記と同様の手順により、他のグラフィック部品を配置していきます。 
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■ グラフィック画面の保存方法 

作成したグラフィック画面を 1画面ごとに保存します。 
1. ［ファイル］｜［上書き保存］または［名前を付けて保存］を選びます（または  
をクリックします）。 

2. 次に示すダイアログボックスが表示されますので、ファイル名を入力して［保存］
ボタンをクリックします。 
グラフィック画面の 1画面のデータ（拡張子：GRF）が保存されます。 

  

■ グラフィック画面作成ウィンドウの終了方法 

1. ［ファイル］メニューから［アプリケーションの終了］を選びます。 
グラフィック画面作成ウィンドウが閉じられます。  

参 考 

 

・グラフィック画面の場合、このグラフィック画面作成ウィンドウにおいて画面を作成
し保存した後、ビルダーウィンドウ（セットアップダイアログでの［CRT Builder］
ボタンのクリックによる）においてその保存した画面を選択する形で、オーバービュ
ー画面に登録します。したがって、オーバービュー画面に登録する前に、このグラフ
ィック画面作成ウィンドウにおいて画面を作成し保存することが必要です。 

・［アプリケーションの終了］を選んだときに編集中のデータが保存されていない場合は、
データの保存をうながすウィンドウが表示されます。必要なデータは保存を行ってくだ
さい。この操作が終わったあとに、グラフィック画面作成ウィンドウが終了します。 

・作成したグラフィック画面をモニタ Plusで表示するには、画面のコンフィグレーシ
ョンを行う必要があります。設定方法については 5-5項の「グラフィック画面を登録
する」を参照してください。 

 

お願い 

 

モニタ Plus Ver.1以前で作成したグラフィック画面について 
・モニタ Plus Ver.1以前で作成したグラフィック画面は、以下の手順により、モニタ

Plus Ver.2で使用することができます。 
1. グラフィック画面作成ウィンドウで、［ファイル］｜［開く］を選択します。 
2. [ファイルを開く]ダイアログが表示されるので、モニタ Plus Ver.1で作成したグラ
フィック画面を選択し[開く]ボタンをクリックます。  
 

[全てのファイル]を選択します。

グラフィック画面のデータを選
択します。 

グラフィック画面のデータがあ
るパスを選択します。 

3. グラフィック画面作成ウィンドウに読み出したモニタグラフィック画面を、前述の「■
グラフィック画面の保存方法」により、保存し直します。  

・モニタ Plus Ver.1で作成したグラフィック部品は、モニタ Plus Ver.2で拡張された
機能を使用できません。 
グラフィック部品の全ての機能を使用したい場合は、新たにモニタ Plus Ver.2でグ
ラフィック部品を作成し直してください。  
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5－4－3 グラフィック画面のメニュー、ツールバー 
 

■ メニュー一覧 

グラフィック画面作成ウィンドウのメニューの一覧を示します。 
メインメニ

ュー 
サブメニュー ショートカット 機能 

新規作成 Ctrl＋N 新規グラフィック画面を作成する 
開く Ctrl＋O 作成済みのグラフィック画面を開く 
上書き保存 Ctrl＋S 編集中のプロジェクトを上書き保存する 
名前を付けて保存  編集中のプロジェクトを別名で保存する 
グループファイル保存  グラフィックオブジェクトのグループ化された情報を保存する 
グループファイルの読込  グラフィックオブジェクトのグループ化された情報を読み込む 
ファイル情報削除  登録済みのグラフィック画面名を指定し、そのファイル情報を削除す

る 
ファイル情報変更  登録済みのグラフィック画面名を指定し、そのファイル情報を変更す

る 
最新のファイル
(1…2…) 

 最新のファイルを表示する。 

ファイル 

アプリケーションの
終了 

 グラフィック画面作成ウィンドウを閉じる 

元に戻す Ctrl＋Z 直前に行った操作を元に戻す 
切り取り Ctrl＋X 指定範囲を切り取る 
コピー Ctrl＋C 指定範囲をコピーする 
貼り付け Ctrl＋V クリップボードの内容を貼り付ける 
削除 Del 指定範囲を削除する 
すべて選択 Ctrl＋A すべてを選択する 
形式を選択して貼り
付け 

 本メニューは使用しません。 

部品グループ化 Ctrl＋G 選択された 2つ以上のグラフィックオブジェクトをグループ化する 
部品グループ解除 Ctrl＋F グループ化された状態を解除する 
Properties Alt+Enter 選択された図形／画像部品のプロパティを表示する 
オブジェクトの作成
と貼り付け 

 ［オブジェクトの挿入］ダイアログボックスを表示する 
本ソフトウェアでサポートしているオブジェクトおよび、グラフィッ
ク画面に挿入できるオブジェクトの一覧から、オブジェクトを選択し
作成する 
ファイル名を指定して貼り付ける 
 

リンクの設定  本メニューは使用しません。 

編集 

オブジェクト  選択中の図形／画像、機能部品のプロパティを開く 
標準ツールバー  標準ツールバーの表示／非表示を選択する 
部品ツールバー  部品ツールバーの表示／非表示を選択する 

基本色  背景色を設定する 
 

ペーパー
カラー 

システム
カラー 

 デフォルトの背景色に戻す 

枠線表示  オブジェクトの外枠を表示／非表示する 
グリッドライン  グリッドラインを設定する 

10ポイント、20ポイント、40ポイント、60ポイント、なし 
ライン色の変更も可 

表示 

再表示  画面を再描画します。 
前面に移動 ＋ 選択中のオブジェクトを前面に移動する 
後面に移動 － 選択中のオブジェクトを後面に移動する 
最前面に移動 Ctrl＋＋ 選択中のオブジェクトを最前面に移動する 
最後面に移動 Ctrl＋－ 選択中のオブジェクトを最後面に移動する 

一番左に揃える  
一番右に揃える  
一番上に揃える  
一番下に揃える  

複数のオブジェクトを、選択したオブジェクトの中で一番左端／右端
／上端／下端の位置を基準にして揃える 

最終部品の左
に揃える 

 

最終部品の右
に揃える 

 

最終部品の上
に揃える 

 

移動 

整列 

最終部品の下
に揃える 

 

複数のオブジェクトを、一番最後に選択されたオブジェクトの一番左
端／右端／上端／下端の位置を基準にして揃える 
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メインメニ

ュー 
サブメニュー ショートカット 機能 

左右を等間隔
にする 

 複数選択されたオブジェクトの左右の位置を等間隔に整列する 整列 

上下を等間隔
にする 

 複数選択されたオブジェクトの上下の位置を等間隔に整列する 

幅  
高さ  

同じ
サイ
ズに
設定 

両方  

複数選択されたオブジェクトのサイズを、幅，高さもしくは両方方向
に同じサイズにする 

移動 

グリッドに揃える  選択されたオブジェクトを、最も近いグリッドの交点に移動する 
テキスト表示  テキスト表示部品を挿入する 
直線  直線を挿入する 
矩形  矩形を挿入する 
角丸矩形  角丸矩形を挿入する 
楕円  楕円を挿入する 
多角形  多角形を挿入する 

図形/画像
挿入 

画像  画像部品を挿入する 
タンク  タンクを挿入する 
パイプ  パイプを挿入する 
ポンプ  ポンプを挿入する 
バルブ  バルブを挿入する 
メーターバー  メーターバーを挿入する 
パーツ  パーツ（計器、温度計、発信器、オリフィス）を挿入する 
スイッチ  スイッチを挿入する 
データ  データボックスを挿入する 
テキストボックス  テキストボックスを挿入する 
ジャンプ  他の画面を呼び出す部品を挿入する 

機能部品
挿入 

FPスイッチ  FPスイッチ（フェースプレート）をポップアップ表示する部品を挿
入する 

重ねて表示  グラフィック画面編集ウィンドウを重ねて表示する 
上下に並べて表示  グラフィック画面編集ウィンドウを上下に並べて表示する 
左右に並べて表示  グラフィック画面編集ウィンドウを左右に並べて表示する 
アイコンの整列  最小化された編集ウィンドウを整列する 

ウィンド
ウ 

ウィンドウの選択
(1…2…) 

 編集中のグラフィック画面を選択して最前面に表示する 

ヘルプ バージョン情報  グラフィック画面作成ウィンドウのバージョン情報を表示する 
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■ ツールバーの種類 
 

ツールバーの表示、非表示は、［表示］｜［標準ツールバー］／［部品ツールバー］
で設定します。 
ビルダーウィンドウのツールバーは次の 2種類があります。 
・標準ツールバー 

 

  
アイコン 機能 アイコン 機能 

 
新規ファイル作成  複数オブジェクトを左に揃える 

 
ファイルを開く  複数オブジェクトを右に揃える 

 上書き保存  複数オブジェクトを上に揃える 

 
切り取り  複数オブジェクトを下に揃える 

 コピー  
複数オブジェクトの間隔を、左右
等間隔にする 

 貼り付け  
複数オブジェクトの間隔を、上下
等間隔にする 

 オブジェクトを最前面へ移動  部品グループ化 

 オブジェクトを最後面へ移動  部品部ループ解除 

 オブジェクトを前面へ移動   

 オブジェクトを後面へ移動   
 

・部品ツールバー 

  
アイコン 機能 アイコン 機能 

 図形／画像、機能部品を選択  データボックスを挿入 

 テキスト表示を挿入  
パーツ（計器、温度計、発信器、
オリフィス）を挿入 

 直線をを挿入  スイッチを挿入 

 矩形をを挿入  テキストボックスを挿入 

 画像を挿入  
ジャンプ（画面呼び出し）部品を
挿入 

 角丸矩形を挿入   
FP（フェースプレートポップアッ
プ）スイッチを挿入 

 楕円を挿入  
［バージョン情報］ダイアログボ
ックスを表示する 

 多角形を挿入  画面の再描画 

 タンクを挿入   

 
パイプを挿入   

 ポンプを挿入   

 バルブを挿入  
 

 メーターバーを挿入  
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5－4－4 基本操作 
グラフィック画面作成ウィンドウの基本操作（メニュー一覧、ツールバー一覧で示し
た以外の操作）の一覧を示します。 

目的 操作 

オブジェクトの選択 ダブルクリックする 
複数オブジェクトの選択 ドラッグして複数オブジェクトを囲む 
選択の解除 選択中のオブジェクト以外の領域をクリックする 

オブジェクトを選択後、ドラッグする オブジェクトの移動 
オブジェクトを選択後、キーボードの[←][↑][↓][→]キーを押す 

オブジェクトの拡大縮小 オブジェクトを選択後、オブジェクトの外枠に表示される 8つの
点のいずれかをドラッグする 

部品のプロパティ（形状、色、
フォントなど）の設定 

部品を右クリックして、［Properties］または、［Grf*** Control オ
ブジェクト］を選択後、設定する項目のタブを選択する 

 
 
 
 
 
 

5－4－5 グラフィック部品一覧 
 

● 機能部品 
 

仕様 部品名 形（代表） 機能内容 

表示／ 
非表示 
タグ割付

点滅タグ 
割付 

その他 

タンク アナログ値の表
示 

あり あり 目盛り数（表示は必須）、Font,、
上限値、下限値、 Type（Tank1
～3）、Tag Data、色（前景色、
背景色） 

パイプ 接点の表示 あり あり 枠線表示（上線／下線／右線／
左線）、色（ON／OFF色）、
Tag Data 

ポンプ 

 

接点の表示 あり あり 方向（上向き／下向き／右向き
／左向き）、色（ON／OFF色）、
Tag Data 

バルブ 

 

接点の表示 あり あり Type（横／縦、上四角／右四角
／左四角／上半円／右半円／
左半円）、Tag Data、色（ON
／OFF色） 

メーターバー 

 

アナログ値の表
示 

あり あり 目盛り数（表示の有／無）、上
限値、下限値、方向（縦／横）、
Font、Tag Data、色（前景色、
背景色） 

データ 
 

アナログ値の表
示（数値表示）、
アナログ値の設
定（数値設定）

あり あり Type（3D表示、枠表示 0～4、
平面表示）、Font、Tag Data、
Data表示／Data入力、色（文
字色、背景色）、テキスト配置
（横方向／縦方向）、データの
表示入力設定（表示／入力）、
データ入力時の範囲チェック 

可変
部品 

スイッチ 

 

接点の表示（表
示灯）、 
接点の設定（ス
イッチ） 

あり あり 文字指定（ON/OFF）、Font、
Type（DI／DO）、Tag Data、
確認操作（有／無）色（ON／
OFF色、文字色） 
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仕様 部品名 形（代表） 機能内容 

表示／ 
非表示 
タグ割付

点滅タグ
割付 

その他 

ジャンプ（画面呼び
出し） 

指定した画面へ
の表示切換え 

なし なし 表示タイプ（ボタン／矩形）、
テキスト指定、画面選択タイプ
（毎回、画面選択する／画面指
定に従う。）、色（ボタン色、
枠線色、内側色、テキスト色）

FPスイッチ（フェー
スプレートポップ
アップ） 

フェースプレー
トのポップアッ
プ表示 

なし なし 表示タイプ（ボタン／矩形）、
テキスト指定、タグ指定、色（ボ
タン色、枠線色、内側色、テキ
スト色） 

テキストボックス － あり あり テキスト、Type（3D表示／枠
表示 0～4／平面表示）Font、色
（文字色、背景色） 

パーツ 発信器 

 

－ あり あり 

 オリフィ
ス 

 

－ あり あり 

固定
表示
部品 

 計器 

 

－ あり あり 

  温度計 

 

－ あり あり 

方向（上／下／右／左）、色（境
界色、背景色） 

 
● 図形／画像 

 

仕様 部品名 形（代表） 機能内容 

表示／非
表示タグ
割付 

点滅タグ
割付 

その他 

テキスト 

 

― あり あり 文字列、Font、色指定（直接色
指定／タグ割付指定）、表示位
置、境界線（線幅、線種、色指
定）、背景色（色指定） 

直線 ― あり あり 色指定（直接色指定／タグ割付
指定）、境界線（線幅、線種、
色指定）、 

矩形 ― あり あり 色指定（直接色指定／タグ割付
指定）、境界線（線幅、線種、
色指定）、背景色（色指定） 

角丸矩形 

 

― あり あり 色指定（直接色指定／タグ割付
指定）、境界線（線幅、線種、
角、色指定）、背景色（有／無、
色指定） 

楕円 

 

― あり あり 色指定（直接色指定／タグ割付
指定）、境界線（線幅、線種、
色指定）、背景色（有／無、色
指定） 

図形 

多角形 ― あり あり 色指定（直接色指定／タグ割付
指定）、境界線（線幅、線種、
色指定）、背景色（色指定） 

画像 画像 

 

BMP または JPG
形式の画像ファ
イル表示 

あり あり 色指定（直接色指定／タグ割付
指定）、境界線（線幅、線種、
色指定）、画像指定（直接画像
指定／タグ割付指定） 
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5－4－6 グラフィック部品の設定 
グラフィック部品のプロパティ（形状、色、タグ）を設定します。 
グラフィック部品のプロパティは、以下の手順で設定ダイアログを表示させて行います。 

・ 機能部品の場合 

機能部品を選択（部品をダブルクリック）して、右クリック｜［Grf***** Control オブ
ジェクト］を選択する。 

・ 図形／画像の場合 

図形／画像を選択（部品をダブルクリック）して、右クリック｜［Properties］を選択
を選択する 
 

■ 機能部品の設定 

● タンク (  )  

指定したタグの値に応じて、上限値／下限値に対する比率で、タンク内を塗りつぶし
ます。 
 

  
・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 
タンクに表示する目盛りの
数（1～50）を設定します。

タンクに表示するタグの値
の範囲を上限値／下限値で
設定します。 

目盛りや、タグ名のフォン
トを設定します。 

計器ブロックのタグ
名を選択します。

タンクの形状を選択します。 
 
 
 
 
 Tank1 Tank2 Tank3 

チェックすると、画面上にタグ名を表示します。

上記タグの計器ブロックの
タグ ITEMを選択します。

  
＜色割付タブ＞ 

 
クリックして、タグの値によって、
塗りつぶされる色を設定します。 

クリックして、タンクの背景色を設
定します。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● パイプ (  )  

指定したタグの ON/OFFに応じて、色を切り換えます。 
 

 
 

・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 

パイプの周囲に表示する枠
線をチェックします。 

計器ブロックのタグ
名を選択します。

指定した接点 ITEMの ON時／OFF時の
パイプの色を、それぞれ設定します。

上記タグの計器ブロックの
タグ ITEMを選択します。

  
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
 
 

● ポンプ (  )  

指定したタグの ON/OFFに応じて、色を切り換えます。 
 

 
 

・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 

ポンプの向きを選択して 
チェックします。 

計器ブロックのタグ
名を選択します。

指定した接点 ITEMの ON時／OFF時の
ポンプの色を、それぞれ設定します。

上記タグの計器ブロックの
タグ ITEMを選択します。

  
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● バルブ (  )  

指定したタグの ON/OFFに応じて、色を切り換えます。  

  

・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

指定した接点 ITEMの ON時／
OFF時のバルブの色を、それぞれ
設定します。 

バルブの種類を選択します。 

横 上四角 上半円 

縦 右四角 右半円 

左四角 左半円 

計器ブロックのタグ
名を選択します。

上記タグの計器ブロックの 
タグ ITEMを選択します。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
 

● メーターバー (  )  

指定したタグの値に応じて、上限値／下限値に対する比率で、メーターバーを塗りつ
ぶします。  

   

・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 

計器ブロックのタグ
名を選択します。

チェックすると、メーターバ
ーに目盛りを表示します。

上記タグの計器ブロックの
タグ ITEMを選択します。

メーターバーに表示する 
目盛りの数（1～50）を設定
します。 

メーターバーに表示するタグの値の 
範囲を上限値／下限値で設定します。 

メーターバーの方向を選択します。

目盛りのフォントを
設定します。 

  
＜色割付タブ＞ 

クリックして、タグの値によって、
塗りつぶされる色を設定します。 

クリックして、メーターバーの背景
色を設定します。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● パーツ (  )  

制御画面などで使用する機器の部品イメージです。  

  

・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 
パーツの種類を選択します。

パーツの方向を選択し
ます。 

発信器 計器 

オリフィス 温度計 

 
＜色割付タブ＞ 

 
クリックして、パーツ境界線の色を
設定します。 

クリックして、パーツの背景色を設
定します。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● スイッチ (  )  

スイッチの種類によって、以下の動作を行います。 
 

 
（Type：DO） 

クリックするごとに、ループコントローラのタグの ON/OFF
状態を変更します。 

 

 
（Type：DI） 

ループコントローラのタグの ON/OFF状態を表示します。 

 

・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 スイッチの上に表示
する文字を、それぞ
れON時／OFF時ご
とに入力します。 
（最大半角18文字、
全角9文字まで入力
できます。） 

上記タグの計器ブロックの
タグ ITEMを選択します。

スイッチの色を、それぞれ ON時／
OFF時ごとに設定します。 

スイッチを押したときに、スイッチ操作に対する
確認ダイアログを表示するかどうか選択します。

スイッチの上に 
表示するフォントを
設定します。 

スイッチの種類を選択します。

D0   DI 

計器ブロックのタグ
名を選択します。 

  
＜色割付タブ＞ 

 

クリックして、スイッチの上に表示
される文字の色を設定します。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● データ (  )  

指定したタグ（アナログ ITEM）の値に対して、以下のいずれかの動作を行います。 
・データ表示：指定したタグの値を読み出して表示します。 
・データ入力：データで入力した値を、指定したタグに書き込みます。  

  
・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 

 

上記タグの計器ブロックの 
タグ ITEMを選択します。 

データ表示枠のタイ
プを選択します。 

表示される数値のフ
ォントを設定します。

データの枠内で表示される
数値の位置を選択します。

計器ブロックのタグ名を選択し
ます。 

データの動作を選択します。 
・表示：指定したタグの値を読み出して表示します。 
・入力：データで入力した値を、指定したタグに書き込みます。

入力する値に対して、上限値／下限値が設定
できます。*1 

   
*1 入力時上下限制限について 
・本項目は、以下の項目を設定したときに設定可能になります。 
 ・[Data]の動作を[入力]に選択する 
 ・[Tag Data]でタグ（アナログ ITEM）を選択する。 
 
・上限値／下限値は、[Tag Data]で選択されたタグ ITEMの種類に応じて、自動的に数値が表
示されます。 
直接、数値を入力して、上限値／下限値を変更することもできます。 

 
・上下限制限機能使用時の動作について 
数値入力時に、以下のように上下限値が表示されます。 
設定した上下限値を超える値を入力した場合、メッセージが表示され入力できません。 

  
＜色割付タブ＞ 

 
クリックして、データに表示される
数値の色を設定します。 

[背景色無し]をチェックしない場合、クリ
ックして、データの背景色を設定します。

データの背景を透明にする場合に 
チェックします。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● テキストボックス (  )  

ユーザが入力した文字列を表示します。 
複数行の表示が可能です。  

 
・ 設定方法 
＜Generalタブ＞ 

 
表示するテキストを
入力します。 

表示するテキストの
フォントを設定しま
す。 

テキストを囲む枠のタイプ
を選択します。 

  
＜色割付タブ＞ 

 
クリックして、テキストボックスに表
示されるテキストの色を設定します。

[背景色無し]をチェックした場合、クリッ
クして、テキストボックスの背景色を 
設定します。 

テキストボックスの背景を透明にす
る場合にチェックします。 

 
＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。  

● ジャンプ（画面呼び出し） (  )  

指定した画面に表示を切り換えます。 
 

 
・ 設定方法 
＜Generalタブ＞ 

 ジャンプ部品の形状を選択

します。 
 
 
 枠線 矩形 

ジャンプ部品の上に表示される文字を入力します。 

ジャンプ部品の動作を選択します。 
・[毎回、画面選択する。] 

画面選択ダイアログが表示されるので、

そこから遷移する画面を選択します。

・[画面指定に従う。] 
あらかじめ設定した画面へ遷移します。

文字の色とフォント

種類を設定します。

[画面選択タイプ]を[毎回、画面選択する。]に設定した場合、ジャンプ部品

をクリックすると、どの画面へ遷移するかを設定します。 
・遷移先の画面はあらかじめ、本設定の前にビルダーウィンドウで登録し

ておく必要があります。画面の登録については、「5－5－2 オーバービ

ュー画面の登録」を参照してください。 

[表示タイプ]を[ボタン]に
選択した場合、ボタン上面

の色を選択します。 

[表示タイプ]を[矩形]に選

択した場合、矩形の枠線・

内側塗りつぶしの有無や色

を選択します。 
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● FPスイッチ (  )  

指定したフェースプレートをグラフィック画面上にポップアップして表示します。 
 

 
・ 設定方法 

＜Generalタブ＞ 
 

FPスイッチの形状を選択
します。 

ボタン上面の色を選択しま
す。 

[表示タイプ]を[矩形]に選
択した場合、矩形の枠線・
内側塗りつぶしの有無や色
を選択します。 

FPスイッチの上に表示される文字を入力します。 

FPスイッチをクリックしたときに、表示されるフェースプレートをタグ名で選択します。
＊ 制御画面に登録されていないタグを選択すると、FPスイッチをクリックしても何も 
表示されませんので、ご注意ください。 
フェースプレートの設定については、「5-5-2 オーバービュー画面の登録」を参照して
ください。 

文字の色とフォント
種類を設定します。

 
 

参 考 

 

・FPスイッチにより、グラフィック画面上に表示されるフェースプレートは、最大 10
画面まで同時に表示できます。 

・フェースプレートを表示中に他の画面へ遷移すると、画面に表示されていたフェース
プレートはすべて消去されます。 
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■ 図形／画像の設定 

● 図形の設定 ( )  

直線、矩形、角丸矩形、楕円、多角形の設定について説明します。 

 

参 考 

 

タグの値によって、図形の背景色、境界線色を変更することができます。 

背景色 

境界線色 

Tag001：ON時
背景色は白 

Tag001：OFF時
背景色は赤 

例：Tag001：ONにより、図形の背景色を白から赤に変更する 

  
・ 描画方法 

＜直線、矩形、角丸矩形、楕円＞ 
1 部品ツールバーで、描画する図形のアイコンをクリックするか、[図形/画像挿入]－

[直線]／[矩形]／[角丸矩形]／[楕円]を選択します。 
2 始点でクリックしたまま、終点までドラッグします。 

始点 

終点

ドラッグする

  

参 考 

 

・角丸矩形の調整 
角丸矩形の調整の角丸の角度は、右上に表示される点（■）をクリックして、調整

できます。 

ドラッグする

  
＜多角形＞ 
1 部品ツールバーで、多角形のアイコンをクリックするか、[図形/画像挿入]－[多角形]
を選択します。 

2 始点でクリックして、次の辺で再びクリックします。 

   クリックする

始点 

 
3 終点でダブルクリックします。 

ダブル 
クリックする
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・ 設定方法 

図形（角丸矩形）を例にして説明します。 
 
  ＜境界線＞タブ 

 

図形の境界線の色を表示させる条件を設定します。 
タグの種類（接点 ITEM／アナログ ITEM）によって、表示する画面が異なります。

*1
 

図形の境界線の色の表示方法を選
択します。 
[直接色指定] 
 図形の境界線の色を固定にします。 
 [色設定]で色を直接指定します。 
[タグ割付指定] 
 図形の境界線の色をタグの値に 
 よって変更させます。 

図形の境界線の線種
を設定します。 

図形の角の丸みを
設定します。 

タグ ITEMを選択します。

図形の境界線の色を制御するタグ名を選択します。 

図形の境界線の有無を選択します。 

[線種]が“実線”のとき
の線幅を設定します。

  
*1 しきい値の設定について 
・接点 ITEM(Digital Item）の場合 
タグの値 ON時（1）と、OFF時（0）の
図形の境界線の色をそれぞれ設定しま
す。 

 

 

 
・アナログ ITEMの場合 
図形の境界線の色を変更するしきい値を設定します。 

 

 

図形の境界線の
色を設定しま
す。

しきい値を設定します。 
下の段から、値の小さい順 
に詰めて設定してください。

 
  ＜背景色＞タブ 

図形の背景色を変更する条件を設定します。 
タグの種類（接点 ITEM／アナログ ITEM）によって、表示する画面が異なります。 
しきい値の設定については、＜境界線＞タブと同様になります。上記の＜境界線＞タブを参照してください。 

図形の背景色を設定します。 
[直接色指定] 
 背景色を固定にします。 
 [色設定]で色を直接指定します。 
[タグ割付指定] 
 タグの値によって、図形の背景色 
 を変更します。 

タグ ITEMを選択します。図形の背景色を制御するタグ名を選択します。

図形の背景色の有無を選択します。 
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＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
 

● テキストの設定 (  ) 

ユーザが入力した文字列を表示します。 
 

 
 

・ 設定方法 

＜文字列指定＞タブ 

 

文字色を表示させる条件を設定します。 
・タグの種類（接点 Item／アナログ Item）によって、表示する画面
が異なります。

 

・しきい値の設定については、図形の＜境界線＞タブと同様になります。
前述の「●図形」の＜境界線＞タブを参照してください。 

文字色の表示方法を選択します。 
[直接色指定] 
 文字の色を固定にします。 
 [色設定]で色を直接指定します。 
[タグ割付指定] 
 文字の色をタグの値に合わせて 
 変更させます。 

タグ ITEMを選択します。[タグ割付指定]選択時、文字色を制御
するタグ名を選択します。 

表示する文字列を入力します。 
（最大半角 256文字、全角 128文字
まで入力できます。） 

テキストの枠に対する文字列
の表示位置を、ボタンをクリッ
クして選択します。 
左上揃え  中央上揃え  右上揃え 

左中揃え  中央中揃え  右中揃え 

左下揃え  中央下揃え  右下揃え  

 

 
＜境界線＞タブ 
前述の「● 図形」の「・設定方法＜境界線タブ＞」を参照してください。 
 

＜背景色＞タブ 
前述の「● 図形」の「・設定方法＜背景色タブ＞」を参照してください。 
 

＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 
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● 画像の設定 (  ) 

BMP（ビットマップ）形式データや、JPG形式データの画像ファイルを、グラフィッ
ク画面で表示します。 

 
 

・ 設定方法 
 
  ＜境界線＞タブ 

境界線の色を表示させる条件を設定します。 
・タグの種類（デジタル ITEM／アナログ ITEM）によって、表示する画面が異なります。
・しきい値の設定については、図形の＜境界線＞タブと同様になります。 
 前述の「●図形」の＜境界線＞タブを参照してください。 

境界線の色の表示方法を選択します。 
[直接色指定] 
 境界線の色を固定にします。 
 [色設定]で色を直接指定します。 
[タグ割付指定] 
 境界線の色をタグの値によって、 
 変更させます。 

タグ ITEMを選択します。境界線の色を制御するタグ名を選択します。

画像の周囲に境界線をつけるかどう
か選択します。 

境界線の線幅、線種を
設定します。 

 
 

  ＜BMP/JPG指定＞タブ 

 

複数の画像ファイルを表示させる条件を設定します。 
タグの種類（接点 ITEM／アナログ ITEM）によって、表示する画面が異なります。

*1
 

画像ファイルの表示方法を選択します。
[直接画像指定] 

1つの画像ファイルのみ表示します。 
[画像選択]で画像ファイルを直接指定
します。 

[タグ割付指定] 
表示する画像ファイルを、タグの値に
よって、変更させます。 

タグ ITEMを選択します。画像ファイルの表示を制御するタグ名を選択します。
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*1 しきい値の設定について 
・接点 ITEMの場合 
タグの値 ON時（1）と、OFF時（0）の
ときに表示する画像ファイルをそれぞれ
設定します。 

 

 
・アナログ ITEMの場合 
表示する画像ファイルを変更するしきい値を設定します。

 

 

しきい値を設定します。 
下の段から、値の小さい順に詰めて設定してください。 

表示する画像を設定します。 
 
 
 
・しきい値の前後には、必ず設定するよう
にしてください。 
・未設定の場合、黒塗りで表示されます。

＜表示／非表示タグ割付タブ＞、＜点滅タグ割付タブ＞ 
本項の「■ グラフィック部品共通の設定」を参照してください。 

 

参 考 

 

・画像のオブジェクトに、表示する画像ファイルを複数指定した場合、画像ファイルの
内容を、以下の方法により確認できます。 
1. 画像のオブジェクトを、ダブルクリックして選択します。 
2. 右クリックして、[画像切替]－[画像表示 1(1)]～[画像表示 4(4)]メニューを選択します。

 
3. 選択したメニューの画像ファイルが、画像のオブジェクト上に表示します。 

 
・画像をグラフィック画面に表示するには、本項目以外に以下の方法があります。 

1. 画像を他の描画ソフト上でコピーしたあと、グラフィック画面作成ウィンドウで
［編集］｜［貼り付け］（Ctrl＋V）を選び、画像を貼り付けます。 

2. グラフィック画面作成ウィンドウで［編集］｜［オブジェクトの作成と貼り付け］
を選択後、画像ファイルを指定し挿入します。 
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■ グラフィック部品共通の設定 

グラフィック部品に共通の設定を説明します。 
 

● 表示／非表示タグ割付 

タグの値によって、グラフィック部品の表示を消去します。 
例）使用可能なスイッチのみ表示する。 

 

ポンプ停止中のときは消去 

ポンプ運転中の
ときは消去 

ポンプを運転／停止
させるスイッチ 

 
 
例：図形（角丸矩形）の場合 
  ＜表示／非表示タグ割付＞タブ 

グラフィック部品を表示／非表示する条件を設定します。 
タグの種類（接点 ITEM／アナログ ITEM）によって、表示
される画面が異なります。

*1
 

タグ ITEMを選択しま
す。 

表示／非表示タグ割付の機能を使用するかどうかを
選択します。 

グラフィック部品の表示を制御
するタグ名を選択します。 

 
 
*1 しきい値の設定について 
・接点 ITEM（Digital Item）の場合 
グラフィック部品の表示をタグの値 ON時（1）に表示するか、OFF時（0）に表示するか
を選択します。 

 
 
・アナログ ITEMの場合 
グラフィック部品を表示／非表示するしきい値を設定します。 
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例 1）表示しきい値（6）非表示しきい値（5）の場合 

タグの値が 6以上なら表示、5以下なら非表示になります。 
 
例 2）表示しきい値（10）非表示しきい値（5）の場合 

タグの値が 10以上なら表示、5以下なら非表示になります。 
タグの値が 9～6の場合は、以下のように以前の状態を保持します。 

 

8 8 5 10 

表示 表示 
非表示

グラフィック
部品表示状態 

タグ値 10 

以前の状態（表示／非表示）を保持します。  

 
例 3）表示しきい値（5）と非表示しきい値（5）が同じ値の場合 

タグの値が 5以上なら表示、5未満なら非表示になります。 
 

● 点滅タグ割付 

タグの値によって、グラフィック部品を点滅させます。 
例）特定の温度（100℃）になると、点滅する数値のオブジェクト 

 

100℃を超えると、数値のオブジェクト
が点滅します。  

 
例：図形（角丸矩形）の場合 
  ＜点滅タグ割付＞タブ 

グラフィック部品を点滅させる条件を設定します。 
タグの種類（接点 ITEM／アナログ ITEM）によって、表示
される画面が異なります。

*1
 

タグ ITEMを選択します。

点滅タグ割付の機能を使用するかどうかを選択
します。 

グラフィック部品の点滅を制御
するタグ名を選択します。 
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*1 しきい値の設定について 
・接点 ITEM（Digital Item）の場合 
グラフィック部品の表示をタグの値 ON時に点滅するか、OFF時に点滅するかを選択しま
す。 

 
 
・アナログ ITEMの場合 
グラフィック部品の点滅を開始／終了するしきい値を設定します。 
しきい値の設定方法については、表示／非表示しきい値と同様になりますので、本項「●
 表示／非表示タグ割付」を参照してください。 
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5－4－7 グラフィック部品のグループ化について 
複数のグラフィック部品をグループ化することにより、それらを 1つのグラフィック
部品として扱うことができます。*1 
グループ化されたグラフィック部品は、部品ごとにファイルに保存できます。 
保存したファイルを読み出すことにより、他のグラフィック画面でグループ化した部
品を流用して使用できます。 
*1：ジャンプ部品、FPスイッチ部品を除く 
 

■ グラフィック部品をグループ化する 

1. グラフィック画面作成ウィンドウ上で、グループ化するグラフィック部品を複数選
択します。 

2. 右クリックして、[部品グループ化]を選択します。（または[編集]｜[部品グループ
化]メニューを選択） 
選択したグラフィック部品がグループ化され、枠線が緑色に変化します。 

 

 

■ グループ内個別のグラフィック部品の設定を変更する 

1. グループ化したグラフィック部品を選択します。 
2. グループ化した部品の中で、設定を変更する個別の部品をダブルクリックします。 
3. 右クリックして、[Propeties]を選択します。 
以下のようにメニューが表示されますので、グラフィック部品の設定を変更できま
す。 

 
 

お願い 

 

グループ内の個別のグラフィック部品に対して、表示位置の移動，削除，サイズ変更，

コピーは行うことはできません。 

以下の手順によりグループ化された状態を解除して、設定し直してください。 

1. グループ化したグラフィック部品を、ダブルクリックして選択する 

2. 右クリックして、[部品グループ解除]を選択する 

 

■ グループ化したグラフィック部品を保存する 

1. グループ化した部品を選択した状態で、[ファイル]｜[グループファイル保存]を選択
します。 
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2. [名前を付けて保存]ダイアログボックスが表示されます。 
ファイル名を入力して[保存]ボタンをクリックします。 
グループ化したグラフィック部品のデータ（拡張子：ITM）が保存されます。 

  

参 考 

 

各グラフィック部品に設定されているタグに関連する設定は、保存されません。 

保存したグループ化したグラフィック部品を読み出して、使用するときには、必要に応

じてタグの設定を行ってください。 

 

■ グループ化したグラフィック部品を読み出す 

1. [ファイル]｜[グループファイルの読込]を選択します。 
2. [ファイルを開く]ダイアログボックスが表示されます。 
読み出すグループファイルを選択して、[開く]ボタンをクリックしてください。 

 
3. グラフィック画面上に、グループ化されたグラフィック部品が読み出されます。 

 
4. ファイルで読み出したグループ化のグラフィック部品は、タグの設定が保存されて
いません。右クリックして、[Propeties]を選択し、グラフィック部品のプロパティ
を個別に設定します。 
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5－5 画面のコンフィグレーション 
 
ここでは、モニタ Plusの画面のコンフィグレーションを行うための操作方法について
説明します。 
次に示す各画面のコンフィグレーションを、ビルダーウィンドウで行います。 
・オーバービュー画面 
・制御画面 
・トレンド画面 
・バッチトレンド画面 
・折れ線プログラム 2画面 
・グラフィック画面（あらかじめ作成しておく必要があります。5-4 項参照） 
・アナンシエータ画面 
・アラームサマリー画面 
・操作ガイド画面 
注：チューニング画面は、制御画面を登録することによって、自動的に作成されます。 
 
各画面のコンフィグレーションが終了後、その設定を保存します。 

5－5－1 ビルダーウィンドウの機能 

■ ビルダーウィンドウを起動する 
1 セットアップダイアログで、［CRT Builder］ボタンをクリックします。 

クリックします。

 
次に示すようなビルダーウィンドウが表示されます。 
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■ ビルダーウィンドウのメニュー 

ビルダーウィンドウのメニューには次に示す機能があります。 
メニュー サブメニュー 機能 

画面 新規作成 既存のオーバービュー画面の下に、新規オーバービュー画面を追加
します。 

画面登録 各画面項目を設定・登録します。 
画面構築管理ツリーで画面項目を選択しているときだけ、有効で
す。 

消去 登録済みの画面項目を消去します。 
保存 Builderウィンドウでの設定内容を保存します。 

設定 

アプリケーショ
ンの終了 

アプリケーションを終了します。 

表示 ツールバー ツールバーの表示・非表示を設定します。 
ヘルプ バージョン情報 ビルダーウィンドウのバージョン情報を表示します。 

■ ビルダーウィンドウのツールバー 

ビルダーウィンドウのツールバーには次に示す機能があります。 

 
［設定］｜［保存］ 

［設定］｜［消去］ 

［設定］｜［画面登録］ 

［設定］｜［画面新規作成］（［JOB］を選択しているときだけ有効） 
 

 

5－5－2 オーバービュー画面の登録 
ここでは、オーバービュー画面の登録と、オーバービュー画面の下位要素である次に
示す画面の設定・登録について説明します。 
・制御画面 
・トレンド画面 
・バッチトレンド画面 
・折れ線プログラム 2画面 
・グラフィック画面（あらかじめ作成しておく必要があります。5-4 項参照） 
・アナンシエータ画面 
注：チューニング画面は、タグ No.の割り付けによって、自動的に作成されます。 
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■ オーバービュー画面を登録する 

1 ビルダーウィンドウ起動後、ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、「JOB」
を選択し、［設定］｜［画面 新規作成］を選びます。 
次に示すような［CRT Builder］ダイアログボックスが表示されます。 
 

オーバービュー画面の名称を、全
角 8（半角 16）文字以内で入力し
ます。 
必ずオーバービュー画面の名称
を入力してください。 

 
 

お願い 

 

必ず、オーバービュー画面の名称を入力してください。名称を入力しない場合、オーバ

ービュー画面への画面遷移ができませんので、ご注意ください。 

 
2 ［画面名称］を入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
オーバービュー画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示さ
れます。 

画面構築管理ツリー 

次に示す画面を設定し
登録します。 
 制御画面 
 トレンド画面 
 グラフイック画面 
 アナンシエータ画面 

 
3 画面項目を選択したあと、［設定］｜［画面登録］を選び（または画面項目をダブ
ルクリックしたあと）、各画面を設定・登録します。 
なお、設定内容は画面項目により異なります。各画面の設定方法については、後述
します。 
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■ 各画面におけるタグ名の設定について 

ループコントロールユニット/ボード内の計器ブロックのデータを指定するために、各
画面の登録時に「タグ名」を指定します。 
 

参 考 

 

このタグ名を指定するためには、ツールソフトによって、モニタ Plus用タグファイル

を作成（[実行]－[タグファイル出力]－[モニタープラスタグ]）していることが必要です。

モニタ Plus用タグファイルを作成していない場合、本モニタ Plusからタグ名を指定

することはできません。 

 
タグ名には、以下の 2種類があります。 
①計器ブロックに対するタグ名 
この計器ブロックに対するタグ名の場合、さらに、その計器ブロックの ITEMは、「タ
グ ITEM」*1によって指定します。 

*1：「タグ ITEM」は、特定の計器ブロック（調節ブロック、一部の演算ブロックなど）の
特定の ITEM（PV、SP、MVなど）にあらかじめ割り付けられている固定名称です。詳
細は、付－1計器ブロック ITEMの読み書き一覧を参照してください。 

②アナログ ITEMまたは接点 ITEMに対するタグ名 
 
各画面と、上記タグ名／タグ ITEMの関係は、以下のとおりです。 

○：指定可能 

① ② 
各画面 計器ブロックに対

するタグ名 
その計器ブロッ
クのタグ ITEM 

アナログ ITEMまたは接点
ITEMに対するタグ名 

制御画面 ○ － ○ 
トレンド画面 ○ ○ ○ 
バッチトレンド画面 ○ ○ ○ 
折れ線プログラム 2画面 ○ ○ ○*1 
グラフィック画面 ○ － ○ 
アナンシエータ画面 ○ ○ ○ 
操作ガイド画面 ○ ○ ○ 
アラームサマリー画面 ○ ○ ○ 
*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
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● 例 1）制御画面の対象の計器ブロックを、タグ名“ABC”の計器ブロックとするとき 
タグ名 ABC 

 

ループコントロールユニット

/ボード 

モニタ Plus 

タグ名：ABC を指定 

制御画面 

▲

▼

▲

 
● 例 2）トレンド画面のトレンド対象のアナログ ITEMを、タグ名“ABC”の計器ブ

ロックのタグ ITEM “MV”とするとき 
タグ名. ABC 
タグ ITEM MV 

 

ループコントロールユニット

/ボード 

モニタ Plus 

タグ名：ABC を指定 

トレンド画面

タグ ITEM：MV を指定
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● 例 3）トレンド画面のトレンド対象を、タグ名“IN1”のアナログ ITEM とするとき 
タグ名 IN1 

 

ループコントロールユニット

/ボード 

モニタ Plus 

タグ名：IN1 を指定 

トレンド画面

 
 

■ モニタタグファイルのパス変更の方法 

モニタタグファイルは、メインウィンドウで[起動]ボタンをクリックした時に、モニタ
タグファイルの運用パスが設定されているディレクトリに、ファイル名固定で格納さ
れます。 
ファイル名：mtagmst、および mtagsubmst  
このモニタタグファイルを複数作成して、運用パスを切り替えて使用することも可能
です。 
その場合、モニタタグファイルをデフォルトとは別のフォルダに新規作成して、モニ
タタグファイルの運用パスをそこに変更することで、モニタ Plusが使用するモニタタ
グファイルを変更することができます。以下の操作によります。 
1 メインウィンドウで、［Setup］ボタンをクリックします。 
パスワードの入力ボックスが表示されます。 
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2 パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
次に示すセットアップダイアログボックスを表示させます。 

 
3 ［DB Path］ボタンをクリックすると、次のダイアログボックスが表示されます。 

 
4 ［DB Path設定］フィールドに、現在のモニタタグファイルへのパス設定が表示さ
れます。 
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5 ［参照］ボタンをクリックすると、ダイアログが表示され、パスを選択できます。 
切替え先パスを指定します。 

6 ［DB新規作成］フォールドで、「あり」を選択して［実行］ボタンをクリックし
ます。 
メインウィンドウで[起動]ボタンをクリックすることにより、上記で指定したパス
に、初期化されたモニタタグファイル（群）が作成され、運用のパスがその変更後
のパスに切り替わります（モニタ Plusが使用するモニタタグファイルが新規作成さ
れたファイルに変更されます）。 
注 1：作成は、フォルダ単位ではなく、複数ファイル単位です。したがって、専用フォルダ

を指定しないと、他のファイルと同じフォルダにはいることになりますので、ご注意
ください。 

注 2：新規作成時には、何も登録されていないファイル群が作成されるため、ツールソフト
から再度「モニタPlus用タグの生成（[実行]｜[タグファイル出力]｜[モニタPlusタグ]）」
を実行し、モニタ Plusを再起動する必要があります。 

注 3：新規作成の完了までにしばらく時間がかかることがあります。 
 
使用するモニタタグファイルをもとのパスのファイルに戻すときは、［DB新規作
成］フォールドで、「なし」を選択して［実行］ボタンをクリックします。運用の
パスが指定したパスに切り替わります（モニタ Plusが使用するモニタタグファイル
が指定したパスのファイルに変更されます）。 
なお、このとき、指定したパスに、モニタタグファイル（群）が存在しないと、モ
ニタプロセス起動（メインウィンドウまたは、セットアップダイアログの[起動]ボ
タンをクリック）時にエラーとなります。 
注：［DB新規作成］フォールドでの「なし」の指定は、いったん、［DB新規作成］フォ

ールドで「あり」にして、パスを切り替えた後、元のパスに戻すときに使用します。 
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■ 制御画面を登録する 

1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［オーバービュー画面］の下位要素
の［画面］を選択します。 

 
・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［画面］をダブルクリッ
クします。 
次に示すようなダイアログボックスが表示されます。 

 

［制御画面］を選択します。

 
3 ［制御画面］を選択後、［新規作成］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 
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制御画面には、最大 8個の計器ブロックを登録できます。計器ブロックをタグ名で
指定します。 

 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイ
アログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 登録したい計器ブロック、アナログ ITEM、
または接点 ITEMに対するタグ名を選択し
［OK］をクリックします。 

・ 右の画面に示すように、8つのタグ名を割り
付けることができます。 

制御画面の名称を、全角 8
（半角 16）文字以内で入力
します。 

登録したタグを削
除します。タグを
登録するとボタン
が有効になりま
す。 

・ タグ名を選択すると、選択可能になります。 
・ ボックスをクリックします。次のようなダイアログボックスが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 設定後、［OK］をクリックします。 
・ 置き針、および MV開方向の設定は 
 計器図下部のMV調整エリアに反映さ 
 れます。表示例については次ページに 
示します。 

チェックすると、置き針
を表示しません。表示例
は次ページ参照。 

チェックしたあと、MV
の開方向を選択します。
指定しない場合は、開方
向は表示されません。 
表示例は次ページ参照。 

ツールソフトで設定し
た内容が表示されます。
設定変更はできません。 

重要タグに設定するときは、チェックしま
す。 
重要タグに設定すると、次のようにオーバ
ービューのアイコンボタンに印しが付き
ます。 
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● 計器図下部の MV調整エリアの表示例 

 

置き針あり 

置き針なし 

MV開方向有効（0%側） MV開方向有効（100%側） MV開方向無効 

 
4 ［画面名称］の入力、［TAG No.］および［詳細設定］の設定を行ったあと、［OK］
ボタンをクリックします。 
制御画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示されます。 
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■ トレンド画面を登録する 

トレンド画面は、リアルタイムトレンド：最大 60画面、ヒストリカルトレンド：最大
120画面まで登録可能です。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［オーバービュー画面］の下位要素
の［画面］を選択します。 

 

・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［画面］をダブルクリッ
クします。 
前項の「制御画面を登録する」の手順 2で示したダイアログボックスが表示されま
す。 

3 ［トレンド画面］を選択後、［新規作成］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 
トレンド画面には、最大 8個のアナログ ITEM（PV、SP、MVまたは他のアナログ
信号）または接点 ITEMを登録できます。アナログ ITEMまたは接点 ITEMは以下
の①、②のいずれかで指定します。 
①計器ブロックに対する TAG No.（タグ名）およびそのタグ ITEM（PV、SP、MV
のいずれか） 

②アナログ ITEMまたは接点 ITEMに対する TAG No.（タグ名） 

 

 CSVファイルの自動保存をするときは、この「自
動保存 有効」をチェックします。 
保存周期（時間）、保存先フォルダ、保存ファ
イル名、「参照」ボタンのフィールドが有効に
なります。 

トレンド画面の名称を、全
角 8（半角 16）文字以内
で入力します。 

・ ボックスをクリックします。次のような
ダイアログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ①（登録したいアナログ ITEMを含む）
計器ブロックに対するタグ名、または②
登録したいアナログ ITEMまたは接点
ITEMに対するタグ名を選択します。こ
の例では、①の計器ブロックに対するタ
グ名を指定します。 

・ 右の画面に示すように、8つのタグを割
り付けることができます。 

トレンドの種類を選択し
ます。 

登録したタグを削除します。タグを登
録するとボタンが有効になります。 
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4 ［画面名称］の入力、および［トレンド種類］の選択を行ったあと、［TAG No.］
を選択します。タグ名を登録すると次に示すように表示が変わります。 
 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイア
ログボックスが表示されます。 

 
・ 登録したいアナログ ITEMに対するタグ ITEM
を選択します。この例では、タグ名「4B009」
の計器ブロックのタグ ITEM「PV」を選択して
います。 

 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイアログボックスが表
示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 通常は自動的に設定されるので設定する必要はありません。 
・ ただし、一部データ（PIDの定数など）はチャート上の表示が合
わない場合があります。そのようなデータの場合のみ上下限値を
設定変更してください。 

 
 
5 ［構成 TAG No.］（タグ ITEM）および［詳細設定］の設定を行います。 
6 ［CSVファイルの自動設定］の設定を行います（後述参照）。 
7 ［OK］ボタンをクリックします。 
トレンド画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示されます。 

● CSVファイル自動保存（定時保存）の設定 

CSVファイル自動保存機能について、以下に説明します。 

 
CSVファイル自動保存を実行する場合、「自動保存 有効」をチェックして、以下の
内容を設定します。 
 
・保存周期（時間） 

1、2、3、4、6、8、10、12、18、20、24、48、72、96、120、240の中から選択でき
ます。単位は、時間です。 
注：選択したトレンド種類に応じて、保存周期のデフォルトは、以下のようになります。 
・リアルタイムトレンドの場合：12時間 
・ヒストリカルトレンドの場合：240時間 

 
・保存先フォルダ 
保存先のフォルダを指定します。「参照」ボタンを利用すると入力の手間が省けま
す。 

 
・保存ファイル名 
保存ファイル名を指定します（注：ここでは、拡張子を指定してはいけません）。 

 実際に保存されるファイル名は以下のようになります。 
「保存ファイル名_年月日_時分_.csv」 
 

（例）保存ファイル名：RealTimeTrend、2006年の 12月 1日 16時 15分 10秒に保存された
場合 
： 「RealTimeTrend_20061201_161510.csv」というファイル名が自動作成されます。 
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■ バッチトレンド画面を登録する 

バッチトレンド画面は、最大 120画面まで登録可能です。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［オーバービュー画面］の下位要素
の［画面］を選択します。 

 

・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［画面］をダブルクリッ
クします。 
前項の「制御画面を登録する」の手順 2で示したダイアログボックスが表示されま
す。 

3 ［バッチトレンド画面］を選択後、［新規作成］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 
バッチトレンド画面には、データ収集対象 ITEMとして最大 8個のアナログ ITEM
（PV、SP、MVまたは他のアナログ信号）または接点 ITEMを登録できます。 
また、バッチ収集開始のトリガとなる 1個のアナログ ITEM（PV、SP、MVまたは
他のアナログ信号）または接点 ITEMを登録できます。 
アナログ ITEMまたは接点 ITEMは以下の①、②のいずれかで指定します。 
①計器ブロックに対する TAG No.（タグ名）およびそのタグ ITEM（PV、SP、MV
のいずれか） 

②アナログ ITEMまたは接点 ITEMに対する TAG No.（タグ名） 

 

 

トレンドデータの収集が終了したときに、
トレンドデータの収集結果をCSVファイ
ルとして、自動保存させるときの設定を行
います。 

トレンドデータを収集するトリガと収集
周期を設定します。 

バッチトレンド画面でのデータ収集対象
ITEMを設定します。 
・ ボックスをクリックします。次のような
ダイアログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ①（登録したいアナログ ITEMを含む）
計器ブロックに対するタグ名、または②
登録したいアナログ ITEMまたは接点
ITEMに対するタグ名を選択します。こ
の例では、①の計器ブロックに対するタ
グ名を指定します。 

・ 右の画面に示すように、 
収集用に 8つのタグ 
トリガ用に 1つのタグ 
を割り付けることができます。 

バッチトレンド画面の名称を、全角 8（半角 16）文字以内
で入力します。 
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4 ［画面名称］を入力します。 
5 バッチトレンドの基本設定を、以下のように設定します。 

 

・ トレンドデータの収集を開始するトリガとな
るタグを設定します。 
＊トリガタグの設定は必須ではありません。バ
ッチトレンド画面からの操作で、トレンドデ
ータの収集を開始することもできます。 

 
・ ボックスをクリックすると、次のようなダイア
ログボックスが表示されます。 

 
・ 登録したいアナログ ITEMに対するタグ ITEM
を選択します。この例では、タグ名「Start」の
タグ ITEM「PV」を選択しています。 

 

・ トリガータグのアイテムを設定すると表示されます。 
・ ボックスをクリックします。選択した ITEMの種類(アナログ/接点)によって、次
のようなダイアログボックスが表示されます。 

 
・ アナログ ITEMの場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バッチ収集の開始となる値と終了となる値を設定します。 
・バッチ開始値＞バッチ終了値の場合 
 トリガーITEMの値がバッチ開始値以上になると、バッチ収集を開始します。
 トリガーITEMの値がバッチ終了値以下になると、バッチ収集を終了します。
・バッチ開始値＜バッチ終了値の場合 
 トリガーITEMの値がバッチ開始値以下になると、バッチ収集を開始します。
 トリガーITEMの値がバッチ終了値以上になると、バッチ収集を終了します。

 
・ 接点 ITEMの場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バッチ収集開始となる条件(ON時もしくは OFF時)を設定します。 

バッチトレンドの収集周期 
（1秒／60秒）を選択します。

モニタ Plusの再起動時に、データ収集のトリガ条件が成立してい
た場合の動作について選択します。 
・チェックあり 
モニタ Plus を起動すると、前回のバッチトレンドファイルに、
継続してデータ収集を再開します。 

・チェックなし 
モニタ Plus を起動すると、新たにバッチトレンドファイルを
作成して、データ収集を開始します。 
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6 バッチトレンドの収集対象となる［TAG No.］を選択します。タグ名を登録した後、
［詳細設定］の設定を行います。 
 

・ ボックスをクリックすると、次のようなダイア
ログボックスが表示されます。 

 
・ 登録したいアナログ ITEMに対するタグ ITEM
を選択します。この例では、タグ名「Tag001」
の計器ブロックのタグ ITEM「PV」を選択して
います。 

 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイアログボックスが表
示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 通常は自動的に設定されるので設定する必要はありません。 
・ ただし、一部データ（PIDの定数など）はチャート上の表示が合
わない場合があります。そのようなデータの場合のみ上下限値を
設定変更してください。 

 
 
7 ［バッチ終了時に CSV自動保存］の設定を行います（後述参照）。 
8 ［OK］ボタンをクリックします。 
バッチトレンド画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示され
ます。 
 

お願い 

 

[再起動時に前回バッチを継続する]チェックボックスがチェックされている状態で、各

項目の設定を変更すると、以下のようなダイアログボックスが表示されます。 

実際に設定内容を変更している場合は[はい]を、設定を変更していない場合は[キャンセ

ル]をクリックしてください。 

 
 
 



5－5 画面のコンフィグレーション 
5－5－2 オーバービュー画面の登録 

5-55 

5 

画
面
の
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 

● CSVファイル自動保存の設定 

CSVファイル自動保存機能について、以下に説明します。 

 
 
・自動保存 有効 

[自動保存 有効]をチェックすると、バッチ収集条件が終了となった時点で、自動的
に CSVファイルを作成します。 

 
・保存先フォルダ 
保存先のフォルダを指定します。「参照」ボタンを利用すると入力の手間が省けます。 
保存先のフォルダ内には、バッチ収集開始日付のフォルダが自動的に作成され、CSV
ファイルは、開始日付のフォルダ内にそれぞれ格納されます。 
（例）保存先フォルダ「C:¥BatchTrend」、2006年の 12月 1日にバッチ収集を開始し

た場合： 
[C:¥BatchTrend¥20061201¥]の下に作成されます。（下線は開始日付のフォルダ） 

 
・保存ファイル名 
保存ファイル名を指定します（注：ここでは、拡張子を指定してはいけません）。 
実際に保存されるファイル名は以下のようになります。 
「開始日付－開始時分－保存ファイル名_.csv」 
（開始日付、開始時分とは、保存対象となるトレンドデータの収集が開始され
た時刻情報のことです。） 
 

（例）保存ファイル名：BatchTrend、2006年の 12月 1日 16時 15分 10秒にバッチ収集を
開始した場合 
： 「20061201-161510-BatchTrend.csv」というファイル名が自動作成されます。 
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■ 折れ線プログラム 2画面を登録する 

折れ線プログラム 2画面は、2種類の画面（折れ線プログラム 2確認画面／折れ線プロ
グラム 2編集画面）を 1組として、最大 16画面まで登録可能です。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［オーバービュー画面］の下位要素
の［画面］を選択します。 

 

・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［画面］をダブルクリッ
クします。 
前項の「制御画面を登録する」の手順 2で示したダイアログボックスが表示されま
す。 

3 ［折れ線プログラム 2画面］を選択後、［新規作成］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 
折れ線プログラム 2画面には、データ収集対象 ITEMとして 1個の折れ線プログラ
ム 2タグを登録できます。 
また、折れ線プログラム 2タグ以外に、拡張測定タグとして 1個のアナログ ITEM
（PV、SP、MVまたは他のアナログ信号）または接点 ITEMを登録できます。 
アナログ ITEMまたは接点 ITEMは以下の①、②のいずれかで指定します。 
①計器ブロックに対する TAG No.（タグ名）およびそのタグ ITEM（PV、SP、MV
のいずれか） 

②アナログ ITEMまたは接点 ITEMに対する TAG No.（タグ名） 

 
 折れ線プログラム 2画面の名称を、全角 8（半角 16）文字以内

で入力します。 

折れ線プログラム 2画面でのデータ収集対象
の ITEMを設定します。 
・ ボックスをクリックします。次のようなダ
イアログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ①（登録したいアナログ ITEMを含む）計
器ブロックに対するタグ名、または②登録
したいアナログ ITEMまたは接点 ITEMに
対するタグ名を選択します。この例では、
①の計器ブロックに対するタグ名を指定
します。 
ただし、折れ線プログラム２タグを選択す
る場合には、折れ線プログラム 2のタグし
か選択することができません。 

・ 右の画面に示すように、 
折れ線プログラム 2用に１つのタグ 
拡張測定用に１つのタグ 
を割り付けることができます。 

折れ線プログラム 2の収集周期と、モニタ
Plusの再起動時の動作を設定します。 

折れ線データの収集が終了したときに、折れ線データの収集結果をCSVファイルとして、
自動保存させるときの設定を行います。 
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4 ［画面名称］を入力します。 
5 折れ線プログラム 2画面の基本設定を行います。 

 

折れ線プログラム 2の 
収集周期（1秒／10秒／60秒）
を選択します。 

モニタ Plusの再起動時に、折れ線プログラム 2ブロックの S1
（ITEM013）が ONになっている場合の動作について選択します。 
・チェックあり 
モニタ Plus を起動すると、前回の折れ線プログラム 2トレンド 
ファイルに継続して、データ収集を再開します。 

・チェックなし 
モニタ Plus を起動すると、新たに折れ線プログラム 2トレンド 
ファイルを作成して、データ収集を開始します。 

  
6 折れ線プログラム 2画面でモニタ対象とする折れ線プログラム 2と、必要に応じて
拡張測定タグを選択します。タグの選択後、［詳細設定］の設定を行います。 

・ タグ名を選択すると、選択可能になります。 
・ ボックスをクリックします。次のようなダイアログボックスが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 設定後、［OK］をクリックします。 
・ 置き針、および MV開方向の設定は計器図下部のMV調整エリアに反映されます。 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイア
ログボックスが表示されます。 

・ 折れ線プログラム 2画面でモニタする折れ線
プログラム 2タグを選択します。 
(折れ線プログラム 2タグは、タグ ITEMを選
択する必要はありません。） 

・拡張測定タグを必要に応じて選択します。 
登録したいアナログ ITEMに対するタグ ITEM
を選択します。この例では、タグ名「W1」の計
器ブロックのタグ ITEM「PV」を選択していま
す。 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイアログボックスが
表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 通常は自動的に設定されるので設定する必要はありません。 
・ ただし、一部データ（PIDの定数など）はチャート上の表示が合
わない場合があります。そのようなデータの場合のみ上下限値を
設定変更してください。 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイアログボック
スが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
折れ線プログラム 2タグのスケーリング設定を行います。
必要に応じて変更してください。 

チェックすると、置き針
を表示しません。 

チェックしたあと、MV
の開方向を選択します。
指定しない場合は、開方
向は表示されません。

ツールソフトで設定し
た内容が表示されます。
設定変更はできません。

重要タグに設定するときに、チェックしま
す。 
折れ線プログラム 2確認画面のフェース
プレートの右上に印しが付きます。 
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7 ［バッチ終了時に CSV自動保存］の設定を行います（後述参照）。 
8 ［OK］ボタンをクリックします。 
折れ線プログラム 2画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示
されます。 
 

お願い 

 

[再起動時に前回折れ線トレンドを継続する]チェックボックスがチェックされている

状態で、各項目の設定を変更すると、以下のようなダイアログボックスが表示されます。

実際に設定内容を変更している場合は[はい]を、設定を変更していない場合は[キャンセ

ル]をクリックしてください。 

 
 

● CSVファイル自動保存の設定 

CSVファイル自動保存機能について、以下に説明します。 

 
 
・自動保存 有効 

[自動保存 有効]をチェックすると、対象となる折れ線プログラム 2ブロックの動作
が終了(S1（ITEM013）：ON→OFF)となった時点で CSVファイルを生成します。 

 
・保存先フォルダ 
保存先のフォルダを指定します。「参照」ボタンを利用すると入力の手間が省けます。 
保存先のフォルダ内には、データ収集開始日付のフォルダが自動的に作成され、CSV
ファイルは、開始日付のフォルダ内にそれぞれ格納されます。 
（例）保存先フォルダ「C:¥折れ線」、2006年の 12月 1日にデータ収集を開始した場合： 

[C:¥折れ線¥20061201¥]の下に作成されます。（下線は開始日付のフォルダ） 
 
・保存ファイル名 
保存ファイル名を指定します（注：ここでは、拡張子を指定してはいけません）。 
実際に保存されるファイル名は以下のようになります。 
「開始日付－開始時分－保存ファイル名_.csv」 
（開始日付、開始時分とは、保存対象となる折れ線データの収集が開始された
時刻情報のことです。） 
 

（例）保存ファイル名：折れ線、2006年の 12月 1日 16時 15分 10秒にデータ収集を開始
した場合 
： 「20061201－161510－折れ線.csv」というファイル名が自動作成されます。 

 
注：1つの CSVファイルのデータが 65000行を超えると、別の CSVファイルが生成されます。そ
のとき、CSVファイルのファイル名の最後に、“_01.CSV”，“_02.CSV”....と追い番が付加
されて保存されます。 
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■ グラフィック画面を登録する 

グラフィック画面は 200画面まで登録できます。 
 

参 考 

 

グラフィック画面の登録を行う前に、グラフィック作成ウィンドウ（［Graphic Builder］

ボタン）において、グラフィック画面を作成し保存しておく必要があります。グラフィ

ック画面の作成方法については、5-4項を参照してください。 

 
登録手順は次のとおりです。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［オーバービュー画面］の下位要素
の［画面］を選択します。 

 

・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［画面］をダブルクリッ
クします。 
前述の「制御画面を登録する」の手順 2で示したダイアログボックスが表示されま
す。 

3 ［グラフィック画面］を選択後、［新規作成］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 
グラフィック作成画面（［Graphic Builder］ボタンによる）において作成・保存し
たグラフィック画面を、ここで選択します。 
注：グラフィック画面の場合、オーバービュー画面に登録する前に、グラフィック画面作成
ウィンドウにおいて画面を作成し保存しておくことが必要です。 

 

割り付けるグラフィック画面の
画面名を選択します。 
ここには、保存されているすべて
のグラフィック画面の画面名が
表示されます。 

 
4 ［画面名称］の選択を行ったあと、［OK］ボタンをクリックします。 
グラフィック画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示され
ます。 
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■ アナンシエータ画面を登録する 

アナンシエータ画面は 5画面まで登録できます。登録手順は以下のとおりです。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［オーバービュー画面］の下位要素
の［画面］を選択します。 

 

・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［画面］をダブルクリッ
クします。 
前述の「制御画面を登録する」の手順 2で示したダイアログボックスが表示されま
す。 

3 ［アナンシエータ画面］を選択後、［新規作成］ボタンをクリックします。 
次に示すダイアログボックスが表示されます。 
アナンシエータ画面には最大 16個の接点 ITEMを登録できます。接点 ITEMを TAG 
No.（タグ名）で指定します。 
 

・ ボックスをクリックします。次のようなダ
イアログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ①（登録したい接点 ITEMを含む）計器ブ
ロックに対するタグ名、または②登録した
い接点 ITEMに対するタグ名を選択し、
［OK］をクリックします。この例では、
①の計器ブロックに対するタグ名を指定
します。 

・ 右の画面に示すように、16個のタグを割
り付けることができます。 

制御画面の名称を、全角 8
（半角 16）文字以内で入力
します。 

・ タグ名を設定すると、次に示すボタンが表示されます。 
・ ［Item］および［詳細設定］の設定方法は、次ページに示し
ます。 

・ ［削除］ボタンをクリックすると、登録したタグ情報が削除
されます。 
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● ［Item］の設定 

・タグ名を選択選択後、［Item］のボタンをクリックすると、次のようなダイアログ
ボックスが表示されます。 

 
・登録したい接点 ITEMに対するタグ ITEMを選択します。この例では、タグ名
「ATK001」の計器ブロックのタグ ITEM「R/L_SW」を選択しています。選択後［OK］
をクリックします。 

 

● ［詳細設定］の設定 

・タグ名を選択選択後、［詳細］ボタンをクリックすると、次のようなダイアログボ
ックスが表示されます。 

 
表示文字色を選択します。 

アナンシエータ画面に表示するメッ
セージを入力します。全角 8文字×2
行まで入力可能です。 

背景色を選択します。 

「ノンロックイン型（0）」または「ロ
ックイン型（1）」を選びます。 

・ サウンドの種類を選択します。 
・ ［テスト］ボタンをクリックする
と、選択したサウンドを聞くことが
できます。 

・ サウンドファイルとサウンド No.の
割り付けについては、5-6項を参照
してください。 

 
・設定後、［OK］をクリックします。 
 
 
 
4 上記の設定を行ったあと、［OK］ボタンをクリックします。 
アナンシエータ画面が登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示さ
れます。 
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5－5－3 操作ガイドメッセージの登録 
ここでは、操作ガイドメッセージの登録方法を説明します。 
ここで登録した条件が発生した場合は、対応するメッセージが操作ガイドログ画面に
表示され、保存されます。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［OpgLog Mess01］を選択します。 

 
・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2の操作が省け
ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［OpgLog Mess 01］をダ
ブルクリックします。 
次に示すようなダイアログボックスが表示されます。 
操作ガイドメッセージには、最大 1000個の接点 ITEMを登録できます。接点 ITEM
を TAG No.（タグ名）で指定します。 

 
操作ガイド画面の名称を、全角 8（半
角 16）文字以内で入力します。 

・ ボックスをクリックします。次のようなダイ
アログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ①（登録したい接点 ITEMを含む）計器ブロ
ックに対するタグ名、または②登録したい接
点 ITEMに対するタグ名を選択し、［OK］を
クリックします。この例では、①の計器ブロ
ックに対するタグ名を指定します。 

ページ番号を切り替えます。どち
らかのボタンをおすごとに、下に
あるタグ名登録テーブルの番号
が、[<][>]のときは 10、[<<][>>]の
ときは 100ずつ上下します。 

・ タグ名を設定すると、次に示す［詳細］ボタンが
表示されます。 

 
 
 
・ ［Item］および［詳細設定］の設定方法は、次ペ
ージに示します。 

・ ［削除］ボタンをクリックすると、登録したタグ
情報が削除されます。 
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● ［Item］の設定 

・タグ名を選択選択後、［Item］のボタンをクリックすると、次のようなダイアログ
ボックスが表示されます。 

 
・登録したい接点 ITEMに対するタグ ITEMを選択します。この例では、タグ名
「ATK001」の計器ブロックのタグ ITEM「R/L_SW」を選択しています。選択後［OK］
をクリックします。 

● ［詳細設定］の設定 

・タグ名を選択選択後、［詳細］ボタンをクリックすると、次のようなダイアログボ
ックスが表示されます。 

操作ガイド画面に表示するメッセ
ージを入力します。 
全角 54文字まで入力可能です。 

操作ガイド画面の文字色を
選びます。 

 
・設定後、［OK］をクリックします。 

 
3 上記の設定が終了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
操作ガイドメッセージが登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示
されます。 
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5－5－4 アラームメッセージの登録 
ここでは、アラームメッセージの登録方法を説明します。 
ここで登録した条件が発生した場合は、対応するアラームメッセージがモニタ画面の 2
行目に表示されます。また、表示されたアラームメッセージは、アラームサマリー画
面に保存されます。 
1 ビルダーウィンドウの画面構築管理ツリーで、［アラームメッセージ登録］を選択
します。 

・ クリックして選択します。 
・ ダブルクリックすると、手順 2 の操作が省け

ます。 

 
2 ［設定］メニューから［画面登録］を選びます。または、［ANN LOG Mess］をダ
ブルクリックします。 
次に示すようなダイアログボックスが表示されます。 
アラームメッセージには、最大 2000個の接点 ITEMを登録できます。接点 ITEMを
TAG No.（タグ名）で指定します。 

アラームメッセージ登録画面
の名称を、全角 8（半角 16）
文字以内で入力します。 

・ ボックスをクリックします。次のようなダ
イアログボックスが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ①（登録したい接点 ITEMを含む）計器ブ
ロックに対するタグ名、または②登録した
い接点 ITEMに対するタグ名を選択し、
［OK］をクリックします。この例では、
①の計器ブロックに対するタグ名を指定
します。 

ページ番号を切り替えます。
どちらかのボタンをおすご
とに、下にあるタグ名登録テ
ーブルの番号が、[<][>]のと
きは 10、[<<][>>]のときは
100ずつ上下します。 

・ タグ名を設定すると、次に示す［詳細］ボ
タンが表示されます。 

 
 
 
・ ［Item］および［詳細設定］の設定方法は、
次ページに示します。 

・ ［削除］ボタンをクリックすると、登録し
たタグ情報が削除されます。 
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● ［Item］の設定 

・タグ名を選択選択後、［Item］のボタンをクリックすると、次のようなダイアログ
ボックスが表示されます。 

 
・登録したい接点 ITEMに対するタグ ITEMを選択します。この例では、タグ名
「ATK001」の計器ブロックのタグ ITEM「R/L_SW」を選択しています。選択後［OK］
をクリックします。 

 

● ［詳細設定］の設定 

・タグ名を選択選択後、［詳細］ボタンをクリックすると、次のようなダイアログボ
ックスが表示されます。 
 

アラームメッセージを入力し
ます。全角 47 文字まで入力可
能です。

メッセージを表示するタイミ
ングを設定します。 

 
文字色は発生時：赤、復帰時：黒です。 
 
 

3 上記の設定が終了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
アラームメッセージが登録され、入力した画面名称が画面構築管理ツリーに表示さ
れます。 
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■ アラームタグ自動割付機能 

ツールソフトにて指定したタグを、アラームタグに設定することが可能です。 
アラームタグに設定すると、アラームサマリー画面に表示させることができます。 
アラームタグに設定可能なタグは、以下のとおりです。 
・内部スイッチのモニタ Plusタグ 
・ユーザリンクテーブルの各データ 
（アナログ／デジタルの種別（A/D）が、接点の場合のみ） 

 
アラームタグに設定するには、以下のようにします。 

● 内部スイッチの場合 

1. 小項目にて「内部スイッチ」を選択し、モニタ Plusタグを設定します。 

 
以下の画面が表示されます。 
 

チェックします。 

 
2. [Alarm]をチェックし、[登録]ボタンをクリック後、[終了]をクリックします。 
3. モニタ Plusタグのコンパイルを実行します。 

 
4. モニタ Plusを実行します。 
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● ユーザリンクテーブルの場合 

1. ユーザリンクテーブルの編集を行います。 

 
以下の画面が表示されます。 

 
2. 新たにユーザリンクテーブルを登録する場合、右クリック－[登録]をクリックしま
す。 

3. 以下の画面が表示されます。必要な項目を設定します。 

アラームタグに設定可
能なものは接点のみ 

チェックします。 

 
 

参 考 

 

アラームモニタに自動割付によって、指定したフラグが ONした場合、以下のように「発

生（Auto Alarm）」、OFFした場合「復帰（Auto Alarm）」と表示されます。 

 



5－5 画面のコンフィグレーション 
5－5－5 設定を保存する 

5-68 

5 

画
面
の
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン 

5－5－5 設定を保存する 
設定した画面のコンフィグレーションを保存します。 
 

お願い 

 

画面のコンフィグレーションを設定または変更した場合は、必ず、保存操作を行ってく

ださい。 

 
1 ビルダーウィンドウの［設定］メニューから［保存］を選びます。 

 
2 ［OK］ボタンをクリックします。 
 

5－5－6 登録した画面を消去する 
登録した画面を消去する場合は、次の操作を行います。 
1 ビルダーウィンドウの画面構成管理ツリー上で、消去する画面をクリックして選択
します。 

 
2 ビルダーウィンドウの［設定］メニューから［消去］を選びます。 

 
3 ［OK］ボタンをクリックします。 
 

5－5－7 モニタプロセスの起動方法 
モニタプロセスを起動する場合、以下の操作を実行します。 
1 メインウィンドウまたは、セットアップダイアログにおいて、［起動］ボタンをク
リックします。 

2 モニタプロセスが起動し、オーバービュー画面が表示されます。 
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5－6 System Info.の設定 
 

System Info.では、複数画面起動他、自動起動他などの、システム的な初期設定を行い
ます。 
設定内容は次のとおりです。 
 

項目 内容 

札掛け名 札掛け情報 
札掛け色 

アラーム音情報 アラーム番号（1～10）ごとに、サウンドファイルを割り付けます。 
テンキー設定 数値入力時に、［テンキー］ダイアログボックスを使用するかどうかを設定

します。この設定はすべてのモニタ画面で有効です。 
テンキーを使用する設定にすると、モニタ画面で、数値入力ボックスをクリ
ックするとテンキーが表示されます。 

色設定 制御画面およびチューニング画面の計器図のボタン色を指定します。 
キーロック設定 制御画面およびチューニング画面から ITEMの値を変更することを、禁止す

ることができます。 
複数画面起動他 複数画面起動（有効／無効）、オペレータモードで自動終了時のバックグラ

ウンドタスク（モニタプロセス）を自動終了（有効／無効）を指定します。
ページ送りの順を指定します。 

自動起動他 チューニング／トレンド画面の目盛表示（工業単位／100%単位選択）、チュ
ーニング画面の展開方法、自動起動（有効／無効）、アナンシエータ画面の
警報色を指定します。 

CSV保存設定、
トレンド設定 

トレンド画面、バッチトレンド画面、折れ線プログラム 2画面のデータ収集
方法やデータの保存方法について設定します。 

警報音停止設定 ・警報音をアラーム復帰時に鳴らすかどうかを設定します。 
・MHA、MLAを警報として扱うかどうかを設定します。 
・警報を停止するためのタグを登録します。 

外部アプリケー
ションの起動 

起動ボタン 1～4に対して、アプリケーションを割付けます。 

 
1 セットアップダイアログで、［System Info.］ボタンをクリックします。 

 

クリックします。 
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次に示すウィンドウが表示されます。 

 
2 左側のウィンドウで、［札掛け情報］、［アラーム音情報］、または［テンキー設
定］を選択します。 

3 以下に示す各設定を行います。 
4 すべての設定が終了したら、［保存終了］ボタンをクリックします。 
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5－6－1 札掛け情報の設定 
・左側のウィンドウで［札掛け情報］を選択すると、手順 1で示した画面が表示さ
れます。 
・［札掛け名］および［札掛け色］を設定します。 

5－6－2 アラーム音情報の設定 
・左側のウィンドウで［アラーム音情報］を選択すると、次のような画面が表示さ
れます。 

 
・各アラーム音番号に、サウンドファイルを割り付けます。使用する音をここで登
録します。 
・［テスト］ボタンをクリックすると、アラーム音を鳴らすことができます。 
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5－6－3 テンキーの設定 
・左側のウィンドウで［テンキー設定］を選択すると、次に示す画面が表示されま
す。 

 
・［テンキー使用］または［テンキー未使用］をクリックします。この設定はすべ
てのモニタ画面で有効です。 

・［テンキー使用］に設定にすると、モニタ画面で、数値入力ボックスをクリック
すると次に示す［データ入力］ダイアログボックスが表示されます。 
例） 

 

 数値入力ボックスクリックすると、次のよ

うな［データ入力］ダイアログボックスが

表示されます。 

 

 
・テンキーサイズを設定します。 
 小さいテンキー／大きいテンキーを選択します。 
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5－6－4 色設定 
・左側のウィンドウで［色設定］を選択すると、次のような画面が表示されます。 

 

押しボタン ON時の色 

押しボタン OFF時の色 

押しボタン ON時の色 

押しボタン OFF時の色 

接点入力 ON時の色 

接点入力 OFF時の色 

計器図の AUT/MAN/CAS/FIELD/CONT/PAUSE/START/STOP/RESET の
ボタン色指定 

接点出力 
ボタン色指定 

接点入力 
ステータス色指定

 
・計器図の AUT/MAN/CAS/FIELD/CONT/PAUSE/START/STOP/RESETのボタン色
指定、接点出力ボタンの色指定、接点入力ボタンの色指定をすることができます。 
・最下段の「接点出力関連のボタン押下時、確認のダイアログ BOXを表示する」
のチェックをした場合、AUTO/MANなどの接点出力ボタンをクリックしたとき、
以下のような操作実行をするか否かの確認ダイアログボックス（「実行します
か？」）が表示されるようになります。 
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5－6－5 キーロック設定 
・左側のウィンドウで「キーロック設定」を選択すると、次に示す画面が表示され
ます。 
制御画面、チューニング画面などの設定操作が可能な画面において、指定計器ブ
ロック（例：基本 PIDブロック）の指定 ITEMの値を、本モニタ Plusから変更
すること（例：SP変更、PID定数変更などの操作）を禁止することができます。
この禁止指定を「キーロック」と呼びます。 
注：本キーロック操作は、ブロック形式単位で指定します（モニタ Plus独自のタグ名単
位ではありません）。 

■ 設定方法 

1 ［ブロック形式］を選択します。その下に、計器ブロック名が表示されます。 

 
2 ①指定ブロック形式の計器ブロックの（モニタ Plusで変更可能な）全アナログ設定

値および全接点設定値の ITEMに対してキーロックを設定する場合、［All Select］
ボタンをクリックします。同様に全アナログ設定値および全接点設定値の ITEM
に対してキーロックを解除する場合、［All Clear］ボタンをクリックします。 

②特定 ITEMに対してキーロックを設定する場合、［アナログ ITEM］フィールド
（アナログ設定値）または［接点 ITEM］フィールド（接点設定値）の各 ITEM
のチェックボックスをチェックします。 

3 ［保存終了］ボタンをクリックします。設定したキーロックが有効となります。 



5－6 System Info.の設定 
5－6－5 キーロック設定 

5-75 

5 

画
面
の
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン 

■ キーロック有効状態での操作 

1 キーロックを設定している ITEM（例：SP）に対して、変更ボタン（例：「SP」ボ
タン）などを押して変更操作を実行しようとすると、以下のダイアログボックスが
表示されます。 

 
2 ［はい］ボタンをクリックすると、パスワード入力を要求する以下のダイアログボ
ックスが表示されます。 

 
設定したパスワード（「5-2-3項 パスワードの設定」参照）をここで入力すると、
その ITEMに対する一時的なキーロックの解除を行え、設定変更が可能となります
（ただし、以降そのキーロックは再度有効となります）。 

2’ ［いいえ］ボタンをクリックすると、その変更操作が中止されます。 
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5－6－6 複数画面起動他 
「複数画面起動他」を選択すると、以下の画面が表示されます。 

 
以下の内容を設定します。 

■ 複数画面起動の有効/無効設定 

オーバービュー画面を複数同時に起動することを有効にするか／無効にするかを設定
します。 
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■ ページ送り機能 

「前項」、「次項」ボタンによるページ送りを「データベース登録順」にするか、「ビ
ルダーウィンドウの表示順」に行うかを設定します。 
リアルタイムトレンドとヒストリカルトレンドは、同一のグループとして扱われます。 
注：各グループの最終画面から「次項」ボタンにて そのグループの先頭画面へ戻ります。各グ
ループの先頭画面から「前項」ボタンにて そのグループの最終画面へ戻ります。 

 

・ DB登録順： 

ビルダーウィンドウにて、登録した順番にページ送りします 
リアルタイムトレンドとヒストリカルトレンドは、同一のグループとして扱われます。 
例：  

 

「登録 1」→「登録 2」→「登録 3」の順に登録した場合、 
ページ送りは、「登録 1」→「登録 2」→「登録 3」となります。 

 
注：グラフィック画面表示中に「前項」、「次項」ボタンでページ送りを行うと、ビルダーウィ
ンドウに登録していないグラフィック画面も表示されます。 

 

・ 表示（配置）順： 

ビルダーウィンドウにて、表示されている順にページ送りします。 
リアルタイムトレンドとヒストリカルトレンドは、同一グループとして扱われます。 
 

ページ送りは、「登録 1」→「登録 3」→「登録 2」となります。  
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5－6－7 自動起動他 
「自動起動他」を選択すると、以下の画面が表示されます。 

 
以下の内容を設定します。 

・ チューニング画面内トレンド表示の目盛り表示（工業単位／100%単位） 

チューニング画面上のトレンド表示の目盛り単位を指定します。工業単位または 100%
単位を指定できます（デフォルトは 100%単位）。 

・ チューニング画面展開方法（一覧表示指定／ダイアログ指定） 

オーバービュー画面左上をクリックして、タグ No.を直接指定することで、オーバービ
ュー画面からチューニング画面へ遷移する場合、タグ No.をダイアログで選択するか、
一覧リストから選択するかを指定できます。 

一覧表示指定 ダイアログ指定 

  
注：制御画面に登録されているタグ数が 192を超えると、「一覧表示指定」に設定しても、「ダ

イアログ表示」となります。 
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5－6－8 自動起動設定（有効／無効） 
モニタ Plusの起動と同時に、指定した画面へ直接自動的に起動するか、通常通り起動
するかを指定します。 
自動起動を「有効」に設定した場合、本モニタ Plusを起動する（［スタート］｜［Omron］
｜［CX-Process Monitor Plus］｜［CX-Process Monitor Plus］を選択する）と同時に、自
動的に、（右側のフィールドにて）以下で指定した画面が、表示されます（メインウ
ィンドウで［起動］ボタンをクリックする操作は不要となります）。 
・CRT-ID（画面の種類、1：オーバービュー画面、2：制御画面、3：トレンド画面、4：
グラフィック画面、5：アナンシエータ画面、10：チューニング画面、17：バッチト
レンド画面、18：折れ線画面） 
・グループ番号（CRTビルダへの登録順、0～400） 
・位置（計器図の貼付位置、1～8、チューニング画面のときみ） 
なお、プログラムを終了しても、自動起動設定は有効のままです。 
注：各画面の上記「CRT-ID、グループ番号、位置」を確認したい場合、以下のように各画面の
上部を右クリックすることで確認することが可能です。 

 

CRT-ID などが 

表示されます。 

ここを右クリックすると 

 
 

■ 自動起動を「無効」にする場合の操作 

自動起動を「無効」にする場合の操作は、以下の 1）2）のいずれかの方法によります。 
1）エクスプローラなどで、MonitorCom.exeをダブルクリックして、System Info.（札掛
け、アラーム音、テンキー、色、キーロック、その他の設定から成る。5-6項参照）
を単体で起動します。［自動起動他］にて、自動起動設定を無効に設定します。 

2）自動起動を有効に設定している場合、オーバービュー画面の画面上部を右クリック
すると、「System Info.を起動しますか？ここで自動起動の設定が解除できます」
のダイアログボックスが表示されます。［はい］ボタンをクリックすると、System 
Info.が起動されます。［自動起動他］にて、自動起動設定を無効に設定します。 
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注：WindowsVistaでは、自動起動設定を変更する際に以下ダイアログボックスが表示されます。 

これは、WindowsVistaのユーザアカウント制御機能によるものであり問題ありません。 
「許可(A)」を選択してください。 
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5－6－9 CSV保存設定 
・左側のウィンドウで「CSV保存、トレンド設定」を選択すると、次に示す画面が表
示されます。 

 
 

■ ファイル保存時のエラーチェックの容量 

トレンド画面での CSVファイル自動保存先ドライブが、ある空き容量以下となったと
き、警告またはエラーを発生させるための、空き容量を指定します。 
警告またはエラーの空き容量を、MB（メガバイト）単位で設定します。 
画面コンフィグレーション時（トレンド画面登録時）に指定した CSVファイルの保存
先ドライブの空き容量が、設定した値以下になると警告メッセージが表示されます。 
 
警告／エラー発生時の容量は、以下の範囲で設定します。 
警告発生時の容量 ：10～5000MB（デフォルト：1000MB） 
エラー発生時の容量 ：1～4999MB（デフォルト：100MB） 

注：画面コンフィグレーション時（トレンド画面登録時）に、画面ごとに保存先ドライブを指定
することができますが、ここで設定する容量設定は、保存先の全ドライブ共通の設定です。 

 
警告が発生した場合でも、CSVファイルは、作成されています。これに対して、エラ
ーが発生した場合、CSVファイルは作成されていません。 
なお、モニタ Plus側では、ファイルを削除する処理や旧ファイルを上書き処理する機
能はありません。 
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■ トレンド設定―リアルタイムトレンド、ヒストリカルトレンド収集周期 

トレンド画面でのトレンドデータの収集周期を、リアルタイムトレンド（1～30秒）と
ヒストリカルトレンド（1～60分）ごとに設定します。 
収集周期の設定項目を変更すると、以下のようなダイアログボックスが表示されます。
実際に設定内容を変更している場合は[OK]を、設定を変更していない場合は[キャンセ
ル]をクリックしてください。 

  
 

■ バッチトレンド保存期間 

バッチトレンド画面で作成されるバッチトレンドファイルを、一定期間が過ぎたら消
去させるときに、チェックボックスをチェックします。 
チェックボックスにチェック後、バッチトレンドファイルを保存する期間（10～36600
日）を日数で設定します。 
デフォルトで本機能は有効になっており、保存期間は 366日に設定されています。 
 

■ 折れ線プログラム 2トレンド保存期間 

折れ線プログラム 2画面で作成される折れ線トレンドファイルを、一定期間が過ぎた
ら消去させるときに、チェックボックスをチェックします。 
チェックボックスにチェック後、折れ線トレンドファイルを保存する期間（10～36600
日）を日数で設定します。 
デフォルトで本機能は有効になっており、保存期間は 366日に設定されています。 
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5－6－10 警報音停止設定 
モニタ Plusでの警報の設定を行います。 
 

■ 復帰アラーム選択 

各種アラームの復帰時にアラームを鳴らすか、鳴らさないかを選択することができます。 
下記の 2種類のアラームに対して、それぞれ個別に設定できます。 
・アラームサマリー画面にアラームメッセージが表示されたときのアラーム 
（PROCESS ALARM） 
・システムモニタ画面にアラームメッセージが表示されたときのアラーム 
（SYSTEM ALARM） 

アラームサマリー画面にアラ
ームメッセージが表示された
ときにアラームを鳴らす場合、
有効にします。 

システムモニタ画面にアラームメ
ッセージが表示されたときにアラ
ームを鳴らす場合、有効にします。

 
デフォルト設定は、両アラームともに「無効」です。 
注：有効とした場合、復帰時にアラーム音は、鳴りませんがアラームログには履歴が残ります。 
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■ MHA、MLA 警報選択 

ITEMタグの「MHA」、「MLA」を警報として扱うか否かを選択することができます。 
「MHA」、「MLA」を警報として扱うと、「MHA」、「MLA」が ONのときにアラ
ームサマリー画面のログに記録されます。 
無効にすると、アラームサマリー画面ログにログが残りません。 

有効にすると、「MHA」、「MLA」
がONのときにアラームサマリ
ー画面のログに記録されます。
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■ 警報停止機能 
指定したタグが ONのとき、全ての警報音を停止させることができます。 
「有効」とした場合、ここで指定したタグ（警報停止タグ）が ONのとき、プロセス
アラーム、システムアラーム、アナンシエータ等、全てのアラームを停止します。 

指定したタグが ONのとき、全
ての警報音を停止させるには、
有効にします。 

警報音を停止させるタグを選
択します。 

 
● 警報停止タグ設定方法 
タグ名フィールドの[参照]ボタンをクリックすると、下記ダイアログボックスが表示されま
す。警報停止タグに指定したいタグ名を選択し、[OK]ボタンをクリックしてください。 
警報停止タグに指定できるのは、ユーザリンクテーブルの接点タグもしくは、内部スイッチ
のタグとなります。 

 
注：ここで 16文字以上のタグ名を直接テキストボックス内に入力した場合、下記ダイアログボ
ックスが表示されます。 
この場合、16文字以内の実際に存在するタグ名を入力して下さい。 

 
 また、存在しないタグ名を入力した時は、下記ダイアログボックスが表示されます。 
この場合、[参照]ボタンをクリックし、タグ名を選択して下さい。 

 



5－6 System Info.の設定 
5－6－10 警報音停止設定 

5-86 

5 

画
面
の
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン 

● 警報停止タグのタイムチャート 

 

警報停止タグ 

パターン 1 

パターン 2 

パターン 3 

パターン 4 

警報停止タグ 

パターン 5 

パターン 6 

確認操作 ν

確認操作 ν

警報音を鳴らします 

警報音を鳴らしません
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5－6－11 外部アプリ起動設定 
モニタ Plusを使用中に、指定した外部アプリケーションを起動することができます。 
ここで、起動する外部アプリケーションの「アプリケーション名」、「アプリケーシ
ョンのパス」、「引数」を設定します。 
なお、引数を外部アプリケーションに渡すことで実行します。 

  

■ 設定項目 

● ボタン、アプリ名 

画面の外部アプリケーション起動ボタンに割り付ける外部アプリケーション名を、以
下のように設定します。 
・ボタン ：ここで設定した文字が、外部アプリケーション起動ボタン上に表示されます。 
・アプリ名 ：ここで設定したアプリケーション名が、画面にポップアップ表示されます。 

 外部アプリケーション起動
ボタン 

 
● パス 

起動したいアプリケーションのパスを設定します。 
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● 引数 

外部アプリケーションに渡す引数を設定します。なお、引数に半角スペースを含める
場合、”（ダブルクォーテーション）で括ってください。 
例）Microsoft Excelにて、C:¥Project Folder¥TagList.csvを開くとき 
アプリケーション名：エクセル 
アプリケーションのパス：”C:¥Program Files¥Microsoft Office¥Office10¥EXCEL.EXE” 
引数：”C:¥Project Folder¥TagList.csv” 
 

● オプション 

外部アプリケーションをモニタ Plusから起動したときの表示方法を、以下の中から選
択します。 
 

・ 外部アプリケーションから、モニタ Plusの画面を呼び出す。 

モニタ Plusの表示は消去して、外部アプリケーションを全画面で表示します。 
 

・ ランチャー画面を使用する 

モニタ Plusの画面の一部（ランチャー画面）を残したまま、外部アプリケーションを
表示します。 
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■ 外部アプリケーションの起動方法 

外部アプリケーションを起動するには、外部アプリケーション起動ボタンをクリック
します。 
 外部アプリケーション起動

ボタン 

設定したアプリケーション名が、画面
にポップアップ表示されます。  

 

■ 外部アプリケーションからモニタ Plusを再表示する方法 

 

● オプションを、「外部アプリケーションから、モニタ Plusの画面を呼び出す。」

に選択した場合 

外部アプリケーションから、“Hmene.exe”を引数なしで実行します。 
このファイルは、システムフォルダにインストールされますので、パスを指定する必
要はありません。 
 
・外部アプリケーションの起動中は、モニタ Plusの画面が表示されていなくても、警
報の監視やトレンド収集などのプロセスは、動作を継続しています。 

 

● オプションを、「ランチャー画面を使用する。」に選択した場合 

外部アプリケーションの起動中は、モニタ Plusの画面は、以下のように画面構成の上
部のみの表示になります。 

 

・元の画面に戻るには、以下範囲のボタンのいずれかをクリックすることで、戻る
ことができます。
  いずれかのボタンをクリックすると元の画面に

戻ります。 

 
・外部アプリケーションのウィンドウが最大化表示されている場合、モニタ Plusの画
面が、外部アプリケーションのウィンドウの背面に隠れることがあります。この場
合、外部アプリケーションのウィンドウサイズを調整するなどしてください。 

 

お願い 

 

ユーザ作成の外部アプリケーションの起動は、外部アプリケーションを起動することに

よって生じるモニタ Plusへの影響を十分考慮して行ってください。 
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5－7 コンフィグレーションの確認 
 
ここでは、メインウィンドウの[Setup]ボタンからモニタプロセスを起動し、オーバー
ビュー画面を表示することにより、画面のコンフィグレーションが正しく設定されて
いることを確認します。 
オーバービュー画面から選択する各モニタ画面での操作の詳細については、4-5項以降
を参照してください。 

 

セットアップダイアログで、［起動］ボタンをクリック 
（コンフィグレーションした画面のモニタプロセスの起動、およびFinsGateway SerialUnit通信の起動 ＊1）
＊1：FinsGateway通信の通信タイプ（上位リンク）および上位リンクの使用 COMポート、通信速度

は、フィグレーションのシステムモニタ設定ウィンドウにて設定します。FinsGatewayの
Controller Linkおよび Ethernetの起動は、手動で起動することが必要です。 

メインウィンドウで、［Setup］ボタンをクリック 

[スタート]｜[プログラム]｜[Omron]｜[CX-Process Monitor Plus]｜[CX-Process Monitor Plus]を選択 

オーバービュー画面で、制御画面、トレンド画面などの各画面を選択し、動作を確認 

パスワードを入力 

（オーバービュー画面までの自動起動を有効に設定する場合のみ） 
セットアップダイアログで、［System info.］ボタンをクリックし、［自動起動他］にて「自動起動設
定」を「有効」に設定 

 
 

5－7－1 モニタプロセスを起動し、オーバービュー画面を表示する 
1 メインウィンドウで、［Setup］ボタンをクリックします。 
パスワードの入力ボックスが表示されます。 

2 パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
次に示すセットアップダイアログが表示されます。 

3 ［起動］ボタンをクリックします。 
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4 モニタプロセスの起動が開始され、セットアップダイアログが閉じます。 
シリアル（上位リンク）通信の場合のみ、モニタプロセスの起動と同時に、システ
ムモニタ設定ウィンドウ（セットアップダイアログでの［System Monitor Buider］
ボタンによる）において設定した以下の通信条件にしたがって、PCとの FinsGateway 
SerialUnit通信が起動します。ただし、［シリアル通信詳細設定］ダイアログで［シ
リアル初期化］のチェックを外した場合は自動起動しません。詳細については、5-3
項を参照してください。 
・通信タイプ：シリアル（上位リンク） 
・上位リンクの場合の使用 COMポート、通信速度 
注 1：PCのネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスは、ツールソフトにおい

て設定した（［設定］|［アドレス設定］）値にもとづいて、通信されます。（システ
ムモニタ設定ウィンドウにおいて設定したノードアドレス、号機アドレスは、システ
ムモニタ画面用の設定です。） 

注 2：Controller Link、Ethernetの場合は、手動で FinsGateway通信を起動することが必要です。
（システムモニタ設定ウィンドウにおいて設定した通信タイプの Controller Link、
Ethernetは、システムモニタ画面用の設定です。） 

注３：WindowsVistaでは、FinsGatewayの自動設定を行う際に、以下ダイアログボックスが
表示されます。 
これは、WindowsVistaのユーザアカウント制御機能によるものであり問題ありません。
「許可(A)」を選択してください。 

 

 
 
5 4-5項に示すようなオーバービュー画面が表示されますので、 
オーバービュー画面で各画面を選択し、設定した画面が正常に動作するかどうかを
チェックします。各画面の詳細については、4-7項以降を参照してください。 
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5－7－2 自動起動に設定する場合 
1 セットアップダイアログで、［System Info.］ボタンをクリックします。 
2 「自動起動他」を選択します。 
3 「自動起動設定」を「有効」に設定します。 
注：いったん「自動起動設定」を「有効」に設定すると、モニタ Plus起動時に自動的にオ
ーバービュー画面まで起動します。自動起動を解除する場合、以下の 1）2）のいずれ
かの方法によります。 

1）エクスプローラなどで、MonitorCom.exeをダブルクリックして、System Info.
（札掛け、アラーム音、テンキー、色、キーロック、その他の設定から成る。
5-6項参照）を単体で起動します。［自動起動他］にて、自動起動設定を「無効」
に設定します。 

2）自動起動を有効にしている場合、オーバービュー画面の画面上部を右クリック
すると、「System Info.を起動しますか？ここで自動起動の設定が解除できます」
のダイアログボックスが表示されます。［はい］ボタンをクリックすると、System 
Info.が起動されます。［自動起動他］にて、自動起動設定を「無効」に設定し
ます。 

注：WindowsVistaでは、自動起動設定を変更する際に以下ダイアログボックスが表示されます。 
これは、WindowsVistaのユーザアカウント制御機能によるものであり問題ありません。 
「許可(A)」を選択してください。 

 

 
 

5－7－3 モニタプロセスを終了する 
1 オーバービュー画面の右上にあるボタン（ ）をクリックします。 
2 データ収集、トレンド収集などのモニタプロセスが稼動中の場合、モニタプロセス
を終了するかどうかのダイアログが表示されます。 
［はい］をクリックします。 

3 モニタプロセスが終了します。 
 
 
 
 
 



      

 

 

第 6章 

トラブルシューティング 
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6－1 トラブルシューティング 
6－1－1 操作上のエラーとその処置 

モニタソフトの操作中にエラーが発生した場合の、原因と処置について、以下に示し
ます。処置の項をもとにエラー要因を取り除いてください。 

現象 原因 処置 

 
 
タグ名が表示できない 

ツールソフトによるモニタ Plus用タグ設
定において、タグ名が１つも登録されて
いない状態です。 

ツールソフトでタグ名を登録後、モニ
タ Plus用タグのコンパイルを実行し
てください。 

システムモニタビルダー画面でのパソコ
ンの通信タイプ設定が間違っています。

正しい通信タイプ設定に変更してく
ださい。 

システムモニタ画面で、ループコン
トロールユニット/ボードが”情報
更新なし”となっている システムモニタビルダー画面でのノード

設定におけるループコントロールユニッ
トの号機アドレスと、実機のループコン
トロールユニットの号機アドレスが一致
していません。 

ノード設定におけるループコントロ
ールユニットの号機アドレスを、実機
のループコントロールユニットの号
機アドレスに一致させてください。 

ツールソフトとモニタソフト間でモニタ
タグ設定は一致していますが、ツールソ
フトでモニタタグ設定をした時の計器ブ
ロックデータが、ループコントロールユ
ニットにダウンロードされていません。

ツールソフトでタグ設定した時の計
器ブロックをループコントロールユ
ニットにダウンロードし、ループコン
トロールユニットの運転を再開して
ください。 

PLC本体の電源が OFFになっています。 PLC本体の電源を ONにしてくださ
い。 

システムモニタメッセージで「デー
タ更新チェック異常発生」が表示さ
れる 

通信ケーブルがはずれています。 通信ケーブルを接続してください。 
オーバービュー画面から制御画面、
チューニング画面に遷移しない 

ツールソフトで登録しているタグ名が、
モニタ Plusに正しく設定されていませ
ん。 

グラフィックビルダー画面、CRTビル
ダー画面において、タグ設定をし直し
てください。 

システムモニタメッセージで「デー
タリンクステータス通信異常発生」
が表示される 

PLCの電源が OFFまたは通信ケーブルが
はずれています。 

PLC本体の電源を ONにしてくださ
い、または通信ケーブルを接続してく
ださい。 

「FinsGateway初期化失敗。」とい
うメッセージダイアログボックス
が表示される 

FinsGateway SerialUnitの初期化に失敗し
ています（ツールソフトで設定したネッ
トワークアドレスと FinsGateway 
SerialUnitのネットワークアドレスが一致
していません）。 

1. ツールソフトで設定したネットワー
クアドレスと FinsGateway SerialUnit
のネットワークアドレスを一致させ
てください。 

2. モニタタグのコンパイル実行後、シ
ステムモニタビルダー画面でノード
PCの再設定を行ってください。 

3. （それでもうまく行かない場合は）
システムモニタビルダー画面でシリ
アル初期化チェックボックスをはず
してください。 
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現象 原因 処置 

システムモニタビルダー画面で、実機の
ループコントロールユニット/ボードがシ
ステムモニタビルダーで設定されていま
せん。 

実機のループコントロールユニット
をすべてシステムモニタビルダーで
登録してください。 

システムモニタメッセージで「定義
内容と実機が不一致 発生」が表示
される 

ツールソフトでタグ設定をした時のネッ
トワークアドレス、ノードアドレス設定
が実機と一致していません。 

1.ツールソフトの設定でネットワーク
アドレス、ノードアドレスを実機と
一致させてください。 

2.ツールソフトでモニタタグのコンパ
イル実行後、システムモニタビルダ
ー画面でノード PCの再設定を行っ
てください。 

Net□ Node□ の PLCとの通信が
タイムアウトしました。 

CPUユニットとの通信がタイムアウトし
ました。 

・PLCの電源が投入されているか確認
してください。 
・FinsGatewayの設定が正しく行われ
ているか確認してください。 

Net□ Node□ の PLCから不正な
レスポンスを受信しました。 

CPUユニットから不正なレスポンスを受
信しました。 

・FinsGatewayの設定が正しく行われ
ているか確認してください。 

・CPUユニットで何らかの異常が発生
している可能性があるので、確認し
異常を取り除いてください。 

Net□ Node□ において登録され
ている LCBとの通信がタイムアウ
トしました。 
Net□ Node□ Unit□において登録
されている LCUとの通信がタイム
アウトしました。 

ループコントローラとの通信がタイムア
ウトしました。 

ループコントローラが正しく装着さ
れているか確認してください。 

Net□ Node□ において登録され
ている LCBから不正なレスポンス
を受信しました。 
Net□ Node□ Unit□において登録
されている LCUから不正なレスポ
ンスを受信しました。 

ループコントローラから不正なレスポン
スを受信しました。 

・ループコントローラが正しく装着さ
れているか確認してください。 

・ループコントローラで何らかの異常
が発生している可能性があるので、
確認してください。 

Net□ Node□ において登録され
ている LCBの形式が正しくありま
せん。 
Net□ Node□ Unit□において登録
されている LCUの形式が正しくあ
りません。 

ループコントローラの形式が正しくあり
ません。 

装着されているループコントローラ
は、接続対象外のものです。 
形式を確認してください。 

Net□ Node□ において登録され
ている LCBの EMバンク番号が正
しく設定されていません。 

LCBにて使用する EMバンク番号が正し
く設定されていません。 

ループコントロールボードで使用可
能な EMバンク番号は、0～Cとなって
いますので、その範囲内で設定してく
ださい。 

Net□ Node□ において登録され
ている LCBの HMI I/Fの設定が正
しくありません。 

LCBの HMI I/F使用設定が有効ではあり
ません。 

モニタ Plusはループコントロールボ
ードの HMI I/Fの使用設定が有効でな
いと正しく動作しません。 
HMI I/Fの使用設定を有効にしてくだ
さい。 
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現象 原因 処置 

システムモニタメッセージで「ブロ
ック状態 実行エラー 発生」が表示
される 

ループコントロールユニット/ボードにダ
ウンロードした計器ブロックデータにお
いて、実行エラーが発生しています。 

1.システムモニタ画面で、ループコン
トロールユニットの"E"ボタンの部
分をクリックしてください。 

2.[ブロック異常]ダイアログボックス
において、[実行エラー]ボタンをク
リックしてください。 

3.[ブロック異常詳細]ダイアログボッ
クスで実行エラーの計器ブロック
を確認してください。 

4.その計器ブロックに関する設定をツ
ールソフトで修正してください。 

システムモニタメッセージで「号機
アドレス 実機と号機 No.が不一致 
発生」が表示される 

実機のループコントロールユニットの号
機アドレスと、システムモニタビルダー
画面のノード PCの号機アドレスが、一致
していません。 

実機のループコントロールユニット
の号機アドレスと、システムモニタビ
ルダーのノード PCの号機アドレスを
一致させてください。 

システムモニタ画面のループコン
トロールユニット／ボードの起動
／停止時に、「ERROR CODE：」
が表示される 

FinsGateway設定またはネットワーク設
定が間違っています。 

正しい FinsGateway設定、ネットワー
ク設定をしてください。 

システムモニタ画面で”アドレス異
常”が表示される。 

システム情報として使用しているエリア
にラダープログラムや別のユニットがデ
ータを書き込んでいる可能性がありま
す。なお、システム情報は、以下のエリ
アに格納されています。 
・ループコントロールユニットの場合 

DM16020～16044 
・ループコントロールボードの場合 

HMI I/Fで使用しているエリアの先頭
20CH 

ラダープログラムやユニット構成を
見直し、該当エリアへ書き込みを行っ
ていないかを確認してください。 

正常にモニタリングできない。 モニタ Plus用タグファイルの生成後、新
しく更新したタグ情報やネットワーク設
定が正しく設定されていません。 

各ビルダ画面で更新したタグ情報や
ネットワーク設定を正しく設定して
ください。 

 モニタ Plus用タグファイルの生成後、ル
ープコントロールユニット/ボードへツー
ルソフトで設定したデータがダウンロー
ドされていません。 

ツールソフトでプログラムを変更し、
モニタ Plus用タグファイルを生成し
た場合、ループコントロールボードへ
ツールソフトで設定したデータをダ
ウンロードしてください。 

 各計器ブロックとモニタ Plusでデータの
やり取りを行っている PLCのメモリエリ
アにラダープログラムや別のユニットが
データを書き込んでいる可能性がありま
す。 

ラダープログラムやユニット構成を
見直し手管再。 
また、以下のメモリエリアに書き込み
を行っていないか確認してください。
・ループコントロールユニットの場合
全ブロック送信で使用するメモリ
エリア 
・ループコントロールボードの場合 

HMI I/Fで使用するメモリエリア 
新しく設定したタグ名が設定でき
ない。 

モニタ Plus起動中にモニタ Plus用タグフ
ァイルを生成した場合、モニタ Plusを再
起動してください。 

モニタ Plusを再起動してください 
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付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
 
CSVタグにて指定された計器ブロックの、どのタグ ITEMが、モニタ Plusでモニタ／
設定可能かについては、以下のとおりです。  

付－1－1 基本 PID（形式 011） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.]00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報 
設定値 

-15.00～+115.00%  R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～+115.00%  R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～+115.00%  R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～+115.00%  R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 014 H 上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 015 L 下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 016 LL 下下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
接点入力 017 

 
ALM_
OFF 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

R（色）R R/W R R R R/W R  

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1  R R R R R R R R 

 023 SP ローカル SP設定値 
注：SP書込時 

-15.00～+115.00%  W W    W   

 024 CAS_S
ET 

SP設定方式 
0：ローカルのみ、1：リモ
ート／ローカル可能 

0、1  R R R R R R   

 026 R/L_S
W 

RSP／LSP切替 SW 
0：ローカル、 
1：リモート 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 
注：SP読出時 

-15.00～+115.00%  R R R R R R   

パラメータ 035 AT AT指令／AT実行中 0、1   R/W R R R R/W R R 
 041 DVA_S

P 
偏差警報設定値(ヒステリシ
スは ITEM012で設定) 

0～115.00%  R R/W R R R R/W   

接点出力 042 DVA 偏差警報出力値 0、1  R R R R R R R R 
パラメータ 054 P 比例帯 0.1～999.9%   R/W R R R R/W   
 055 I 積分時間 

(0：積分なし) 
0～9999秒   R/W R R R R/W   

 056 D 微分時間 
(0：微分なし) 

0～9999秒   R/W R R R R/W   

 076 MH_L
MT 

MVリミット上限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

 077 ML_L
MT 

MVリミット下限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

接点出力 078 MHA MVリミット上限到達出力値 
1：上限以上、0：上限未満 

0、1 R  R R R R R R  

 079 MLA MVリミット下限到達出力値 
1：下限以下、0：下限を超える 

0、1 R  R R R R R R  

接点入力 086 A/M_S
W 

A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

パラメータ 089 MV 上位表示MV出力値 ±320.00%  R/W R/W R R R R/W   
 091 MV_A

BN 
MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1  R R R R R R R R 

 098 MV_ID
X 

MV置き針位置 -15.00～+115.00%  R R/W R R R R/W   

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－2 高度 PIDブロック（形式 012） 
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付－1－2 高度 PIDブロック（形式 012） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 014 H 上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 015 L 下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 016 LL 下下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
接点入力 017 

 
ALM_
OFF 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

 R（色）R/W R R R R/W R  

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1   R R R R R R R 

 023 SP ローカル SP設定値 
注：SP書込時 

-15.00～
+115.00% 

 W W    W   

 024 CAS_S
ET 

SP設定方式 
0：ローカルのみ、1：リモ
ート／ローカル可能 

0、1  R R R R R R   

 026 R/L_S
W 

RSP／LSP切替 SW 
0：ローカル、 
1：リモート 

0、1  R/W R/W    R/W R  

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 
注：SP読出時 

-15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 
 

035 AT AT指令／AT実行中 0、1   R/W R R R R/W R R 

 041 DVA_S
P 

偏差警報設定値(ヒステリシ
スは ITEM012で設定) 

0～115.00%   R/W R R R R/W   

接点出力 042 DVA 偏差警報出力 0、1 R R R R R R R R R 
パラメータ 054 P 比例帯 0.1～999.9%   R/W R R R R/W   
 055 I 積分時間 

(0：積分なし) 
0～9999秒   R/W R R R R/W   

 056 D 微分時間 
(0：微分なし) 

0～9999秒   R/W R R R R/W   

 076 MH_L
MT 

MVリミット上限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

 077 ML_L
MT 

MVリミット下限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

接点出力 078 MHA MVリミット上限到達出力
値 
1：上限以上、 
0：上限未満 

0、1 R  R R R R R R  

 079 MLA MVリミット下限到達出力
値 
1：下限以下、 
0：下限を超える 

0、1 R  R R R R R R  

接点入力・
パラメータ 

086 A/M_S
W 

A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

パラメータ 089 MV 上位表示MV出力値 ±320.00%  R/W R/W R R R R/W   
 091 MV_A

BN 
MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1  R R R R R R R R 

 098 MV_ID
X 

MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－3 2位置オンオフ（形式 001） 
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付－1－3 2位置オンオフ（形式 001） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラ
ーム
サマ
リー
画面

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 041 DVA_S
P 

偏差警報設定値 0～115.00%  R R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH HH上上限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 014 H H上限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 015 L L下限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 016 LL LL下下限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 042 DVA 偏差警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
接点入力 017 ALM_

OFF 
警報停止 SW 0、1 R（色） R/W       

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 0、1   R R R R R R R 

 023 SP ローカル SP -15.00～
+115.00% 

 W W    W   

 024 CAS_S
ET 

SP設定方式 0、1  R R R R R R   

 026 R/L_S
W 

RSP/LSP切替 SW 0、1  R/W R/W R R R R/W R  

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

 093 MV 上位表示MV 0、1  R/W R/W R R R R/W   
パラメータ 099 OP_MK 札かけ 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－4 3位置オンオフ（形式 002） 
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付－1－4 3位置オンオフ（形式 002） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 041 DVA_S
P 

偏差警報設定値 0～115.00%  R R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH HH上上限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 014 H H上限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 015 L L下限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 016 LL LL下下限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 042 DVA 偏差警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
接点入力 017 ALM_

OFF 
警報停止 SW 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R/W   

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 0、1   R R R R R R R 

 023 SP ローカル SP -15.00～
+115.00% 

 W W    W   

 024 CAS_S
ET 

SP設定方式 0、1  R R R R R R   

 026 R/L_S
W 

RSP/LSP切替 SW 0、1  R/W R/W R R R R/W R  

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

 093 MVH 上位表示MV 0、1  R/W R/W R R R R/W   
パラメータ 095 MVL 上位表示MV 0、1  R/W R/W R R R R/W   
 099 OP_MK 札かけ 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－5 ブレンド PID（形式 013） 
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付－1－5 ブレンド PID（形式 013） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラ
ーム
サマ
リー
画面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 0～9999  R R R R R R   

パラメータ 027 K1 比率 0～3.2000   R/W R R R R/W   
積算値出力 012 Q1 積算値 0～9999   R R R R R   
 013 Q2 積算値 0～9999   R R R R R   
アナログ出
力 

016 Y1 PV瞬時値出力 0～320.00%  R R R R R R   

 029 Y2 SP瞬時値出力 0～320.00%  R R R R R R   
パラメータ 031  累積偏差 上上限警報出力

値 
±320.00%   R/W R R R R/W   

 032  累積偏差 上限警報設定値 ±320.00%   R/W R R R R/W   
 033  累積偏差 下限警報設定値 ±320.00%   R/W R R R R/W   
 034  累積偏差 下下限警報設定

値 
±320.00%   R/W R R R R/W   

接点出力 036 DHH 累積偏差 上上限警報出力
値 

0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 

 037 DH 累積偏差 上限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 038 DL 累積偏差 下限警報出力値 0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 
 039 DLL 累積偏差 下下限警報出力

値 
0、1 R（色）R（色）R（色）R R R R R R 

接点入力 017 ALM_
OFF 

警報停止 SW 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R/W   

 014 S1 カウンタ・リセット 0、1   R/W R R R R/W   
パラメータ 054 P 比例帯 0.1～999.9%   R/W R R R R/W   
 055 I 積分時間 0～9999秒   R/W R R R R/W   
 056 D 微分時間 0～9999秒   R/W R R R R/W   
 076 MH_L

MT 
MVリミット上限値 ±320.00%   R/W R R R R/W   

 077 ML_L
MT 

MVリミット下限値 ±320.00%   R/W R R R R/W   

接点入力 086 A/M_S
W 

A/M SW 0、1  R/W R/W R R R R/W   

パラメータ 089 MV 上位表示MV ±320.00%  R/W R/W R R R R/W   
 091 MV_A

BN 
MV異常表示 0、1    R R R R R R 

 098 MV_ID
X 

MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 099 OP_MK 札かけ 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－6 流量バッチ仕込み（形式 014） 

付-7 

付 

付
録 

付－1－6 流量バッチ仕込み（形式 014） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止指令（0：停止解除、
1：停止） 

0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  

積算値入力 007 P1 入力値 0～9999    R R R R   
積算値出力 012 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 

 
  R R R R R   

 013 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999   R R R R R   
接点入力 014 S3 積算カウンタ・リセット指

令 
(1:リセット) 

0、1   R/W R R R R/W   

アナログ出
力 

016 Y1 瞬時値出力値 0～320.00%  R R R R R R   

パラメータ 023 SP ローカル SP設定値 
注：SP書込時 

0～9999  W W    W   

接点入力・
パラメータ 

026 R/L_S
W 

リモート／ローカル切替
SW 
0：ローカル、 
1：リモート 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

積算値 
出力 

029 SP カレント SP出力値 
注：SP読出時 

0～9999  R R R R R R   

 032 B0 行過ぎ量 設定値 (BMから
差引く値) 

0～9999   R/W R R R R/W   

 033 BP プリバッチ 設定値 (BMか
ら差引く値) 

0～9999   R/W R R R R/W   

 034 B1 流速制限量 設定値 0～9999   R/W R R R R/W   
アナログ出
力 

035 SM バッチ積算値 
(下位 4桁) 

0000～9999  R R R R R R/W   

接点入力 036 S1 動作指令 
 (0:リセット、1:動作) 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

 037 S2 制御中断指令 (1:中断) 0、1  R/W R/W R R R R/W R  
接点出力 038 U1 メインバッチ出力 0、1  R R R R R R/W R  
 039 U2 プリバッチ出力 0、1  R R R R R R/W R  
接点入力・
パラメータ 

086 A/M_S
W 

SW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

パラメータ 089 MV 上位表示MV 出力値 ±320.00 %  R/W R/W R R R R/W   
 091 MV_A

BN 
MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1  R R R R R R R R 

 098 MV_ID
X 

MV置き針位置 -15～115.00 %  R R/W R R R R/W   

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－7 指示設定（形式 031） 
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付－1－7 指示設定（形式 031） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_S
T 

演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  

アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 014 H 上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 015 L 下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 016 LL 下下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
接点入力 017 

 
ALM_
OFF 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

R（色） R/W R R R R/W R  

パラメータ 019 PV_A
BN 

PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1   R R R R R R R 

 023 SP ローカル SP設定値 
注：SP書込時 

-15.00～
+115.00% 

 W W    W   

 024 CAS_S
ET 

SP設定方式 0、1  R/W R R R R R R  

 026 R/L_S
W 

リモート／ローカル切替
SW 

0、1   R/W R R R R/W R  

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 
注：SP読出時 

-15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 099 OP_M
K 

札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－8 指示操作（形式 032） 
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付－1－8 指示操作（形式 032） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R/W   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 014 H 上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 015 L 下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 016 LL 下下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
接点入力 017 

 
ALM_
OFF 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

R（色） R/W R R R R/W R  

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1   R R R R R R R 

 076 MH_L
MT 

MVリミット上限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

 077 ML_L
MT 

MVリミット下限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

 078 MHA MVリミット上限到達出力
値 
1：上限以上、0：上限未満

0、1 R  R R R R R R  

 079 MLA MVリミット下限到達出力
値 
1：下限以下、0：下限を超
える 

0、1 R  R R R R R R  

アナログ入
力 

084 X1 AUTO入力値 ±320.00%  R R R R R R   

接点入力 086 A/M_S
W 

A/M切替 SW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

パラメータ 089 MV 上位表示MV出力値 ±320.00%  R/W R/W R R R R/W   
 091 MV_A

BN 
MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1  R R R R R R R R 

 098 MV_ID
X 

MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－9 比率設定（形式 033） 
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付－1－9 比率設定（形式 033） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 基準入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1   R R R R R R R 

 023 SP ローカル比率設定値 -15.00～
+115.00% 

 R/W R/W R R R R   

接点入力 024 CAS_S
ET 

比率設定方式 
0：ローカルのみ、1：リモ
ート／ローカル可能 

0、1   R R R R R R  

 026 R/L_S
W 

RSP／LSP切替 SW 
0：ローカル、1：リモート 

0、1  R/W R/W R R R R/W R  

パラメータ 054 K1 比率レンジ(SP＝100%に対
応する信号比レンジを設定) 

±10.000   R/W R R R R/W   

 055 A1 入力バイアス ±320.00%   R/W R R R R/W   
 056 B1 出力バイアス ±320.00%   R/W R R R R/W   
 076 MH_L

MT 
MVリミット上限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

 077 ML_L
MT 

MVリミット下限値 ±320.00%  R R/W R R R R/W   

接点入力 086 A/M_S
W 

SW(0:MAN、1:AUTO) 0、1  R/W R/W R R R R/W R  

パラメータ 089 MV 上位表示MV出力値 ±320.00%  R/W R/W R R R R/W   
 091 MV_A

BN 
MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1  R R R R R R R R 

 098 MV_ID
X 

MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

 R R/W R R R R/W   

 099 OP_M
K 

札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 

付－1－10 指示（形式 034） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_ST 演算停止 0、1 R（色）R（色）R/W R R R R R  
アナログ入
力 

007 PV 入力値 -15.00～
+115.00% 

 R R R R R R   

パラメータ 008 HH_SP HH上上限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 009 H_SP H上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 010 L_SP L下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

 011 LL_SP LL下下限警報 
設定値 

-15.00～
+115.00% 

 R（－の
み） 

R/W R R R R/W   

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 014 H 上限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 015 L 下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
 016 LL 下下限警報出力値 0、1 R（色）R R R R R R R R 
接点入力 017 

 
ALM_
OFF 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

R（色）R（色）R/W R R R R/W R  

パラメータ 019 PV_AB
N 

PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1   R R R R R R R 

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W R/W R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－11 上下限警報（形式 111） 
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付－1－11 上下限警報（形式 111） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

アナログ入
力 

008 PV 入力値 ±320.00%  R  R R R R   

パラメータ 009 H_SP 上限設定値 ±320.00%  R/W  R R R R/W   
 010 L_SP 下限設定値 ±320.00%  R/W  R R R R/W   
接点出力 012 H 上限警報出力値 0、1 R（色）R  R R R R R R 
 013 L 下限警報出力値 0、1 R（色）R  R R R R R R 

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 

付－1－12 折れ線プログラム 2（形式 157） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_S
W 

演算停止 0、1 R R RW R R R/W R   

アナログ入
力 

007 X1 参照入力値 ±320.00 %  R R R R R R   

アナログ出
力 

008 Y1 プログラム出力値 ±320.00 %  RW R R R R RW   

 009 Y2 経過時間出力値 0～3200.0          
 011 Y3 ステップ出力値 0～30  R R R R R R   
接点入力 013 S1 動作指令 0、1 R（色）RW RW R R R R   
 014 S2 時間軸停止指令 0、1 R（色）RW RW R R R/W R   
接点出力 015 U1 X1 入力異常 0、1    R R R R R R 
 016 U2 最終折れ点到達 0、1      R    
接点入力 017 S3 ウェイト移行指令 0、1  RW RW R R R/W R   
 018 S4 ステップ移行指令 0、1  RW RW R R R/W R   
 019 U10 ウェイト動作実行中 0、1  R R R R R R   
パラメータ 022 B0 出力 ±320.00 %  R R   R/W    
 023 A1 ステップ 1 時間幅 0～3200.0   1ステ

ップ毎
に RW

  R/W    

 024 B1 ステップ 1 出力値 ±320.00 %      R/W    
 025 J1 ステップ 1 時間の単位 0～2      R/W    
 026 A1 ステップ 2 時間幅 0～3200.0      R/W    
 027 B1 ステップ 2 出力値 ±320.00 %      R/W    
 028 J1 ステップ 2 時間の単位 0～2      R/W    
 029 A1 ステップ 3 時間幅 0～3200.0      R/W    
 030 B1 ステップ 3 出力値 ±320.00 %      R/W    
 031 J1 ステップ 3 時間の単位 0～2      R/W    
 032 A1 ステップ 4 時間幅 0～3200.0      R/W    
 033 B1 ステップ 4 出力値 ±320.00 %      R/W    
 034 J1 ステップ 4 時間の単位 0～2      R/W    
 035 A1 ステップ 5 時間幅 0～3200.0      R/W    
 036 B1 ステップ 5 出力値 ±320.00 %      R/W    
 037 J1 ステップ 5 時間の単位 0～2      R/W    
 038 A1 ステップ 6 時間幅 0～2      R/W    
 039 B1 ステップ 6 出力値 ±320.00 %      R/W    
 040 J1 ステップ 6 時間の単位 0～2      R/W    
 041 A1 ステップ 7 時間幅 0～3200.0      R/W    
 042 B1 ステップ 7 出力値 ±320.00 %      R/W    
 043 J1 ステップ 7 時間の単位 0～2      R/W    
 044 A1 ステップ 8 時間幅 0～3200.0      R/W    
 045 B1 ステップ 8 出力値 ±320.00 %      R/W    
 046 J1 ステップ 8 時間の単位 0～2      R/W    
 047 A1 ステップ 9 時間幅 0～3200.0      R/W    
 048 B1 ステップ 9 出力値 ±320.00 %      R/W    
 049 J1 ステップ 9 時間の単位 0～2      R/W    

 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－12 折れ線プログラム 2（形式 157） 
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モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラ
ーム
サマ
リー
画面

パラメータ 050 A1 ステップ 10 時間幅 0～3200.0     R/W    
 051 B1 ステップ 10 出力値 ±320.00 %     R/W    
 052 J1 ステップ 11 時間の単位 0～2   

1ステ
ップ毎
に RW   R/W    

 053 A1 ステップ 11 時間幅 0～3200.0      R/W    
 054 B1 ステップ 11 出力値 ±320.00 %      R/W    
 055 J1 ステップ 11 時間の単位 0～2      R/W    
 056 A1 ステップ 12 時間幅 0～3200.0      R/W    
 057 B1 ステップ 12 出力値 ±320.00 %      R/W    
 058 J1 ステップ 12 時間の単位 0～2      R/W    
 059 A1 ステップ 13 時間幅 0～3200.0      R/W    
 060 B1 ステップ 13 出力値 ±320.00 %      R/W    
 061 J1 ステップ 13 時間の単位 0～2      R/W    
 062 A1 ステップ 14 時間幅 0～3200.0      R/W    
 063 B1 ステップ 14 出力値 ±320.00 %      R/W    
 064 J1 ステップ 14 時間の単位 0～2      R/W    
 065 A1 ステップ 15 時間幅 0～3200.0      R/W    
 066 B1 ステップ 15 出力値 ±320.00 %      R/W    
 067 J1 ステップ 15 時間の単位 0～2      R/W    
 068 A1 ステップ 16 時間幅 0～3200.0      R/W    
 069 B1 ステップ 16 出力値 ±320.00 %      R/W    
 070 J1 ステップ 16 時間の単位 0～2      R/W    
 071 A1 ステップ 17 時間幅 0～3200.0      R/W    
 072 B1 ステップ 17 出力値 ±320.00 %      R/W    
 073 J1 ステップ 17 時間の単位 0～2      R/W    
 074 A1 ステップ 18 時間幅 0～3200.0      R/W    
 075 B1 ステップ 18 出力値 ±320.00 %      R/W    
 076 J1 ステップ 18 時間の単位 0～2      R/W    
 077 A1 ステップ 19 時間幅 0～3200.0      R/W    
 078 B1 ステップ 19 出力値 ±320.00 %      R/W    
 079 J1 ステップ 19 時間の単位 0～2      R/W    
 080 A1 ステップ 20 時間幅 0～3200.0      R/W    
 081 B1 ステップ 20 出力値 ±320.00 %      R/W    
 082 J1 ステップ 20 時間の単位 0～2      R/W    
 083 A1 ステップ 21 時間幅 0～3200.0      R/W    
 084 B1 ステップ 21 出力値 ±320.00 %      R/W    
 085 J1 ステップ 21 時間の単位 0～2      R/W    
 086 A1 ステップ 22 時間幅 0～3200.0      R/W    
 087 B1 ステップ 22 出力値 ±320.00 %      R/W    
 088 J1 ステップ 22 時間の単位 0～2      R/W    
 089 A1 ステップ 23 時間幅 0～3200.0      R/W    
 090 B1 ステップ 23 出力値 ±320.00 %      R/W    
 091 J1 ステップ 23 時間の単位 0～2      R/W    
 092 A1 ステップ 24 時間幅 0～3200.0      R/W    
 093 B1 ステップ 24 出力値 ±320.00 %      R/W    
 094 J1 ステップ 24 時間の単位 0～2      R/W    
 095 A1 ステップ 25 時間幅 0～3200.0      R/W    
 096 B1 ステップ 25 出力値 ±320.00 %      R/W    
 097 J1 ステップ 25 時間の単位 0～2      R/W    
 098 A1 ステップ 26 時間幅 0～3200.0      R/W    
 099 B1 ステップ 26 出力値 ±320.00 %      R/W    
 100 J1 ステップ 26 時間の単位 0～2      R/W    
 101 A1 ステップ 27 時間幅 0～3200.0      R/W    
 102 B1 ステップ 27 出力値 ±320.00 %      R/W    
 103 J1 ステップ 27 時間の単位 0～2      R/W    
 104 A1 ステップ 28 時間幅 0～3200.0      R/W    
 105 B1 ステップ 28 出力値 ±320.00 %      R/W    
 106 J1 ステップ 28 時間の単位 0～2      R/W    
 107 A1 ステップ 29 時間幅 0～3200.0      R/W    
 108 B1 ステップ 29 出力値 ±320.00 %      R/W    
 109 J1 ステップ 29 時間の単位 0～2      R/W    
 110 A1 ステップ 30 時間幅 0～3200.0      R/W    
 111 B1 ステップ 30 出力値 ±320.00 %      R/W    
 112 J1 ステップ 30 時間の単位 0～2      R/W    



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－12 折れ線プログラム 2（形式 157） 
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モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御
画面

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

●ウェイト設定 
パラメータ 121 WT_SP

01 
ステップ 1ウェイト幅 0～320.00 %   1ステ

ップ毎
に RW

  R/W    

 122 WT_T
M01 

ステップ 1ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 123 WT_SP
01 

ステップ 2ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 124 WT_T
M01 

ステップ 2ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 125 WT_SP
01 

ステップ 3ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 126 WT_T
M01 

ステップ 3ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 127 WT_SP
01 

ステップ 4ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 128 WT_T
M01 

ステップ 4ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 129 WT_SP
01 

ステップ 5ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 130 WT_T
M01 

ステップ 5ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 131 WT_SP
01 

ステップ 6ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 132 WT_T
M01 

ステップ 6ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 133 WT_SP
01 

ステップ 7ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 134 WT_T
M01 

ステップ 7ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 135 WT_SP
01 

ステップ 8ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 136 WT_T
M01 

ステップ 8ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 137 WT_SP
01 

ステップ 9ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 138 WT_T
M01 

ステップ 9ウェイト時間 0～320.0      R/W    

 139 WT_SP
01 

ステップ 10ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 140 WT_T
M01 

ステップ 10ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 141 WT_SP
01 

ステップ 11ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 142 WT_T
M01 

ステップ 11ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 143 WT_SP
01 

ステップ 12ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 144 WT_T
M01 

ステップ 12ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 145 WT_SP
01 

ステップ 13ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 146 WT_T
M01 

ステップ 13ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 147 WT_SP
01 

ステップ 14ウェイト幅 0～320.00 %      R    

 148 WT_T
M01 

ステップ 14ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 149 WT_SP
01 

ステップ 15ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 150 WT_T
M01 

ステップ 15ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 151 WT_SP
01 

ステップ 16ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－12 折れ線プログラム 2（形式 157） 
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モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ
ITEM 

データ内容 データ範囲 
オーバ
ービュ
ー画面

制御
画面

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

 152 WT_T
M01 

ステップ 16ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 153 WT_SP
01 

ステップ 17ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 154 WT_T
M01 

ステップ 17ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 155 WT_SP
01 

ステップ 18ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 156 WT_T
M01 

ステップ 18ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 157 WT_SP
01 

ステップ 19ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 158 WT_T
M01 

ステップ 19ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 159 WT_SP
01 

ステップ 20ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 160 WT_T
M01 

ステップ 20ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 161 WT_SP
01 

ステップ 21ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 162 WT_T
M01 

ステップ 21ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 163 WT_SP
01 

ステップ 22ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 164 WT_T
M01 

ステップ 22ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 165 WT_SP
01 

ステップ 23ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 166 WT_T
M01 

ステップ 23ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 167 WT_SP
01 

ステップ 24ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 168 WT_T
M01 

ステップ 24ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 169 WT_SP
01 

ステップ 25ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 170 WT_T
M01 

ステップ 25ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 171 WT_SP
01 

ステップ 26ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 172 WT_T
M01 

ステップ 26ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 173 WT_SP
01 

ステップ 27ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 174 WT_T
M01 

ステップ 27ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 175 WT_SP
01 

ステップ 28ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 176 WT_T
M01 

ステップ 28ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 177 WT_SP
01 

ステップ 29ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 178 WT_T
M01 

ステップ 29ウェイト時間 0～3200.0      R/W    

 179 WT_SP
01 

ステップ 30ウェイト幅 0～320.00 %      R/W    

 180 WT_T
M01 

ステップ 30ウェイト時間 0～3200.0      R/W    



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－13 オンオフ弁操作（形式 221） 
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モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

●ステップ実行中フラグ 
接点出力 221 U11 ステップ 1実行中 0、1          
 222 U12 ステップ 2実行中 0、1          
 223 U13 ステップ 3実行中 0、1          
 224 U14 ステップ 4実行中 0、1          
 225 U15 ステップ 5実行中 0、1          
 226 U16 ステップ 6実行中 0、1          
 227 U17 ステップ 7実行中 0、1          
 228 U18 ステップ 8実行中 0、1          
 229 U19 ステップ 9実行中 0、1          
 230 U20 ステップ 10実行中 0、1          
 231 U21 ステップ 11実行中 0、1          
 232 U22 ステップ 12実行中 0、1          
 233 U23 ステップ 13実行中 0、1          
 234 U24 ステップ 14実行中 0、1          
 235 U25 ステップ 15実行中 0、1          
 236 U26 ステップ 16実行中 0、1          
 237 U27 ステップ 17実行中 0、1          
 238 U28 ステップ 18実行中 0、1          
 239 U29 ステップ 19実行中 0、1          
 240 U30 ステップ 20実行中 0、1          
 241 U31 ステップ 21実行中 0、1          
 242 U32 ステップ 22実行中 0、1          
 243 U33 ステップ 23実行中 0、1          
 244 U34 ステップ 24実行中 0、1          
 245 U35 ステップ 25実行中 0、1          
 246 U36 ステップ 26実行中 0、1          
 247 U37 ステップ 27実行中 0、1          
 248 U38 ステップ 28実行中 0、1          
 249 U39 ステップ 29実行中 0、1          
 250 U40 ステップ 30実行中 0、1          

付－1－13 オンオフ弁操作（形式 221） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_S
W 

演算停止 0、1    R R R R R  

 012 S2 AUTO入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 013 S3 MAN出力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R/W  R R R R R  

 015 S5 開リミット SW 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 016 S6 閉リミット SW 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 022 U2 弁動作異常 
0:正常、1:異常 

0、1  R（色） R R R R R R 

 023 U3 弁中間開度 
1:中間開度 

0、1  R  R R R R R  

 085 S4 操作場所入力 
0:中央、1:現場 

0、1  R（色） R R R R R  

パラメータ 086 A/M_S
W 

A/MSW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1  R/W  R R R R/W R  
 

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W  R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－14 モータ操作（形式 222） 
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付－1－14 モータ操作（形式 222） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_S
W 

演算停止 0、1    R R R R R  

 012 S2 AUTO入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 013 S3 MAN出力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R/W  R R R R R  

 015 S5 アンサー入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 022 U2 モータンサー異常 
0:正常、1:異常 

0、1  R（色） R R R R R R 

アナログ入
力 

032 X1 CT入力値 -320.00～
+320.00% 

 R  R R R R   

パラメータ 033 H_SP H 上限警報設定値 -320.00～
+320.00% 

 R(－)  R R R R/W   

接点出力 036 H H 上限警報値   R  R R R R R R 
接点入力 085 S4 操作場所入力 

0:中央、1:現場 
0、1  R（色） R R R R R  

パラメータ 086 A/M_S
W 

A/MSW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1  R/W  R R R R/W R  
 

 099 OP_MK 札掛け 0～15  R/W  R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 

付－1－15 可逆モータ操作（形式 223） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

トレン
ド画面

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラ
ーム
サマ
リー
画面

接点入力 000 MT_S
W 

演算停止 0、1    R R R R R  

 012 S2 AUTO-FWD入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 013 S3 AUTO-REV入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 014 S4 MAN-FWD出力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R/W  R R R R/W R  

 016 S6 MAN-REV出力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R/W  R R R R/W   

 018 S8 FWDアンサー入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R   

 019 S9 REVアンサー入力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R   

 023 U3 モータアンサー異常 
0:正常、1:異常 

0、1  R（色） R R R R R R 

アナログ入
力 

032 X1 CT入力値 -320.00～
+320.00% 

 R  R R R R   

パラメータ 033 H_SP H 上限警報設定値 -320.00～
+320.00% 

 R(－)  R R R R/W   

接点出力 036 H H 上限警報値   R  R R R R R R 
接点入力 085 S4 操作場所入力 

0:中央、1:現場 
0、1  R（色） R R R R R  

 086 A/M_S
W 

A/MSW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1  R/W  R R R R/W R  

パラメータ 099 OP_M
K 

札掛け 0～15  R/W  R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 



付－1 計器ブロック ITEMの読み書き一覧 
付－1－16 モータ開度操作（形式 224） 
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付－1－16 モータ開度操作（形式 224） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

接点入力 000 MT_S
W 

演算停止 0、1    R R R R R  

アナログ入
力 

012 X2 AUTO入力値 -320.00～
+320.00% 

 R  R R R R R  

パラメータ 013  MAN開度設定値 -320.00～
+320.00% 

 R/W  R R R R R  

接点入力 019 S3 開サーマルリレー動作 
0:OFF、1:ON 

0、1  R（色） R R R R R R 

 020 S4 閉サーマルリレー動作 
0:OFF、1:ON 

0、1  R（色） R R R R R R 

接点出力 021 U1 開出力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

 022 U2 閉出力 
0:OFF、1:ON 

0、1  R  R R R R R  

アナログ入
力 

032 X1 開度入力値 -320.00～
+320.00% 

 R  R R R R   

パラメータ 033 H_SP H 上限警報設定値 -320.00～
+320.00% 

 R(－)  R R R    

 034 L_SP L 上限警報設定値 -320.00～
+320.00% 

 R(－)  R R R    

接点出力 036 H H 上限警報値 0、1 R（色）R（色） R R R R R R 
 037 L L 上限警報値 0、1 R（色）R（色） R R R R R R 
接点入力 085 S2 操作場所入力 

0:中央、1:現場 
0、1  R（色） R R R R R  

 086 A/M_S
W 

A/MSW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1  R/W  R R R R/W R  
 

パラメータ 099 OP_M
K 

札掛け 0～15  R/W  R R R R/W   

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 

付－1－17 タイマ（形式 205） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラ
ーム
サマ
リー
画面 

パラメータ 007 SP 設定値 0～3200.0  R/W  R R R R/W   
 008 PRESE

T 
予報値(設定値から差し引
く) 

0～3200.0  R/W  R R R R/W   

アナログ出力 009 PV 経過時間 0～3200.0  R  R R R R   
接点入力 011 S1 動作指令 0、1  R/W  R R R R R  
 012 S2 中断指令 0、1  R/W  R R R R R  
接点出力 013 U1 設定値到達 0、1  R  R R R R R  
 014 U2 予報値到達 0、1  R  R R R R R  

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 

付－1－18 カウンタ（形式 208） 
モニタソフト画面    R：読出  W：書込 ITEM種類 ITEM タグ

ITEM 
データ内容 データ範囲 

オーバ
ービュ
ー画面

制御画
面 

チュー
ニング
画面 

トレン
ド画面

バッチ
トレン
ド画面 

折れ線
プログ
ラム 2
画面

*1
 

グラフ
ィック
画面 

アナン
シエー
タ画面

アラー
ムサマ
リー画
面 

パラメータ 007 SP 設定値 0～9999  R/W  R R R R/W   
 008 PRESE

T 
予報値(設定値から差し引
く) 

0～9999  R/W  R R R R/W   

アナログ出
力 

009 PV カウント値 0～9999  R  R R R R   

接点入力 010 S1 動作指令 0、1  R/W  R R R R R  
接点出力 012 U1 設定値到達 0、1  R  R R R R R  
 013 U2 予報値到達 0、1  R  R R R R R  

*1：拡張測定タグのみ設定可能です。 
 



付－2 トレンド画面、バッチトレンド画面の違い 
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付－2 トレンド画面、バッチトレンド画面

の違い 
 

トレンド画面、バッチトレンド画面についての機能の違いを下記に示します。 
トレンド画面 

項目 
リアルタイムトレンド ヒストリカルトレンド 

バッチトレンド画面 

バッチ(収集) 
開始 

モニタプロセスの開始時 
（メインウィンドウ、またはセットアップダイアロ
グの[起動]ボタンをクリックしたとき） 

・収集開始条件が、トリガタグ（接点
ITEM／アナログ ITEM）により成立
したとき 
・バッチトレンド画面での操作（[バッ
チ開始要求]をクリックしたとき） 

バッチ(収集) 
終了 

モニタプロセスの終了時 
（モニタ Plus終了時に、データ収集終了の確認メッ
セージが表示される） 

・収集開始条件が、トリガタグ（接点
ITEM／アナログ ITEM）により不成
立になったとき 
・バッチトレンド画面での操作（[バッ
チ終了要求]をクリックしたとき） 

最大登録画面数 最大 60画面 最大 120画面 最大 120画面 
最大タグ数 480タグ 960タグ 960タグ 
収集周期 1、2、5、10、30秒 

・収集周期の設定は、全
画面共通になります。

1、5、10、30、60分 
・収集周期の設定は、全
画面共通になります。

1、60秒 
・画面単位で設定できます。 

収集期間 
（収集周期により異
なります。） 

1秒周期の場合：10時間 
2秒周期の場合：20時間 
5秒周期の場合：50時間 
10秒周期の場合：100時間
30秒周期の場合：300時間

1分周期の場合：30日 
5分周期の場合：150日 
10分周期の場合：300日 
30分周期の場合：900日 
60分周期の場合：1800日

4時間（収集周期：1秒） 
10日（収集周期：1分） 

収集データの保存 ・収集期間までは保存。 
・収集期間以後は、古い時間のデータを削除して、
最新のデータを保存します。 

・データ収集（バッチ）終了後に、バッ
チトレンドファイルとしてそのまま
保存されます。（バイナリ形式） 
（System Info.画面で設定する保存期
間を過ぎると自動的に削除されま
す。） 
・収集期間終了後、トリガ条件が開始
状態の場合となっている場合は、す
ぐに次のバッチが開始されます 

CSVファイル保存 ・設定した保存周期（1～240時間）ごとに保存 
・トレンド画面でのボタン操作による保存 

・データ収集（バッチ）終了時に、CSV
ファイルを保存 
・バッチトレンド画面でのボタン操作
による保存 

トレンド 
定義オン
ライン変
更 

・モニタ Plusを終了することなく、トレンド画面で
表示するペン（タグ）の変更／削除／追加が可能 

－ 

その他
の機能 

過去の 
トレンド
データの
参照 

－ 

・過去に収集したトレンドデータを、バ
ッチトレンド画面で表示できます。 
・データ収集実行中のバッチトレンド
と重ね合わせて描画できます。 
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